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〔沿 革〕 
青葉区中央市民センターは、昭和 40 年 4 月、市立東二番丁小学校に開設された「仙台市市民教養セ

ンター」がその始まり。昭和 61 年、小学校の全面改築に伴い廃止され、昭和 63 年 1 月に「仙台市中央

公民館一番町分館」として開館。平成 13 年 4月、隣接の「アスピア一番町（勤労青少年ホーム）」を統

合し、現在の「青葉区中央市民センター」としてスタートした。  

市の中心部で交通の便が良いため、若い世代から高齢者まで昼夜を問わず利用率が高く、外国人も集

まりやすいため、日本語講座を開催するなど国際交流の場としても一翼を担っている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある(地区館)事業〕 

事業名 「地下鉄東西線開業プレ企画」一番町ジャズ♪ナイト 2015 

参加者 どなたでも 延参加者 68 人 

開催日 全 2回  10 月 8 日（木）、10 月 29 日（木） 

協力者・ 

協力団体 

市民企画会議「地下鉄東西線開業プレ企画」企画員 

まちなか応援隊 

ねらい 地下鉄東西線が開業し、「青葉通一番町駅」が新設される。このような立地特性を生

かして、新たな人のつながりや「魅力あるまちづくり」「つながる人づくり」を応援

するために、市民企画員が本講座を企画運営する。 

講座の開催により、居住地域以外でも新たなつながりと交流が生まれるとともに、

様々な活動に主体的に関わるきっかけの場とすることを目的とする。 

概要・成果 
第 1回 10 月 8日（木）トークとＣＤコンサート 

第 2回 10 月 29 日（木）トークとジャズライブ 

当日の会場の雰囲気や盛り上がり方からも参加者は大いに楽しんでいた。参加状況を

見ると、仙台市内のみならず県内各地域から、また年代も様々な老若男女の参加があ

った。このことから市中心部であることによる集客力のほか、音楽をツールとした講

座は年代・性別を問わず望まれていることがうかがえた。通常のポスター・ちらしに

よる広報の他、ホームページやフェイスブックなどの媒体活用も集客力のアップにつ

ながったようである。講座当日の会場の設営にはまちなか応援隊の協力を仰ぎ、講座

は企画員が運営し、全体をとおして市民協働で企画・運営・実施することができた。 

 
〔平成 27 年度 (地区館)事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

親子で遊ぼう！パンダく

らぶで 

親子がゆったり向き合ったり、他の親子と触れ合

うことにより、不要な心配や不安から解放され、

育児を楽しむことが出来るよう子育て支援の一

助とした。人形劇鑑賞、読み聞かせ、紙芝居，親

子ヨガ。 

9 月 29 日 

10 月 27 日 

11 月 10 日 

12 月 15 日 

4  126 

いいなぁ！せんだい－こ

ども歳時記 

転入者が地域に親しむことや地域の文化の継承

を目的とした。郷土行事「盆踊り」や郷土食「は

らこめし作りなどの体験を通して、そこに込めら

れた知恵や願いを親子で学んだ。 

8 月 18 日 

10 月 10 日 
2  40 

ジュニアリーダーと遊ぼ

う 

ジュニアリーダーとの遊びを通して、学校の枠を

超えた幅広い年代と交流し、集団で楽しむきっか

けづくりとした。「仙台七夕まつり」「東二小夏祭

り」における JL と遊ぼうコーナーを担当。 

8 月 6、7、8、

22 日 
4  1,000 

青葉区中央市民センター 
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仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、リーダーとして

活動する児童と次期世話人を対象に学習の場を

提供した。子ども会活動や役割についての講話と

レクリエーション・ゲームの進め方。 

1 月 30 日 1  12 

●職場体験学習講座 
自分づくり教育の一環として職場体験を受け入

れた。講話、接遇、窓口体験、講座体験。 

5 月 19、20 日 

11 月 17～19

日 

2  6 

仙台まちなか散歩 

地元の歴史を再発見し継続的に発信、継承した。

自主グループ研修会・公開講座開催・ふれあい祭

りにて成果発表。 

4 月 15 日 

～3月 16 日 
14  141 

★外国人のための防災講

座「防災のことを、みんな

で話そう」 

外国籍の方とその家族・友人等を対象に、災害時

に適切な対応や必要な情報を入手する方法を学

んだ。防災 DVD の視聴。災害に関する難しい言葉

の学習・災害時の体験について。 

4 月 15 日 

10 月 14 日 
2  63 

★あおばカレッジ 

月に一度決まった曜日時間に集まり、様々な学び

を体験することにより、家庭や地域の中で生き生

きとした生活を送ることが出来るようになるた

めの運営委員自主企画、館外学習、講話、軽体操、

実技の実施。 

5 月 15 日 

～2月 19 日 
9  299 

まちなか元気いっぱいプ

ロジェクト 

地域団体や事業者とイベント事業を主催・共催す

ることで相互に交流を深め、地域の活性化に貢献

した。 

7 月 4日 

8 月 6～8日 

10 月 30 日 

11 月 28 日 

4  1,438 

第 12 回ふれあい祭「和気

藹々☆一番町」 

各種サークル・団体等の学習成果発表の場。展示

発表、ステージ発表、ダンスパーティ、出店コー

ナー。 

2 月 27、28 日 2  1,298 

★青中懇話会 
地域の諸団体や子育て支援機関との情報共有の

場を設け、連携体制を構築する機会とした。 

6 月 23 日 

9 月 3 日 

10 月 28 日 

3  35 

ボランティア養成・育成講

座―まちなか応援隊 

市民ボランティアとして受付要員からステージ

裏方スタッフまで、イベントを盛り上げる人材を

養成・育成するプログラムを実施した。 

5 月 16 日 

～3月 5日 
12  73 

ジュニアリーダー育成支

援 

ジュニアリーダーサークルが地域の子ども会活

動など様々なボランティア活動に取り組めるよ

う育成支援した。 

4 月 19 日 

～3月 20 日 
12  43 

市民企画会議 

「地下鉄東西線開業プレ

企画」 

地下鉄東西線開業に伴い、更なる地域活性化を目

指し、新たなコミュニティーを育み広げるための

講座を企画した。 

5 月 28 日 

6 月 24 日 

9 月 18 日 

11 月 6 日 

4  12 
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〔沿 革〕 
柏木市民センターは、昭和 61 年 7 月に旧仙台女子高等学校の校舎を改修し、中央公民館柏木分館と

して開館した。平成元年の政令指定都市移行とともに、「柏木公民館・市民センター」として独立、そ

して平成 2年には名称を「柏木市民センター」とした。その後、施設の老朽化のため平成 7年 4 月から

一時休館して改修工事を行い、平成 10 年 4 月にコミュニティ防災センターを併設した複合施設として

新たに開館した。施設の特徴としては、収納式のステージをもつ多目的ホール、会議室、和室等に加え、

広いロビーがあり、地域住民の学習・スポーツ・交流の場として活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 まざらいん柏木 

参加者 成人男女 延参加者 228 人 

開催日 

全８回 ①10 月 22 日(木)、10 月 29 日(木)、11 月 5 日(木)、11 月 12 日(木)、 

11 月 19 日(木)、11 月 26 日(木) 

    ②2 月 21 日(日)、2 月 28 日(日) 

協力者・ 

協力団体 
①日本認知症予防マージャン協会・国見地域包括支援センター 

②ＫＤＤＩ東北総支社 

ねらい 高齢社会を見据え、健康で元気に生活していくための知識の習得や生き甲斐づくりを

目的とし①脳トレと仲間づくりで認知症予防「柏木健康マージャン講座」②「シニア

のためのスマホ講座」の２つを企画。「健康マージャン講座」は、マージャンを認知

症予防のためのツールとして見直し、手や頭を使うことで「脳トレ」にするとともに、

卓を囲んでの「仲間づくり」や「生き甲斐づくり」の場とし、「スマホ講座」は高齢

者向けにスマートフォンの基本操作などをわかりやすく学ぶ機会を提供し活用する

ことにより、より良い生活の充実につなげることをめざす。 

概要・成果 ２つの企画は共に、高齢者のコミュニケーションの機会を増やし生活の幅を広げると

いう目的を果たせたと思われる。特に「健康マージャン講座」は、市民センターの講

座としては初めての開催であったが、当初 20 名の募集のところに 4 倍近い応募があ

り枠を拡大するほど好評を得た。「認知症予防」という目的を明確にしながら、講師

による初歩からのわかりやすいルール指導に、途中、包括支援センターの協力を得て

認知症予防の講話も交えて実施した。また、皆が楽しくゲームできるマナーの大切さ

も説明し、和気あいあいで全員が最後まで受講できた。講座終了後も、30 数名の有志

が「柏木健康マージャン同好会」を立ち上げ、月 2 回の定例会を自主活動として継続

しており、今後、市民センター事業への協力も期待できる人材育成にもつながった。 

 
〔平成 27 年度 (地区館)事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

きらきらしたい！ 

～人の健康は食物から作

られる～ 

家庭生活一般を範囲とするような内容に変更した。①

「くつろぎタイム」との同時開催で、「昔話」に関する

講座を開催。②食生活として「そば打ち体験」開催。

中高年に対する健康生活への提案とした。 

11 月 28 日 

1 月 15 日 
2  65 

柏木ワンダーランド 
小学生を対象とした学校では体験できない学習の機会

を提供。①仙台駄菓子のお話しと和菓子づくり②やぎ

から学ぶいのちの恵み③秋から冬の星のお話し 

7 月 24 日 

8 月 20 日 

1 月 19 日 
3  87 

柏木市民センター 
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インリーダー研修会 
子ども会活動に向けての学び 

児童（子ども会で行なえるプログラム作成）・世話人向

け（子ども会活動の意義と情報交換） 

1 月 30 日 1  77 

三条中学校連携講座 

ふれあいランチ 

主に地域の高齢者と中学生の交流を図るために三条中

学校を訪問し、授業を見学した後、生徒たちと一緒に

給食を食べた。会食の後は、給食センター栄養士から

給食事情についての講話があった。 

11 月 12 日 1  8 

●てらまちフェスタ 2015 

－あそびでつながるまち

づくりー 

秋休みの通町小を会場に、地域の団体と協力しイベン

トを開催。遊びをとおして子どもと大人がふれあえる

様々なコーナーを設けた。座禅体験、カプラ、割りば

し鉄砲、ディスコン、アロマ、おもちゃ病院、ごへい

もちなど 

10 月 14 日 1  380 

職場体験学習 
中学 2年生 2名が、4日間にわたり市民センターの業務

を体験。「柏木ワンダーランド」の講座補助。センター

だより印刷など 

8 月 18、19、20、

21 日 
1  8 

博学さんぽ 
地域の歴史に思いを馳せ、郷土意識の醸成を図るため

に仙台市保存樹木のある子平町千田邸を訪ね、当主か

ら由来や手入れ方法などについてお話しを伺った。 

5 月 14 日 1  17 

★柏梁学院 

健康食品や国際協力、防災、コンサートなど受講生の

関心の高いテーマでの講座を開催したほか柏梁学院歴

史探訪クラブ共催講座、２５周年記念植樹会、館外学

習を行なった。 

４月１５日 

～３月２日 
12  695 

くつろぎタイム 2015 

①仙台フィルバイオリストとピアニストによるクラシ

ックコンサートを夜間に開催 ②は子どもから高齢者

まで楽しめる絵本と遊びをテーマにした講座を開催。

読み聞かせやジャグリング、折り紙、クリスマスカー

ド作り。 

9 月 13 日 

１１月 28 日 
2  118 

ふしぎ！発掘！再現！ 

不思議な地形をジオラマ

にしよう 

複数年事業の 3 年目。26 年度までに製作した地形模型

等を活用し地域の特性や歴史を伝える手法を検討。常

設展示コーナーの開設、柏木ふれあいまつり等での展

示及び説明、まち歩き講座の実施などを行った。 

4 月 28 日 

～3月 3日 
13  103 

★●あなたの町の出前サ

ロン 

（八幡いきいきサロン向け出前講座）季節の折り紙、

さわやかストレッチ、遺産相続セミナー、楽しく歌い

ましょう、健康マージャン 

（通町復興住宅向け）通町ウェルカムサロン 

6 月 23 日 

7 月 3、29 日 

8 月 28 日 

10 月 20 日 

3 月 3日 

6  173 

★防災・減災を考える 

地域住民が集まる「柏木ふれあいまつり」の会場で東

日本大震災の被害状況やいざという時の備えについて

パネル展示を行ったほか、１００円ショップでそろう

防災用品の展示等を行った。 

10 月 4 日 1  50 

★第 12 回 柏木ふれあい

まつり 

市民センターの利用団体に活動の場を提供するととも

に、参加者と住民との交流・親睦を図った。舞台、作

品展示、出店、体験コーナーなど 

10 月 4 日 1  830 

柏木地域懇談会 
地域諸団体とそれぞれに活動を展開する中での課題な

どについての意見交換をし情報を共有した。 

6 月 10 日 

11 月 7 日 

2 月 25 日 

3  43 

地域元気クラブ 2015 

住民参画・問題解決型学習推進事業として「元気アッ

プ柏木実行委員会」が地域内で自主活動を展開。（八幡

ウォークラリー、てらまちフェスタ、四ツ谷用水探検

など） 

4 月 16 日 

～2月 18 日 
15  394 

こども読み聞かせボラン

ティア養成講座 

Ｈ２６年度からの継続事業。子ども参画として幅広い

活動ができるように支援。（学び編）発声法、本の選び

方、紙芝居の演じ方（実践編）児童クラブでお話し。

くつろぎタイムで発表。ひなまつり交流会 

6 月 27 日 

7 月 18、28 日 

11 月 28 日 

2 月 27 日 

5  20 

柏木サークル体験会 
柏木市民センターで活動しているサークルの体験会。

卓球、バウンドテニス、パドルテニス、音楽で健康に

など。入会者も増え活性化につながった 

5 月 8、16、21

日 

6 月 28 日 

4  63 

「へくり沢」 ウォーキン

グ 

ジオラマ講座では、今年度、地形模型等を活用して地

域の特性や歴史を伝える取組を行った。その一環とし

て、「へくり沢」を中心に柏木八幡地区のまち歩きを講

座受講者が案内する公募講座を実施。 

11 月 25 日 

12 月 5 日 
2  28 

市民企画会 

イベント等に対して積極的に参加しながら企画や運

営・支援ができる人材を募り、イベント開催等を通し

て地域活性化と世代間交流の向上に繋げた。 

イベント企画等についての学習会、市民センター講座

の企画検討会など 

5 月 8日 

～11 月 21 日 
5  37 



≪青葉区≫ 

- 63 - 

 
 

 
〔沿 革〕 

北山市民センターは、昭和 49 年 7 月に北山福祉会館として設置され（所管は仙台市社会福祉協議

会）、平成元年の政令指定都市移行に伴い「北山市民センター・公民館」となり、平成 2 年には「北

山市民センター」と名称を改めた。地域の生涯学習の拠点としての機能を果たしてきたが、施設の老

朽化に伴う改築後、平成 23 年 1 月に再開した。 

地域内には、青葉神社、大崎八幡神社、北山五山などの神社仏閣があり、歴史的・文化的資源や緑

に恵まれている。また、東北福祉大学や東北大学国際交流会館の立地により、若者や外国人の居住者

が多い。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名  ルンルン子育て講座 

参加者 未就学児親子 延参加者 297 人 

開催日 全 19 回  4 月 14 日 (火) ～ 3 月 8 日 (火) 

ねらい 少子化に伴い、子どもたちが近隣住民の中で同年代の友達を探すことがなかなかでき

ない状況にある。また、北山地区には公園が少ない上、市民センター改築の際に児童

館が無くなった為、地域に未就学児親子の集う場が少なくなっている。 

そこで、季節にちなんだ企画や気軽に参加できるサロンを通年開催して、近隣の親子

が市民センターを訪れるきっかけを作る。また、親子室・図書室の存在を知らせるこ

とで市民センターの利用、未就学児親子同士の交流を図り地域の子育てを支援する。 

概要・成果 未就学児親子が気軽に来館でき、季節にちなんだ内容で楽しめる「北山子育てサロン」

を毎月 2 回開催し、子ども同士が共に遊び、母親同士も育児の悩みなどを話し合える

場を提供した。また、昨年度に続き年 4 回講師を招く「ルンルン子育て講座」を企画

し、親子が共に学べる機会を提供した。通年の定期開催により子供達は同室で他の子

供と遊ぶことに慣れ、継続して参加した母親同士は顔馴染みとなり、より交流が図れ

るようになった。また、今年度も国際交流会館に住む外国人親子も参加して、日本人

親子と共に交流することが出来た。 

 
〔平成 27 年度 (地区館)事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

ジュニアリーダーと遊ぼ

う 

当館を拠点に活動しているジュニアリーダー「朝実巣（あ

みす）あかよばく」と小学生が、ゲームや遊びを通して、

年齢・学校の別なく交流を図ることにより、人との関わり

方や主体的な活動の仕方を学んだ。 

8 月 30 日 

10 月 18 日 
2  187 

通町小学校連携講座「わた

しのまちの歴史探検」  

通町小学校５年生（参加者５７人）の総合学習として、北

山ガイドボランティアを講師に北山地域の五寺を実際に歩

き、それぞれの寺院の歴史や特色を学んだ。また、小学生

とボランティアの異世代間交流を図った。 

6 月 2日 1  57 

北山納涼祭 

北山の寺町というイメージを利用した企画で、子ども達が

遊びながら普段は意識せずに暮らしている地元の地域性を

学ぶ機会を提供し、スタッフと小学生との異世代間交流が

図られた。 

8 月 30 日 1  495 

三条中学校「職場体験」 

三条中学校２学年の「職場体験学習」受け入れ依頼を受け

て、社会教育施設としての市民センターの役割を示し、実

際の業務を地域の中学生に体験させる事で、生徒達の社会

性や勤労意欲を育み職業観を広げた。 

8 月 19 日 1  4 

北山市民センター 
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インリーダー研修会 
近年縮小傾向にある子ども会活動の活性化と、活動内容の

充実化を目的に、児童と子ども会の世話人に対し学習機会

を提供するため、研修会を開催した。 

1 月 30 日 1  77 

三条中学校連携講座「ふれ

あいランチ」 

参加した地域住民と中学生が給食を共にしながら、家族以

外の大人と触れ合い会話しながら交流することで、地域に

目を向け関心を持つ機会となると共に、世代間交流を促し

た。 

11 月 12 日 1  15 

北山歴史講座 

１回目は、北山五山の流れから柏木に移った満勝寺につい

て、伊達家に関係した歴史等を学習し、２回目は新坂町周

辺で仙台藩に貢献した町人達の業績や歴史について学ん

だ。 

6 月 27 日 

11 月 21 日 
2  189 

女子力ＵＰ講座 2015―北

山レディースクラブ 

北山地域の女性に２年目は新たな分野の学習機会を設け、

受講生同士のコミュニケーションも図り、女性がいきいき

と活気を持って活動できるための身近な課題への気づきや

学習意欲へつなげた。 

9 月 12、19、26

日 

10 月 3 日 
4  46 

北山シルバースクール

2015 

高齢化が進む北山地域で、地域の高齢者が関心のある事柄

を意欲を持って自主的に学習できる場を提供し、社会情勢

にも目を向け心身ともに健康で生きがいを持って自主的な

活動ができるよう支援した。 

4 月 24 日 

～2月 27 日 
10  329 

北山 JOYFUL★ライブ 

あらゆる世代が北山市民センターに集い、楽しく参加・鑑

賞ができる様々なジャンルを企画し、地域に住む外国人も

共に参加した住民同士の交流や親睦が深められるような機

会を設けた。 

5 月 10 日 

～1月 24 日 
5  305 

★●北山地区合同防災訓

練 

策定された地域版避難所運営マニュアルに基づき、地域住

民・留学生・中学生・地域諸団体が、それぞれの役割を確

認する中で合同防災訓練を実施し、地域防災体制の構築や

災害対応力の強化を図った。 

10 月 31 日 1  564 

はじめての仙台暮らし留

学生応援講座 

来日間もない留学生達が、地震の多い仙台で安心して暮ら

せるように、防災講座を開催して支援した。また、北山地

域の住民と留学生が交流出来るよう、お国紹介で交流した。 

10 月 10 日 

2 月 16、27 日 
3  79 

北山ブックフェスティバ

ル 

当館の図書室は、近隣の住民の認知度がいまだ低く、利用

者も固定化傾向にある。そこで、図書室の周知及び新規利

用者数の増加を目指し、読書に関する講座を開催した。 

9 月 12 日 

11 月 28 日 
2  81 

市民企画                         

おばけやしきプロジェク

ト 

大学や地域のサークル等に協力を呼びかけ、おばけやしき

の企画・運営の体験を通し、異世代の人々と協働し、親睦

を図る場を提供した。また、近隣の子どもたちに向けたイ

ベントを実施し地域貢献を図った。 

8 月 1日 

～9月 9日 
10  103 

第 8 回 北山交流まつり 

地域諸団体や市民センター利用サークル等の活動成果発表

や、参加団体及び地域住民が更に地域に根差せる様に、協

賛団体や地域の学生ボランテイアと共に開催し、地域の「ま

つり」としてコミュニティの活性化に寄与した。 

10 月 18 日 1  800 

市民企画講座 

「北山寺子屋」 

様々なジャンルに優れた地域人材を活用した企画で、講師

となる人材の育成と、学び手となる住民を繋げ地域交流を

促した。各種講座の開催により地域活動に関わる住民が増

え、素地を養う底辺を広げることが出来た。 

5 月 16 日 

～3月 11 日 
9  194 

地域懇談会 

市民センター事業の理解促進および地域住民、利用団体、

地域諸団体等からの意見・要望の聴取や地域課題等を把

握・共有する場を設けることにより、センター事業の運営

に役立て、地域づくりの拠点としての機能発揮に生かした。 

6 月 18 日 

11 月 14 日 
2  36 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダー「朝実巣あかよばく」への要請の対応や

反省などの会議を行なう場を提供した。話し合いを続ける

中で、メンバー同士の親睦が深まった。また、ジュニアリ

ーダーとして、技術の研鑽を図った。 

4 月 5日 

～3月 19 日 
12  29 

市民企画会「長生き活き活

きまちづくり計画」 

26 年度の企画方向に沿って地域連携で「北山寺子屋」を開

催し、地域に必要とされる人材の養成や地域を担う人づく

りの促進に向けてのネットワークづくりを広げた。 

4 月 23 日 

2 月 16 日 
2  17 
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〔沿 革〕 
福沢市民センターは、昭和 59 年 6月 9日、コミュニティ防災センターを併設し、開館。平成 20 年 6

月より大規模改修工事を行い平成 21 年 1月 14 日に再開した。 

当市民センターの地域内は、東照宮の門前町として栄えた宮町を中心として歴史を感じる雰囲気を今

にとどめており、下町情緒に溢れている。反面、仙台市中心部からも近く、マンションも建ち並び新旧

住民が混在した地域でもあり、ここ数年地域の総人口は増加に転じている。また、地域内に復興公営住

宅が 2ヵ所建設され、地域コミュニティの形成がより重要となりつつある中で、地域の交流の場として

多くの人々に利用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 ★●◎わが町再発見“私の住む町 どんな町” 

参加者 地域の方 どなたでも 延参加者 159 人 

開催日 
全７回   9 月 12 日(土)、10 月 9 日(金)、10 月 24 日(土)、11 月 20 日(金)、 

12 月 11 日(金)、1 月 27 日（水）、2月 25 日（木） 

協力者・ 

協力団体 

梅田町内会・北六連合町内会・北六社会福祉協議会・仙台市社会福祉協議会青葉区事

務所・仙台市社会福祉協議会支えあいセンターあおば・青葉区まちづくり推進課・青

葉区中央市民センター・地域住民 

ねらい 
復興公営住宅の入居者に「私達の町」を知る機会を提供することで、見知らぬ土地で

暮らす不安を解消し、また入居者間および旧住民との交流を深めながら地域に愛着を

持ってもらえるよう支援し、その活動を通して地域全体の活性化へとつなげる。 

概要・成果 地域力創造支援事業の初年度として、まず新住民に市民センターの周知を図り、顔見

知りを増やしながら地域の歴史や文化に親しむことができるように、「地域交流コンサ

ート＆茶話会」「仙台張り子作り体験」「芋煮交流会」「地域散策会」「サークル体験会」

を町内会等の地域団体の協力を得ながら実施した。受講者は講座への参加を重ねなが

ら、顔を覚え言葉を交わし打ち解ける様子が見受けられ、町内会に加入するきっかけ

となった世帯もあった。また、講座の運営に積極的に関わる姿も見られた。今後も地

域住民が力を合わせて地域づくりに取り組み活性化につなげることができるよう支援

していく。 

 
〔平成 27 年度 (地区館)事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

にこにこ親子クラブ 

小松島児童館との連携事業として、未就学児親

子を対象に、１回目は「パパビクス＆ママカフ

ェ」、２回目は「出張！おもちゃ病院」、３回目

は「おはようシアターとあそぼう」を実施した。 

9 月 19 日 

12 月 4 日 

1 月 30 日 

3  122 

ジュニアリーダー「かめ

吉」と遊ぼう！ 

ジュニアリーダーの指導のもと、バルーンアー

トや手遊び・集団ゲーム・かるたを実施した。 
12 月 12、19 日 2  17 

中学生「職場体験学習」 

窓口業務・講座企画・図書整理・館内外の点検・

サークル体験等、来館者と交流しながら市民セ

ンター業務を体験した。 

5 月 18～20 日 

10 月 20～23 日 
2  4 

福沢市民センター 
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仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

児童向けに「レクリエーションゲームの進め

方」、世話人向けに「子ども会活動についての講

話と情報交換」を実施し、全体でレクリエーシ

ョンゲームを実践した。 

2 月 13 日 1  51 

福沢シニア大学 

地域の歴史や健康・歳時記・趣味に関する講話、

健康体操、仙台文学館への館外学習、また運営

委員会自主企画として、講話や新年会を実施し

た。 

4 月 16 日 

～2月 18 日 
10  545 

社会学級共催事業企画会

議 

北六番丁小・小松島小・東六番丁小の社会学級

と、連携事業開催に向けての企画会議、および

次年度に向けての反省会を実施した。 

6 月 19 日 

7 月 10 日 

8 月 28 日 

9 月 15 日 

10 月 23、28 日

12 月 8 日 

8  7 

★災害に備えよう 

6 月に北六小エリアの連合町内会主体の青葉区

総合防災訓練を実施。10 月に中江地区連合町内

会と連携して当館で防災及び避難小運営訓練を

実施した。後日、後日応急手当及び救急救命講

習会を実施し技術を学んだ。 

6 月 19 日 

10 月 10、22 日 

11 月 12 日 

4  150 

★北六番丁小学校連携事

業 

各学年毎に昔遊び・絵馬の講話と制作・地区探

検・地域交流イベント等で連携し事業を実施。

センターまつりでは学校の取組を発表した。 

7 月 8日 

9 月 1、2、4、

30 日 

10 月 6 日 

11 月 15 日 

1 月 28 日 

8  985 

ゴスペルを聴いて歌って

元気になろう！ジョン・ル

ーカスｉｎ Fukuzawa 

社会学級との共催事業としてゴスペルアーティ

ストのコンサートを開催した。全員が立ち上が

り体を動かしながら笑顔で歌う参加型のコンサ

ートとなった。 

10 月 29 日 1  180 

第 26 回福沢市民センター

まつり 

演技・展示・出店各部門で、センター利用サー

クルや地域住民、近隣の小中学校等が学習成果

を発表し交流した。 

11 月 15 日 1  1,232 

福沢懇談会 

地域住民・センター利用団体・近隣児童館と懇

談会を持ち、地域課題の共有やセンターへの意

見・要望等の収集、および情報交換を実施した。 

6 月 30 日 

12 月 17 日 
2  25 

ジュニアリーダー「かめ

吉」定例会 

月１回の定例会を開催し、要請についての連絡

確認やバルーン等の研修、広報誌づくりと発行

等を行った。 

4 月 12 日 

～3月 26 日 
13  66 

★●市民企画会議 

「私の住む町」 

梅田町内会や北六連合町内会・仙台市社会福祉

協議会などの諸団体と連携し、地域活性化を図

るための事業を企画する会議を実施した。 

6 月 3日 

～3月 25 日 
15  107 

福沢工房「つくる・つたえ

る昔遊び」 

お手玉やあやとり・割り箸鉄砲・ブンブン独楽

などの制作と実演、北六小での昔遊び体験を実

施した。終了後、新たに５名が講師を務めたサ

ークルに加入し活動を継続することとなった。 

9 月 3、10、18、

25 日 

10 月 6 日 

5  41 
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〔沿 革〕 
旭ケ丘市民センターは、地下鉄南北線建設事業の一環として昭和 60 年 6 月に開館した。地下鉄・バ

スの利便性が非常に良い立地にあり、また近隣は日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）、

スリーエム仙台市科学館、仙台文学館等の学術文化ゾーンとなっている。さらに西側には市民から親し

まれている台原森林公園が広がり自然環境にも恵まれている。当市民センターは、年間利用者が 10 万

人近いことから市内全域を視野に入れ、現代社会における課題を踏まえ、地域資源・人材を活用した事

業展開を推進し、多様なニーズに対応する生涯学習の場を提供するとともに、地域コミュニティの基盤

としての役割を担っている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 市民センターがやってくる！ 

参加者 主に地域住民 延参加者 113 人 

開催日 全 4回  7 月 24 日(金)、8 月 26 日（水）、12 月 10 日（木）、2月 19 日（金） 

協力者・ 

協力団体 
旭ケ丘町内会、瞑想ヶ丘町内会、旭ケ丘中央町内会、旭ケ丘四丁目町内会 

ねらい 高齢化率の高い旭ヶ丘地域で、市民センターへ足を運ぶことは難しいが市民センター講

座の受講を希望している高齢者のニーズに応えるため、地域の集会所などで市民センタ

ーの企画講座を実施し、参加する楽しさを知ってもらう。 

概要・成果 1 回目:温泉のチカラ、2回目：お薬あれこれ、3回目：童謡再発見、4回目：童謡再発見

第二弾を開催。各会場それぞれ町内会の担当者と打ち合わせを行い、地域課題やニーズ

を知ることが出来たとともに、様々な協力関係の構築を図ることにつながった。また、

住民同士で学びの大切さや楽しさを共有する機会となり、市民センター事業について理

解を深めてもらうことが出来た。 

 

〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

親子でエコ・リサイクル～

牛乳パックで和紙はがき

をつくろう！ 

家庭でのリサイクル意識を高め、身近なリサイクル実

践例を親子で学び、資源が再利用されるまでの過程を

知ることで、資源が正しく再生されるためにするべき

ことについて考えた。 

11 月 7 日 1 12 

あさひがおか子育て応援

隊 

子育て支援および市民センターの新規利用拡大を目

的として、子育てをしながら演奏活動を行っているサ

ークルによる演奏会を実施した。 

11 月 21 日 1 80 

台原中学校 PTA 共催講演

会 

「トレーナーという立場

で支えるスポーツ」 

台原中、台原中ＰＴＡ研修・交流委員会、三本松市民

センターとの事業企画会により企画された講座。全校

生徒がテーマを共有し、学び、気づき、考える機会と

するようスポーツトレーナーの仕事をテーマとする

講演会を実施した。 

11 月 10 日 1 550 

インリーダー研修会 
子ども会のリーダーとして活躍する児童及び世話人

を対象に、子ども会についての知識や行事プログラム

の作成、レクリエーションゲームの研修を実施した。 

2 月 6日 1 80 

旭ケ丘市民センター 
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職場体験受入事業 
学生・生徒が就業体験を通して社会や地域の現状を知

り、問題解決方法や業務の進め方を学び理解する機会

を提供した。 

10 月 16 日～18

日 

11 月 5 日～6日 

2 7 

元気な旭ヶ丘 KIDS 

小学生を対象とした地域特性や文化的活動を学ぶ体

験型学習を実施し、豊かな感性の育成を図った。地域

児童の活動拠点として市民センターを提案し、子ども

の成長を見守る多世代との交流のきっかけづくりを

行った。 

7 月 29 日 

8 月 2日 

10 月 31 日 

11 月 28 日 

4 71 

台原森林公園活用講座 

身近な地域資源である台原森林公園の植物から自然

の中で生活する仕組みやよりよい成長のために必要

なものを学び、自然を大切にする心を育て保全活動な

どへの関心を高めるきっかけづくりとした。 

5 月 27 日 

11 月 11 日 
2 30 

★旭ヶ丘老壮大学 
多様化している社会の変化に伴い、それに対応できる

ように様々な分野の学習の場を提供した。 

4 月 24 日 

～3月 4日 
11 1,072 

わかる！楽しい！英語落

語 

地域団体である旭丘小学校社会学級と共催で、英語の

楽しさを知ってもらうための英語落語講座を行った。

社会学級生の他、地域住民に幅広く広報し、市民セン

ター生涯学習事業に対する理解が深まった。 

12 月 16 日 1 28 

★音楽の力で元気になろ

う！旭ヶ丘みんなのコン

サート 

震災で被災した借り上げ住宅に住む方や、一人暮らし

の高齢者の方を主な対象に、明日を生きる勇気や震災

復興を進める活力につながるよう、なじみのある音楽

をとり入れたコンサートや茶話会を実施した。 

6 月 13 日 

12 月 19 日 
2 326 

★旭ヶ丘わんぱく森 2 が

っこ支援事業 

旭ヶ丘地域の小学生が学年の枠を超えて野外活動体

験や交流ができるよう多岐にわたり支援しており、今

年度は「森林太鼓の継承」について、市民センター主

導で行った。 

6 月 20 日 

7 月 4、18、25 日 
4 57 

★災害に強いまちづくり

会議 

完成した旭ヶ丘地域防災管理マニュアルに基づき、マ

ニュアルの見直しや確認すべきこと、地域での防災避

難訓練を行う核として、地域防災に関する話し合いを

行った。 

5 月 12、20 日 

6 月 5、12 日 

9 月 2日 

10 月 7 日 

2 月 19 日 

7 198 

旭丘小学校社会学級共催

事業企画会議 

地域にある学習団体と共催し、事業を企画運営し、地

域コミュニティの活性化に繋げた。 

6 月 10 日 

7 月 8日 

12 月 3、16 日 

4 18 

台原中学校 PTA 共催事業

企画会議 

将来を担っていく生徒のために、学校・PTA・旭ケ丘・

三本松市民センターの四者で青少年が健全に育つ環

境づくりに向けて、よりよい事業を実施するための会

議を開いた。 

6 月 3日 

7 月 1日 

9 月 8日 

11 月 10 日 

12 月 8 日 

5 87 

★旭ケ丘市民センターま

つり 

地域住民が自らの文化活動や学習成果を発表し、地域

交流と活性化が図られた。 
10 月 17、18 日 2 4,000 

旭ヶ丘地域懇話会 
地域課題やニーズ、地域資源、地域情報を懇話会の意

見交流を通して収集し、事業に反映することで地域活

性化を図った。 

5 月 28 日 

11 月 19 日 
2 29 

ジュニアリーダー育成支

援 

昨年度立ち上がったサークル活動を更に活性化させ、

ジュニアリーダーとしての自己研鑚を積むための定

例会を開催した。 

4 月 3日 

～3月 27 日 
13 74 

ホタルの里サポーター育

成講座 

旭ヶ丘地域の資源である「ホタルの里」の環境整備や

ホタルに関する自主運営活動を行い、地域活性化が図

られた。ボランティア呼びかけの為の講演会も開催し

た。 

4 月 11 日 

～3月 12 日 
12 172 

市民企画講座市民センタ

ーの講座を企画しよう 

地域住民が地域の問題点を検討し解決のための講座

を企画立案した。 

6 月 27 日 

9 月 3日 

10 月 2 日 

11 月 7 日 

4 16 
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〔沿 革〕 
三本松市民センターは、北仙台駅から近く、閑静な住宅街である堤町の中に位置し、西側には野鳥や

山野草に恵まれた三本松緑地公園が隣接している。堤町は、現在は窯の火は消えてしまったものの、古

くから「堤焼き」と「堤人形」の町として知られた歴史のある地域である。 

 当市民センターは、昭和 62 年 4月 1日、泉ヶ岳を眺望できる高台に建設された。駐車場(40 台)、舞

台付で約 50 畳の和室と広い体育館(バスケットボールコート 1面、バレーボールコート 2面、卓球台 10

台)があり、地域住民の生涯学習の場として広く利用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 堤町再発見 

参加者 成人 延参加者 26 人 

開催日 全 2回 4 月 26 日（日）、11 月 19 日（木） 

ねらい 堤町の地名の由来となった堤人形や、山野草や野鳥が生息する三本松緑地の魅力が地

域の人達にあまり知られていないため、平成 26 年度に作成したマップを活用して地

域の魅力を再発見・再確認し、地域への愛着や地域交流を深める。 

概要・成果 
平成 26 年度にマップを作成した受講生が講師となり、まち歩きをしながら地域を学

ぶ機会を提供し、参加者との交流を図った。また、堤人形の絵付けを地域にある神社

で開催し、地域と伝統工芸品の良さを学び、地域への愛着を深めた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

インリーダー研修会 

子ども会活動のリーダーとして活躍する児童及

び世話人を対象に子ども会についての知識やレ

クリエーションゲーム等を学ぶ機会を提供し、子

ども会活動の充実を図った。 

2 月 6日 1  83 

★三本松寺子屋 

市民センターから距離的に離れて立地する台原

小学校と共催で4学年3クラスに自然災害から身

を守る防災講座、台原児童館と共催で藍染体験講

座を開催し、市民センター利用の少ない児童の体

験の場を広げ、参加した児童の交流を図った。 

9 月 1日 

2 月 27 日 
2  114 

台原中学校 PTA 共催事業

「トレーナーという立場

で支えるスポーツ」 

台原中学校全校生徒と地域の方達が、スポーツト

レーナーの講演を通して職業観や生き方を学ん

だ。講演後、運動部員向けのストレッチ指導も実

施した。 

11 月 10 日 1  550 

三本松老壮大学 

高齢者の生きがいづくりと地域活性化のため、相

続税と贈与税について、歴史、文学、振り込め詐

欺、コンサート等の講座を開催し、受講生同士の

交流を図った。 

5 月 13 日 

～3月 2日 
6  270 

いつまでもいきいきと長

生きしよう！認知症予防

講座 

台原地域包括支援センターと共催で、認知症につ

いての基本的理解、ケアの立場からの認知症、介

護サービスや制度、家族の介護体験談と認知症の

人への接し方等を幅広く学び、認知症サポーター

を養成した。 

5 月 27 日 

6 月 3、17、24

日 

4  52 

三本松市民センター 
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三本松緑地の落ち葉堆肥

を作ろう！ 

三本松緑地の落ち葉処理の有効手段として、堆肥

づくりを学び、完成した堆肥を市民センターの畑

に使用し野菜作りを学んだ。堆肥は、あしぐろ保

育所の畑と三本松長寿会花壇でも使用し、残りは

地域住民に配布した。 

4 月 2日 

5 月 29 日 

6 月 25 日 

7 月 16 日 

4  44 

三本松緑地活性化講座 

三本松緑地公園で 1回目は野鳥観察会を実施し、

2回目は 3回連続の写真講座を開催し、三本松緑

地の魅力を発信した。 

4 月 19 日 

5 月 9、16、23

日 

4  43 

●三本松緑地活性化委員

会 

三本松緑地公園が地域住民に親しまれるための

企画をするために、今年度は研修会参加や「桂島

緑地未来プロジェクト」の方から他地域の活動を

学んだ。 

6 月 12 日 

～1月 28 日 
7  37 

台原中学校 PTA 共催事業

企画会議 

生徒が豊かな人間性や自己実現を目指すためス

ポーツトレーナーによる講演会を企画した。 

6 月 3日 

～12 月 8日 5  87 

三本松市民センターがや

って来る！ 

三本松市民センターの周知と市民センターに足

を運べない人達のためにパークタワー台原マン

ションパーティールームで折り紙講座を開催し

た。 

10 月 22、29 日 

11 月 5 日 
3  24 

★地域懇話会 

1回目は台原児童館と荒巻マイスクール児童館館

長と、2回目は町内会長と地域団体代表と地域課

題や市民センター事業について情報共有と意見

交換を行った。 

6 月 24 日 

7 月 22 日 
2  8 
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〔沿 革〕 
片平市民センターは平成元年、児童館とコミュニティ防災センターを併設して、東北大学農学研究所

跡地に開館した。市内中心部に位置し、交通が便利なことから町内会など地域の団体ばかりでなく、全

市的な市民活動の場として盛んに利用されている。 

 また市民センターが立地する地区は、市街地にありながら広瀬川がつくりだす独特な地形と、仙台城

や経ヶ峯の豊かな自然に囲まれたところである。さらには歴史的な資源に恵まれ、大学の研究機関など

が隣接する。 

 こうした地域の資源を活かした生涯学習プログラムの提供や、市民の自主的な活動の支援、併設する

児童館との共催事業の提供を通して、地域に貢献している。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 今に伝わる伊達文化 

参加者 成人 延参加者 127 人 

開催日 
全 5回  10 月 23 日（金）、11 月 13 日（金）、12 月 2 日（水）、1月 13 日（水）、 

1 月 27 日（水） 

協力者・ 

協力団体 
（公財）瑞鳳殿 

ねらい 仙台藩政時代より伝わる文化を体験することでその魅力を再認識し、得た情報をまと

めて発信することにより、広く市民に片平地区に受け継がれる伊達文化を広報すると

ともに、郷土愛を育む。 

概要・成果 伊達家第 18 代当主直々の講話、瑞鳳殿での解説は子孫の立場としての話や普段では

聞くことのできない内容であり、参加者を大いに喜ばせた。また体験型の学習や、ま

とめのパネル作成など講座の組み立てに工夫をしたことにより変化に富んだ内容と

なり、参加者同士の交流にもつながった。 

パネルは国際センター駅舎 2 階にも展示し、広く市民に広報することができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

パパとママの子育てサロ

ン 

1 回目は「にこちゃんまつり」で 9つの遊びのブ

ース、絵本の読み聞かせを開催。２回目はパパ達

が、手軽な材料でクリスマスケーキ作りに挑戦。 

6 月 16 日 

12 月 5 日 
2  147 

中学生「職場体験学習」 

市民センターの概略と役割の説明,受付、窓口業

務や施設管理業務の体験学習,生涯学習事業を理

解するための講座企画の立案 

11 月 17 日 

～11 月 19 日 
1  2 

かたひらキッズクラブ 

小学生向けに学校では体験できないプログラム

を提供。みそ作り、キンボール体験、盆踊り練習、

ものづくりなど 

5 月 30 日 

7 月 4 日 

8 月 21、22 日 

2 月 6、13 日 

6  261 

インリーダー研修会 

子ども会の４～５年生と世話人を対象に子ども

会についての知識やレクリエーション・ゲームを

学習。 

1 月 30 日 1  23 

広瀬川沿いを歩こう！～

ボランティアガイドと歩

く広瀬川～ 

４月～１１月にかけて広瀬川沿いをボランティ

アガイドの案内で散策。その後新コースの開発と

勉強会。 

10 月 23 日 

～1月 27 日 
6  151 

片平市民センター 
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市民企画講座オールディ

ズ・蘇る青春の日々あなた

の時代を語りませんか？ 

音楽、映画、ファッション、歌を切り口に定年後

の世代が語り合い最後に青春時代を振り返り文

章にまとめ冊子作り。 

10 月 22 日 

～1月 7日 
6  94 

★片平シニア麟経大学 

歴史や医療、健康に関する話、脳トレーニングな

どの講話、転倒予防や肩こり・腰痛のストレッチ

などの実技体験、博物館観覧、受講生企画など 

5 月 14 日 

～3月 3日 
12  528 

片平七夕リレーウィーク 

ベガ号（移動天文車）で夏の空の天体観測。和紙

を使ってミニ七夕作り、センターの竹で工作。七

夕前夜祭の花火鑑賞とギターコンサートを開催。 

7 月 17、24、

31 日 

8 月 5 日 

4  150 

★隣（りん）・輪（りん）

で臨む地域減災 

地域の町内会やまちづくり会との合同防災訓練、

防災・減災カードゲーム体験、防災シンポジウム 

7 月 11 日 

～3月 6日 
5  364 

かたひら waiwai 広場の歩

み 

地域の方やまつりの実行委員に協力してもらい、

過去のまつりの資料や写真を収集して記録にま

とめ、まつりで発表した。 

4 月 24 日 

～11 月 17 日 
9  29 

★●かたひらにようこそ 

出前のサロン形式で市民センターの利用案内を

するとともにビデオ鑑賞とお茶飲み会により地

域住民との交流を図った。 

2 月 27 日 1  2 

★片平新春コンサート２

０１６ 

震災を受け「地域に元気を届けるコンサート」と

して５年目を迎え、平成 27 年度は合唱６団体、

器楽３団体の参加で開催。 

1 月 16 日 1  210 

かたひら waiwai 広場 

小・中・高校と地域の学生がフル参加して日頃の

練習の成果を発表。地域で活動している団体が連

携して交流や親睦を深めた。 

10 月 10 日 1  933 

★片平市民センター懇話

会 

市民センター並びに児童館の平成 27 年度事業概

要についての説明と事業に関わる質問と回答。地

域課題についての懇談。 

5 月 27 日 

2 月 24 日 
2  28 

★片平地区紹介ＤＶＤ制

作プロジェクト 

各町内会や地域の行事、名所などの映像と地域住

民の出演による片平地区を紹介するＤＶＤを制

作した。完成後は転入者や地域住民に地域を紹介

するツールとする。 

4 月 16 日 

～2月 10 日 
10  56 

広瀬川ボランティアガイ

ド養成講座 

広瀬川を案内するボランティアの増員を図るた

め、ボランティアの基本知識の座学と実地案内を

体験。 

9 月 4日 

～12 月 19 日 
6  35 

市民企画会議「メンズセカ

ンドライフ応援男」 

定年世代が充実した第 2 の人生を送るためにい

きがい、仲間作りとなるような講座を企画運営す

る会議を開催。 

6 月 25 日 

～2月 18 日 
13  51 
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〔沿 革〕 
水の森市民センターは、広く市民の憩いの場として親しまれている自然豊かな水の森公園の水の森入

口に立地している。管内は昭和 30 年代半ばから宅地開発が進んだ水の森、東勝山、桜ケ丘、川平等の

閑静な住宅地を擁する地域である。 

当市民センターは、児童館・温水プール・コミュニティ防災センターを併設する複合施設として平成

2 年 9 月にオープンした。斬新な外観の施設は地域のランドマークとして親しまれ、一年を通して多く

の利用者が訪れる。2階の広いメインホールは、地域住民の情報交換や憩いの場として高齢者から幼児

まで常に賑わいをみせている。 
 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 ★水の森防災学校 

参加者 北仙台地区及び一般募集参加者 延参加者 172 人 

開催日 全 3回 6 月 20 日（土）、9 月 5 日（土）、12 月 5日（土） 

協力者・ 

協力団体 
北仙台地域防災ネットワーク会議、北仙台地区連合町内会 

ねらい 東日本大震災の経験を踏まえ、北仙台地域町内会および各団体、地域住民を対象とし

て、『自分達の地域は自分達で守ろう』をスローガンに、防災や減災に関連した研修

会、意見・情報交換を積極的に実施し、安全・安心な地域づくりを目指すと共に、住

民相互の共助に対する取り組みを推進する。 

概要・成果 
北仙台地域防災ネットワーク会議と連携して、① 基調講話『地域の防災力を高めよ

う』とグループワーク ② 防災マニュアル（避難所開設運営マニュアル）の机上で

の演習と情報交換 ③ 総合防災訓練の報告と振り返り、講話「水害・土砂災害への

備え」、情報交換の全 3 回の講座を開催した。町内会役員、防災担当者を中心に延べ

172 人の参加を得た。特に机上での演習やカードゲーム等で防災への気づきやイメー

ジを参加者全体で共有することができた。平成 17 年度から開催している講座である

が、今年度は町内会の防災担当者や地域住民等を中心に、情報交換をするよい機会と

なり、各単位町内会への防災意識の啓発へと期待が持てる内容であった。そして地域

住民の共助意識が高まり、地域における防災・減災の活動への支援が図られた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

十人十色子育てはマニュ

アルどおりでなくていい

Ⅱ 

子育て中の方が自分自身や子育てについて振り

返った。①お話とワ－ク「みんなちがっていいん

だよ」②お話と交流タイム「話してみよう、うち

のこと」③お話とワーク「ママのリラックスタイ

ム」 

6 月 12、19、

26 日 
3  24 

水の森キッズクラブ 

小学生の様々な体験学習の場を提供。①オリジナ

ルマイバッグを作ろう②植木鉢に描いてみよう

③作って遊ぼう、キラキラ万華鏡④ぐにゃぐにゃ

たこを作ろう⑤水と森と夢コンサート 

6 月 13 日 

7 月 18 日 

10 月 17 日 

11 月 28 日 

12 月 26 日 

5  138 

インリーダー研修会 

児童向け：講話「インリーダーとは」実技「子ど

も会活動を企画しよう」「レクリエーションゲー

ム」世話人向け：講話「子ども会における世話人

の役割と情報交換」 

1 月 23 日 1  56 

水の森市民センター 
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中学生職場体験学習受入 

北仙台中学校 2年生 3名、南光台中学校 2年生 3

名を受け入れた。窓口業務、事業企画・プレゼン、

市民センターまつり準備等を体験。 

11月9日～13

日 
2  6 

★水の森自然塾 

水の森公園の豊かな自然に触れた。①水の森公園

ガイドウォーク初夏編②水の森公園ガイドウォ

ーク秋編 

5 月 23 日 

10 月 24 日 
2  21 

●楽しく簡単！「食」のア

ラカルト～食から始める

健康生活～ 

高齢者の食をテーマに健康を考える機会を提供。

①高齢者の食事を見直す②気軽に取り入れる薬

用植物③薬膳料理で冬を乗り切る。 

10 月 30 日 

11 月 27 日 

12 月 11 日 

3  36 

水の森老壮学園 

高齢者の様々な学習の場の提供と交流。①井上ひ

さしの生涯と作品②脳トレ③口腔ケア④ボッチ

ャゲーム大会⑤歩き方と靴の選び方⑥健康体操

⑦センターまつり演芸発表⑧映画鑑賞⑨コンサ

ート⑩お笑い演芸 

4 月 16 日 

～2月 18 日 
10  419 

市民企画講座「まちを歩

く」 

水の森周辺地域の自然、歴史、文化等の魅力を改

めて見直す機会を設け、広く市民に伝え、郷土へ

の愛着を醸成する。桜めぐり、秀衡街道、公園内

の氷室跡、仙台川を訪ねる等のまち歩き。 

4 月 22 日 

5 月 20 日 

6 月 14 日 

7 月 15 日 

4  58 

記録に残そう地域の記憶 

昭和 30 年代以降に開発された地域の当時の宅地

造成や暮らしの変遷等を記録に残す取り組み。編

集内容の検討、町内会への取材、資料収集、市民

センターまつりで活動報告の展示等。 

4 月 18 日 

～3月 8日 
10  109 

社会学級連携事業企画会 
社会学級との連携事業の企画会。コンサートに向

けた企画、準備、運営を行った。 

6 月 17 日 

7 月 7 日 

9 月 16 日 

3  12 

ほっとタイムコンサート

～フォルクローレに癒さ

れて～ 

地域の方が気軽に楽しめるコンサートの開催。中

南米音楽に親しんだ。 
10 月 21 日 1  92 

★水の森防災学校企画会

議 

水の森防災学校全 3回の企画、運営。次年度事業

についての企画。 

4 月 18 日 

～1月 16 日 
10  132 

水の森市民センター地域

まつり 

地域住民の企画・運営で、地域のコミュニティを

多方面から推進した。地域で活動するサークル等

の学習成果発表や作品展示・舞台発表・児童作品

展・出店・主催講座紹介等。 

11 月 14、15

日 
2  3,100 

水の森懇話会 

地域住民や市民センター利用者と懇話会を開催

し市民センターの事業運営や施設利用に関して

意見交換をした。「館長と語ろう！」と市民セン

ターの実施事業について。 

9 月 30 日 

1 月 26 日 
2  15 

ジュニアリーダー定例会 

市民センターを活動拠点とするジュニアリーダ

ーの活動支援。各種情報提供・活動に関する助

言・指導。ジュニアリーダー企画による研修会。 

4 月 19 日 

～3月 19 日 
13  119 

ジュニアリーダーと遊ぼ

う！ 

市民センターまつりと同時開催の児童館まつり

でモグラたたきゲームを開催。冬休みにジュニア

リーダーとゲームで遊ぼうを開催。 

11 月 14 日 

12 月 26 日 
2  244 

水の森まちの語り部養成

講座 

地域の自然、歴史、文化等の魅力を探し、後世に

語り継ぐボランティアを養成。案内する場所とコ

ースの選定、現場の検証を行った。 

11 月 25 日 

～3月 9日 
5  44 

市民企画会「まちを歩

く」 

地域のニーズに応じた講座を開催するために、市

民による企画会を行った。地域の自然、歴史、文

化等地域の魅力を広く発信するというテーマで

話し合い講座を企画運営した。 

4 月 8日 

～7月 15 日 
6  34 
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〔沿 革〕 
“貝”をモチーフにしたデザインが館内随所に配された貝ヶ森市民センターは、貝ヶ森地区に平成 5

年 4月、児童館を併設して開館した。閑静な住宅街の中にあって、その瀟洒な建物は、隣接する貝ヶ森

中央公園とともに地域のシンボルとして親しまれている。 

風光明媚な貝ヶ森地区は自然の風物に富み、さらに高等教育機関や文化施設などに恵まれており、国

際交流の盛んな場所でもある。 

当市民センターは、可動式の舞台を持つ多目的ホール、会議室、調理台付き小会議室、水屋付き和室

等があり、地域住民の学習・スポーツの場として、また、憩いの場として活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業）  

〔特色ある事業〕 

事業名 貝ヶ森ウィーク 

参加者 地域の方どなたでも 延参加者 112 人 

開催日 6 月 21 日（日）～6月 27 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
貝ヶ森地区社会福祉協議会、貝ケ森児童館、子育て支援クラブ「花時計」 

ねらい 市民センターでの事業や活動を凝縮したような一週間を設けることで、特に年配の
方々が継続して地域や市民センターに足を向けたくなる学習や交流を促すことを目
的とする。 

概要・成果 貝ヶ森ウィークの期間に、父の日のコンサートやサークル体験会、下記のように幅広
い内容の講座を実施した。市民センターに足を運んでみようというきっかけとなり、
市民センターの講座に初めて参加したという声も聞かれた。また、各講座とも参加者
同士で交流している様子が見られ、普段は交流できない世代と話すことができてよか
ったとの感想も寄せられた。 

21 日（日）四季の杜サロンコンサート「父の日のコンサート」 
23 日（火）仙台文学館特別展の講話、アロマスプレー作り 
23 日（火）～27 日（土）サークル体験会 
24 日（水）伊達家の家紋の講話と紋切り遊び 
25 日（木）貝ケ森交流サロン「茶房かいがもり」（日本茶の話とがんづき作り） 
26 日（金）カラオケ KAIMORI 倶楽部（声を出すことの効用とカラオケでの歌い方）
27 日（土）ペタンク三世代交流大会 

 

〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

おやこでつくろう！ 
物づくりを通して親子の時間を楽しみながら絆を育んだ。

また、作品を地域の文化祭に出品することで地域を知るき

っかけとなった。 

7 月 25 日 

8 月 22 日 

2 月 13 日 

3  48 

和食っていいなあ！

～食育講座～ 

だしの取り方、乾物を使った料理を作って、和食のおいし

さを再確認した。また、家庭で作る基礎技術を学んだ。 

9 月 26 日 

11 月 28 日 
2  23 

ちびっこまつり 

親子が楽しく遊べる機会をつくることで、親子同士の交流

と仲間づくりを支援した。また、地域の子育て支援団体が

共同でひとつの事業を実施することで、団体の連携をより

強くした。 

10 月 9 日 1  189 

インリーダー研修会 
国見小学校子ども会の次年度世話人とリーダーを対象に実

施し、講話や実技を通して子ども会の活性化を支援した。 
2 月 20 日 1  27 

貝ケ森市民センター 
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職場体験学習 

中学 2 年生の参加者に対し、市民センターでの日常業務を

体験又は事業に参加させることで、地域活動の推進と振興

に直接市民センターが関わっている実態を体験させること

が出来た。 

10 月 10～13 日 1  2 

中学生のハローワー

ク 

中学 2 年の全生徒が、様々な社会人による職業紹介に直接

接することで、適切な職業観と、自分の将来を考える一助

となる機会を提供することが出来た。 

9 月 30 日 1  217 

貝ヶ森ソーラン隊養

成講座 

貝森小ソーランの経験がある小中学生を中心にソーラン隊

を結成し、地区文化祭のオープニングで発表した。 

9 月 13 日 

～11 月 15 日 
7  90 

デジカメ講座～スキ

ルアップ編～ 

平成 26 年度のデジカメ講座を受けて、撮影技術を基礎から

学んだ上で、地域をテーマに撮影した。その作品を貝ヶ森

地区文化祭で展示発表した。 

10 月 8 日 

～11 月 1日 
6  31 

いっしょにすっぺ

し！じぶん磨き 

貝ヶ森・国見講座企画会で開催した講座。コミュニケーシ

ョン力アップの講座や姿勢を保つためのストレッチ体操を

行い、30 代から 70 代までの幅広い層が参加して活発な交

流が生まれた。 

10 月 6、16 日

11 月 5日 
3  71 

ママたちの初めてヨ

ガ 

市民企画会議「ママの企画会」でのアイディアをもとに、

初心者にもできるような簡単なヨガを行い、心と体をほぐ

した。その後、交流する時間を設けて、継続的にかかわる

きっかけづくりとした。 

3 月 9日 1  14 

貝ヶ森シニア学園 

シニア世代の方が毎日をいきいきと健康的に過ごせるよ

う、体と心の健康づくりや意欲の向上、生きがいづくりに

つながるように、10 回にわたり、様々な学習や交流する機

会を提供した。 

5 月 27 日 

～3月 9日 
10  298 

豆まき会 
幅広い年齢層の地域住民が参加しやすい伝統行事を開催し

た。高齢者が、得意な分野を活かしてボランティアで参加

することにより、世代間交流と地域活性化を図った。 

1 月 30 日 1  157 

四季の杜サロンコン

サート 

地域の方に気軽にセンターを訪れてもらうとともにセンタ

ー利用サークルに活動の場を提供することを目的に、ジャ

ンルや対象を変えて、コンサートを 4回開催した。 

6 月 21 日 

～2月 14 日 
4  218 

65 歳からのハローラ

イフ 

地域で仕事を辞めた後、趣味に、第二の仕事にと、活き活

きと人生を送っている方々の経験を聞き、参加者も交えて

悩みや体験を話し合った。 

12 月 5 日 1  6 

国見出前講座 

国見地区は、貝ケ森市民センター管内で人口が多い地域で

ありながら、講座への参加が少ない。坂を上ってセンター

を利用するのも大変だという地理的な問題もあることか

ら、国見コミュニティセンターを会場に講座を開催し、セ

ンター事業の周知を図った。 

12 月 19 日 1  31 

★防災情報発信講座 
講座会場を三ケ所に分散させることで、それぞれの地区で

必要とする防災情報を、地域住民に直接提供することが出

来た。 

8 月 29 日 

10 月 3 日 

11 月 21 日 

3  509 

貝ヶ森交流サロン 

高齢化が進んでいる貝ヶ森地域の方を対象に、簡単なおや

つづくりや軽運動、コンサート、地域散策、小正月行事な

どを開催し、地域の方が気軽に楽しく参加できる集いの場

を提供した。 

6 月 24 日 

～1月 14 日 
9  170 

貝ヶ森地区文化祭 

貝ヶ森地区住民や当市民センター利用者の活動や学習成果

の発表の場として 2 日間にわたり開催した。また参加団体

も実行委員に加わり、企画、運営、実施の作業を通してよ

りいっそう地域の交流と絆を深めた。 

10 月 31 日 

11 月 1 日 
2  1,825 

★地域懇話会 
地域住民が、市民センター業務に対する理解を深め、参加

した関係機関同士の情報交換に役に立った。 

10 月 21 日 

2 月 17 日 
2  27 

貝ヶ森・国見講座企画

会 

国見・八幡社会学級と連携し、地域の課題を検証し、地域

住民同士が交流しながら地域で活動するきっかけを提供し

たいと、幅広い年代の参加を見込んだ「いっしょにすっぺ

し！じぶん磨き」講座を企画した。 

6 月 9日 

～11 月 5日 
7  44 

市民企画会議ママの

企画会 

地域の母親たちのコミュニティがより豊かなものとなるよ

うに、同じ立場の母親達が講座を企画する話し合いをもっ

た。その後、講座実施後にふり返りを行った。 

2 月 3、24 日 

3 月 9日 
3  9 

サークル体験 

ヨガや３B 体操、合唱、ボランティアなど、市民センター

で活動しているサークルの活動を気軽に見学・体験できる

機会を設け、生涯学習への関心を高めると同時に、参加者

が地域で活動していくきっかけづくりとした。 

6 月 23～27 日 5  20 
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〔沿 革〕 
中山市民センターは、旧中山コミュニティセンターを増改築し、平成 7年 4月に児童館を併設して開

館した。近隣には月急山公園、うどう沼公園があり、街路のケヤキや桜並木に囲まれ緑いっぱいの豊か

な自然がある。地域では、街道市や七夕祭り、スノーマン祭り、とびの子祭り、学区民運動会、老人ク

ラブ演芸大会、町内会夏祭り等地域団体が主催する行事が活発である。 

当市民センターが受け持つ中山・川平地区は、戸建て・集合住宅のほか、近年は大型マンションが増

え、新しい町並みを形成している。また、近くに「せんだんの杜」、「せんだんの里」等の介護や福祉関

係の施設があり、福祉に関する住民意識と学習意欲の高い地域である。 

 
 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 
 

〔特色ある事業〕 

事業名 ●◎花と緑のエコタウンづくり事業 

参加者 地域住民 延参加者 465 人 

開催日 全 27 回  4 月 25 日（土）～3月 26 日（土） 

協力者・ 

協力団体 

青葉区まちづくり推進課、青葉区中央市民センター、中山中学校、西勝山町内会、中

山西二町内会、中山西寿会、中山児童館、仙台生ごみリサイクルネットワーク 

ねらい 中山・川平地域の公園、街路等公共の場所には花や緑が豊富にあるが、初冬には大量

の落葉や雑草の処理が地域の課題となっている。町内会、老人クラブ、小中学校等地

域をあげて清掃活動を行い、雑草、落葉の有効な活用を図るため、リサイクルして堆

肥をつくり、地域の花壇や畑に活用することで、花と緑に満ちた循環型のまちづくり

を推進する。 

概要・成果 ハーブやバラを用いた花壇や、緑のカーテン作り、畑で野菜づくりを行った。西勝山

町内会でも堆肥づくりと、堆肥を活用した花壇づくりを実施した。活動を通して参加

者に地域貢献、環境貢献の意識が生まれ、高齢者や幼児親子、児童との交流、心身の

健康づくり等多様な効果が生まれ、地域コミュニティの活性化に貢献できた。また参

加者の中からボランティアグループが結成され、「バラ愛好会」の名称で活動が始ま

り、市民センターの花壇づくりの輪が広がった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

かわだいらお楽しみ劇場 

川平地区の未就園児親子のために出前講座を開

催し、市民センターを身近に感じてもらった。

地域の要望に応え児童館単独では難しい演奏会

を開き、幼児向けの演奏を聞き参加者同士の交

流を図った。 

6 月 19 日 1  36 

小正月を祝おう 

地域の老人クラブのお年寄りから小正月につい

て教わった。餅つきおよび団子さし（餅花作り

とミズキへの飾り付け）を体験した。 

1 月 9日 1  31 

インリーダー研修会 

中山・川平・国見小学区の 4～5年生児童と世話

人を対象に、子ども会の充実化を図るための研

修。望ましい子ども会のあり方、子どもが主体

の会の運営の仕方を実践的に学んだ。 

2 月 20 日 1  76 

中山市民センター 
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みんな集まれわんぱく広

場 

小学生とその保護者が気軽に参加できる体験型

の講座をとして「わくわくキャンプ」「動物ふれ

あい教室」「川小フェスタ」の計 3回実施し、親

子・異世代間の交流を図った。 

7 月 18 日 

10 月 14、17 日 
3  447 

昔あそびを楽しもう 

中山市民センターを会場に、地域のボランティ

アが中山小学校 1 年生に、けん玉やお手玉、紙

てっぽうなど昔あそびを指導した。 

12 月 4 日 1  86 

中学生職場体験 
市民センター概要説明、サークルの見学、講座

の準備運営、将来に向けた話合い 

10 月 20 日 

～10 月 23 日 
1  4 

●ジュニアリーダーと遊

ぼう 

「市民センター・児童館まつり」や、「わいわい

すくすくまめっこフェスタ」で、ジュニアリー

ダーが地域の子ども達に工作遊びを教えた。 

9 月 12 日 

10 月 24 日 
2  1,600 

中山健康アラカルト 

①認知症についての紙芝居の上演と講話（公開

講座）②沖縄創作舞踊③歌④朗読⑤ニュースポ

ーツによる健康づくり 

8 月 28 日 

～12 月 16 日 
5  88 

エコライフにチャレンジ

～ここから始まる私のエ

コ 

仙台市のゴミの現状と分別の仕方を学び、自分

ができることを考える機会を提供した。さらに

家にある古着を活用しマットや小物を作り、作

品をセンターまつりで展示し、見学者にも自分

ができることを考えるきっかけづくりとした。 

7 月 8、15、29

日 

8 月 12、26 日 

9 月 9、12 日 

7  35 

市民企画会議 秋をもと

めて中山ウォッチング 

宅地開発から半世紀が過ぎ、景観も様変わりす

る地域の自然や歴史などの地域資源を探り、地

域に一層愛着をもってもらうための講座を開催

するための会議を開催した。 

4 月 23 日 

5 月 14 日 

9 月 12、17 日

11 月 12、20 日

3 月 10 日 

7  35 

中山銀鈴倶楽部 

消費生活に関する講話、歴史、天文、健康、落

語観賞など様々なテーマで全 9 回実施し、地域

の高齢者の居場所づくり、生きがいづくりの充

実を図った。 

5 月 18 日 

～2月 5日 
9  372 

★防災講座 

防災カードゲーム「ＢＯＴＡ」を地域の総合防

災訓練で実践した。ＡＥＤの取扱いを含む救命

講習を実施した。当館で考案したバケツリレー

ゲームを小学生対象に実施した。 

9 月 13 日 

10 月 21 日 

12 月 22 日 

3  74 

★中山市民センター児童

館まつり 

市民センター利用団体・地域住民・地域諸団体

の活動報告や日頃の学習成果などの発表、およ

び授産施設等の製品販売など。 

9 月 12 日 1  1,450 

★おかのまちふれあいコ

ンサート 

音楽に触れる機会を望む地域の声に応え、地元

の音楽愛好サークルとゲストにヴァイオリニス

トとピアニストを迎え幅広いジャンルの音楽を

提供した。 

11 月 14 日 1  100 

懇話会 

子育て支援機関団体との情報交換と合同事業の

企画をした。町内会長、民生委員、老人クラブ、

子ども会代表と市民センター利用について協議

した。 

5 月 23 日 

12 月 5 日 
2  15 

ＳＫＹ定例会 

要請確認（①～⑪）報告会（④～⑨）心得確認

（①④）ゲーム研修（①④⑧）バルーン研修（②

⑩）ダンス研修（③）打合せ（③⑥⑧）写真撮

影（③）工作・調理（⑩）ハロウィン（⑦）ク

リスマス（⑨）三送会（⑫）同準備（⑪） 

4 月 12 日 

～3月 27 日 
12  140 

市民企画講座「中山ウォッ

チング」を企画しよう 

市民センターを参加したことのない人が参加し

やすい講座として「身近な自然」をテーマに取

り上げ、中山にある「うどう沼」の散策と自然

観察会を開催し、地域の魅力を発見してもらい

記録してもらった。 

9 月 17 日 

11 月 12 日 
2  20 
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〔沿 革〕 
折立市民センターは、平成 7 年 5月 30 日に市内 50 番目の市民センターとして、折立児童館・コミュ

ニティ防災センターを併設して開館した。 

当市民センターは仙台市中心部から西方約 5㎞の地点に位置している。東側には青葉山丘陵、南側に

は里山蕃山があり、北側には広瀬川が流れ、西側にはその広瀬川によって形成された河岸段丘が開けて

おり、遠くには奥羽山系を眺望できるという自然環境に恵まれた場所に立地している。 

 施設には可動式のステージが備わった多目的ホール、照明付の舞台を備えた 49 畳の和室、調理用機

器を完備した会議室兼調理実習室等があり、地域住民の生涯学習・スポーツ・コミュニティづくりの場

として、広く利用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 昔遊び伝承事業 

参加者 昔遊びボランティア活動者 延参加者 143 人 

開催日 

全 17 回  5 月 20 日（水）、6月 4日（木）、6月 17 日（水）、7月 2 日（木）、 

7 月 18 日（土）、9 月 3日（木）、9月 16 日（水）、11 月 5 日（木）、 

11 月 18 日（水）、12 月 3日（木）、1月 7 日（木）、1 月 8 日（金）、 

1 月 20 日（水）、1 月 26 日（火）、2月 4日（木）、2月 17 日（水） 

3 月 3 日（木） 

ねらい 核家族化の進行や地域活動の衰退により、子どもたちが自分の親以外の大人と活動を

共にする機会が極端に減少している。 

この事業は複数年事業にも位置付けられており、子どもたちに昔遊びの楽しさと豊か

さを伝える人材を、時間をかけて育成支援している。遊びを通じて地域での世代間交

流に貢献し、次代を担う子どもたちの健やかな育ちを支援していくことをねらいとし

ている。 

概要・成果 事業は自主研修と昔遊びの実践を柱に行った。 

参加者は、身近にある材料を工夫して遊びの道具を作り、子どもたちが理解しやすい

言葉で遊び方を伝授できるよう、常にスキルアップを図り、互いに学びあいながら自

主研修に励んだ。 

児童クラブの児童および自由来館の子ども向けの「わらすこタイム」を定期的に開催

したほか、1 月初めに昔ながらの正月遊びを体験する「わらすこまつり」も企画から

運営まで自主的に取り組んだ。 

小学校でも昔遊び授業の講師を務め、近隣のボランティアと交流するなど、活動の幅

は年々広がってきており、子どもたちの笑顔が活動の原動力となっている。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

親子たいけん隊 

センター近郊の青葉山の麓にある化石の森を親子で

探検し、鉱物や化石を発掘した。個人ではなかなか体

験できない内容だったため参加者の満足度は高かっ

た。地域資源を学び、親子のコミュニケーションも深

まった。 

11 月 21 日 1  28 

折立おやこ農園 

普段、食や自然の恵みを実感する機会が少ない親子

が、野菜の栽培等を通して食や自然について学んだ。

また、収穫した作物を使った調理実習も数回実施し、

苦手な野菜を克服した子どもも現れる等の効果があ

った。 

4 月 26 日 

5 月 9日 

6 月 6日 

7 月 4、25 日 

8 月 8日 

9 月 5日 

10 月 3 日 

11 月 14 日 

9  352 

折立市民センター 
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インリーダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会リーダーと

なる児童および世話人を対象に、子ども会運営につい

ての学習会を行うとともに、ジュニアリーダーからレ

クリエーションゲームを学んだ。 

2 月 13 日 1  15 

★小学生の防災教室 

～ゲームで防災を学ぶ～ 

地震や津波が起きるメカニズムと被害の映像を使用

した講話の後、ゲーム形式で災害時に自分がとるであ

ろう行動を分析し、その正しい対応を確認して、今度

起こり得る災害に備えることを学んだ。 

11 月 19 日 1  59 

★中学生の防災教室～僕

たち私たちの力～ 

消防署員の指導のもと救急救命や AED、消防訓練、簡

易トイレ組立、炊き出し、防災無線等に取り組んだ。

災害時に地域の団体と連携し、自分の身を守るだけで

なく他の人を助けることも学び、防災意識が向上し

た。 

5 月 26 日 1  145 

折立を歩こう！写そう！

再発見！ 

折立地域の魅力を発信するため、写真撮影の基本を学

びデジタルカメラで撮影しながら散策した。撮影した

写真はセンター掲示板で公開するとともにホームペ

ージでも紹介した。町内にサークルが立ち上がった。 

5 月 29 日 

6 月 5、12、19、

26 日 

5  79 

おたっしゃストレッチ 

「のばせ健康寿命」 

健康寿命を延ばし生涯健康でいられるよう、ロコモテ

ィブシンドローム予防運動、筋力アップトレーニン

グ、ストレッチ体操、ウォーキングについて学んだ。

また地域で継続できるよう、サークル化に向けて交流

会を催した。 

10 月 29 日 

11 月 12、26 日 

1 月 14、28 日 

2 月 25 日 

6  83 

折立老壮大学 
高齢者が地域との関わり合いを持ち、心豊かに健康で

生きがいのある生活を送るために、文学・歴史・健康

などに関するテーマを仲間と交流しながら学習した。 

5 月 21 日 

～2月 18 日 
10  389 

折立 風のメロディーコ

ンサート 

市民センターを拠点に活動している音楽サークルの

発表の場として、地域住民が気軽に音楽にふれ合いな

がら地域交流を図る場として開催した。地域の芸術文

化活動が広がり、地域コミュニティが活性化した。 

7 月 11 日 1  130 

★災害に強いまちを目指

して 

折立地区防災対策連絡会との共催で、仙台ひと・まち

交流財団が考案・開発した「ＢＯＴＡ」ゲームに取り

組んだ。お互い知恵を出し合い和気あいあいとした雰

囲気の中進行でき、研修部門の担当としてセンターの

存在感を示すことができた。 

1 月 11 日 1  48 

折立ふれあいまつり 

地域で活動している個人や団体、教育施設、センター

利用のサークルなどが中心となり、日頃の練習の成果

や作品の発表を行った。また、実行委員と市民センタ

ーが協働で開催することで、地域の絆がより深まっ

た。 

10 月 24 日 1  1,411 

★折立市民センター懇談

会 

地域住民で意見交換をすることで地域課題の解決や

地域づくりの方向性を探るとともに、市民センターへ

の理解を深めてもらった。講座へのヒントもいただ

き、次年度の予定に組み込むことができた。 

4 月 22 日 

12 月 3 日 
2  50 

折立地域交流会 

ニュースポーツ・ペタンクを通じて、地域の高齢者と

小学生親子が交流した。普段話をすることのなかった

住民同士も楽しみながらお互いに協力して対戦して

いた。2 回目は老人クラブ連合会の研修を兼ねて開催

した。 

9 月 23、25 日 2  71 

市民企画講座 

「折立はっぴー計画」 

「皮のブーツストラップ作り」「若手津軽三味線コン

サートと交流会」「お正月飾り作り」「味噌作りにチャ

レンジ」を都度募集で開催。初めて市民センター講座

に参加した受講生も多く見られたが楽しく交流でき

ていた。 

10 月 8 日 

12 月 12、26 日 

2 月 27 日 

4  123 

市民企画会議 

｢折立はっぴー計画｣ 

より多くの地域住民が集い、無理なく交流ができるこ

とを目的とし、魅力あるもの作り講座と、誰もが気軽

に参加できるコンサートと交流会を企画した。 

5 月 13 日 

6 月 5日 

9 月 16 日 

10 月 8 日 

12 月 26 日 

2 月 27 日 

6  10 

折立サークル体験会 
市民センターや地域で活動しているサークル団体の

活動を見学・体験できる機会を設け、サークルの活動

紹介と新規会員獲得の機会を提供した。  

7 月 1 日 

～12 月 2日 
10  15 
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〔沿 革〕 
木町通市民センターは、木町通小学校の改築に伴い、平成 16 年 4 月に小学校と児童館、コミュニテ

ィ防災センターとの複合施設として開館した。市民センター施設は、5・6階に位置し全館バリアフリー

対応になっている。また、屋上緑化を施し、一部は児童館の庭園として利用している。 

木町通地区は市の中心部に位置し、官公庁・学校・病院・商業施設・マンションが建ち並び、従来か

らの一戸建ての住宅はほとんど見られなくなった。この地域では若い単身世帯や乳幼児の子育て世代の

20 代が多く、30 代、40 代、50 代、60 代と続く人口構成となっている。 

当市民センターはこうした環境の下、複合施設の利点を生かし、地域との連携を図りながら学びの場

を提供することを目指している。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★作ろう！きまち便利マップ 

参加者 成人 延参加者 54 人 

開催日 
全 7回  6 月 17 日（水）、7月 15 日（水）、8月 5日(水)、9月 16 日（水）、 

10 月 21 日(水)、11 月 18 日（水）、12 月 16 日(水)  

ねらい 
他の地域から木町通地区に転入された方々が、少しでも新しい地域に慣れ親しんで安全

に暮らしていただけるよう、長く地域に居住している方と新しい住民が一緒に「木町通

地域」の魅力を再発見し、情報発信、紹介するパンフレットを作成し活用する。 

概要・成果 地域住民である受講生の方々の意見を取り入れ、木町通地域の情報発信ができる「きま

ち便利マップ」を作成した。 

受講生の中には、木町通地域に長く住まわれている方と、引っ越してきたばかりの方が

どちらも参加していたため、両方の視点を取り入れたマップを作成することができた。 

長年住んでいるのに知らなかった店・場所を知ることができた等の新しい発見がたくさ

んあり、また受講生同士の交流も深まり有意義な講座となった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

スマイルファミリークラ

ブ 

地域に暮らす幼児親子を対象に子育てに関わる様々

な講座を展開する。また、児童館や子育て支援クラブ

と共催し、子どもの年齢に応じた講座を開催し、父

親・母親双方の側から、多方面に現代の子育てを考え

ていくと共に親子のコミュニケーションを図り、育児

に参加する家族同士の交流を図った。 

７月 11 日 

10 月 27 日 

11 月 14 日 

12 月 18 日 

1 月 28 日 

5 116 

木町通小学校ＰＴＡ花火

まつり 

地域のまつりとして定着している花火まつりにおい

て、児童館と協力しゲーム（割り箸ダーツ、空き缶釣

り）を実施した。 

9 月 18 日 1 427 

木町通・サイエンスキッズ 

子ども達が科学の世界に触れたり、もの作りを体験し

た。電気についての話や科学館見学、発泡剤を使って

とばすロケット、わりばし鉄砲やグライダー、紙ひこ

うきなどを作った。 

7 月 22、25 日    

8 月 1 日           

1 月 9 日    

2 月 6 日    

2 月 13 日 

6 99 

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会においてよきリーダーになるために、児童

は、行事プログラムの立て方、世話人は、世話人の役

割をそれぞれ学んだ。 

1 月 30 日 1 45 

木町通市民センター 
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木町通レディス倶楽部 

日常の生活において活かせると知識として、あらゆる

分野にわたり学習した。健康、運動、料理、電気エネ

ルギーについての話など、女性同士が学びながら交流

を図った。 

6 月 17、26 日   

7 月 3 日 

10 月 7、27 日  

11 月 5 日 

6 82 

木町メンズ・キッチン 

センターに足を運ぶ機会の少ない男性向けに料理講

座を開講し、自立した健康的な生活を送ることを目指

した。１回目は計量の仕方や野菜の切り方と基本的な

朝食を作り、２回目は魚料理の基本、３回目は肉料理

の基本を学んだ。 

10 月 24 日 

11 月 21 日 

12 月 12 日 

3 27 

木町通老壮大学 
歴史、文学、音楽、医療、気象、軽運動など、様々な

分野について学習し、高齢者同士の交流を図った。 

5 月 13 日 

～2月 10 日 
10 667 

銀杏クラブ 
高齢者が気軽に文学・歴史について学習する場を提供

し、参加者同士の交流を深めると共に、学習成果を社

会還元できるよう支援した。 

6 月 18 日 

～11 月 19 日 
6 145 

いきいき元気アップ講座 
音楽と軽運動、クイズやゲームも取り入れながら筋ト

レ、脳トレを行った。 

5 月 28 日 

～8月 6日 
6 127 

★大震災の経験から学ぶ 
救急救命士入門・地域の防災情報 HUG 演習・マンショ

ン防災について学ぶ講座を実施した。 

11 月 6 日 

１2月 8日 

1 月 19 日 

2 月 9日 

4 74 

木町通小学校共催事業企

画会 

木町通小学校と連携し、地域人材や地域資源情報を小

学校に提供し地域団体や地域住民の交流を図り、一緒

に共催事業の企画を考えることを通して地域で子ど

もを見守る環境作りの一助とした。 

4 月 7日 

～3月 15 日 
5 10 

木町通小学校社会学級子

育て支援クラブ３者共催

事業企画会議 

小学生や、保護者また子育て世代や地域の方を対象

に、どのような「学び」を提供したらよいか、３者で

話し合いをした。 

5 月 16 日 

  ～12月 18日         
8 28 

木町通市民センター・児童

館まつり 

日頃市民センターを利用し活動しているサークルや

地域で活動している団体等の学習成果の発表及び活

動発表の機会を提供した。フラダンスやチアダンス、

合唱、太極拳などの発表があった。 

10 月 17 日 1 800 

木町通市民センター・児童

館運営懇話会 

地域住民や市民センターを利用して活動している団

体の方々から、木町通地域の地域課題や地域特性につ

いての意見交換し、市民センター事業及び運営につい

て広く意見を聞く機会とした。 

5 月 28 日 

10 月 29 日 

2 月 26 日 

3 42 

木町通小学校との企画検

討会を経て企画した事業

「茶道でお・も・て・な・

し」 

講師から和菓子の歴史や種類、作り方等の講話を聞い

たあと、別室で木町通小学校茶道クラブの小学生が御

点前を披露した。 

12 月 5 日 1 34 

木町通小学校社会学級子

育て支援クラブ３者共催

事業企画会を経て企画し

た事業「英語で落語を楽し

もう」 

6 年生児童が中学校で本格的に英語を学ぶ前に、英語

に親しんでもらうための英語落語を開催した。2部構

成にして、6年生の他に一般の方にも参加していただ

いた。 

12 月 9 日 1 110 

市民企画会議「きずな・学

び・ちから」を経て企画し

た事業「ウォッチング！北

三番丁公園」 

市民企画会議「きずな・まなび・ちから」の話し合い

を経て、地域財産である「北三番丁公園の活性化」を

キーワードに小学生から大人まで気軽に公園に足を

運び、地域のオアシスである公園の公園内マップ作

り、植物や昆虫などの自然観察や公園設計を考える講

座を開催した。 

6 月 21 日 

7 月 18 日 

8 月 22 日 

3 33 

市民企画会議「きずな・学

び・ちから」 

地域住民等が事業を企画参画し、コミュニティのあり

方について考え、地域を支える人づくり・絆つくり、

長期を見据えた地域づくりを目指した。 

4 月 16 日 

～3 月 25 日 
19 182 
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〔沿 革〕 
広瀬市民センターは、広瀬川の中流域に位置し、周辺にはサイカチ沼や月山池、蕃山などの豊かな自

然と、子愛観音をはじめとする数多くの旧跡が残る。また、近年は住宅の造成や商業地域の開発が進み、

人口が著しく増加している地域である。 

当市民センターの歴史は古く、昭和 24 年大沢・広瀬両村に村立公民館が建設されたことに始まる。

昭和 62 年仙台市との合併により仙台市宮城公民館となり、条例改正により仙台市宮城市民センターと

改称、平成 3年 6月に名称を広瀬市民センターと改めて現在の場所に移転した。 

施設は広瀬文化センター・広瀬図書館との複合施設で、地域住民の交流と生涯学習活動の拠点として

広く親しまれ利用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ●宮城地区子育て支援プロジェクト「宮城地区こみゅ～ん広場」 

参加者 宮城地区にお住まいの方 延参加者 298 人 

開催日 
全 7回  6 月 30 日（火）、7月 28 日（火）、10 月 6日（火)、10 月 27 日（火）  

12 月 11 日（金）プレイベント：2月 7 日(日)、3月 9 日（水） 

協力者・ 

協力団体 

宮城総合支所保健福祉課 

仙台市子育てふれあいプラザのびすく仙台 

特定非営利活動法人せんだいファミリーサポート・ネットワーク 

ねらい 
若い世代の定住化により、市内屈指の子育て世代が多い当地域において、異世代間

でも顔の見える関係づくりを定着させ、新旧住民が安心して生活し、子育て世代を

支える地域力の高い、人にやさしい地域づくりを目指す。 

また、地域内の子育て支援の専門家の助言及び支援を受けながら、子育て支援関係

機関と連携することにより、新たな子育て支援のかたちを構築する。 

概要・成果 
若い子育て世代や、地域の子育て支援団体関係者などをメンバーとして、ワークシ

ョップを開催した。話し合いでは団体間の情報交換と意思疎通を図る機会となり、

若い世代からの「住みやすい楽しい地域にしたい」という思いを、具体的な形にし

ていくためのイベントが計画された。単なるイベントの開催ではなく、恒常的に遊

び場を提供しながら、地域の人材を把握し、団体間のネットワークを広げていく取

り組みを目的として、プレイベント「こみゅ～んひろば～冬をあそんじゃおう」の

開催に至った。これを足掛かりに、次年度以降はイベントを計画・開催しながら、

地域に定着させネットワークを広げる機会とするため、継続的な取り組みとしてい

く。 

イベントへの参加者は、顔の見える仲間づくりの一環となり、関係団体からは、次

年度以降も継続的な企画会・イベントの開催、居住地域での開催を望む意向があり、

子育てを支える地域づくりへの意識の向上につながった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

ジュニアリーダー「くまっ

こ」と遊ぼう！ 

ジュニアリーダーについての理解を深め、登録者増に

つなげるため、自分たちで企画運営し、遊びのコーナ

ーを提供した。もぐらたたき、お化け屋敷、バルーン

アート、工作遊び 

7 月 20 日 1  188 

ひろせ子ども体験講座 
自然に恵まれた環境を生かし、小学生を対象に自然体

験講座を開催した。夏・秋の森探検、リース作り 

7 月 25 日 

10 月 17 日 

11 月 21 日 

3  38 

広瀬市民センター 
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仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会のリーダーとして活躍する児童及び世話人

を対象に、子ども会についての知識や活動に必要な技

能について学習する機会を提供した。講話、演習、ゲ

ーム等の実習 

2 月 6日 1  41 

中学生職場体験学習受入 

市民センターと併設する図書館、文化センターでの職

場体験を通して、中学生の職業観及び自立する力を育

む一助とした。施設の概要説明、事業企画書作成と発

表、窓口対応（接客）、施設管理等 

8 月 19 日 

10 月 20 日 

11 月 8 日 

3  8 

地域で伝える「平和学習」 
子どもたちに平和の大切さを伝えるため、戦時中子ど

も時代を過ごした地域の高齢者による体験講話と、戦

災復興記念館による講話、資料展示 

6 月 23 日 

～12 月 16 日 
5  3,231 

みんなで学ぼう！「ひろせ

塾」 

新旧住民の交流を目的に、地域にまつわるテーマや社

会の動きを捉えた内容を学んだ。環境施設見学、革小

物作り、愛子の今昔物語の紙芝居など 

6 月 26 日 

～1月 16 日 
6  108 

老壮大学「若返り教室」 
地域の高齢者が、健康で生きがいのある豊かな生活を

おくるための機会と学習の場を提供した。講話、実技、

館外学習 

5 月 28 日 

～3月 3日 
9  483 

飾り太巻きでひな祭り♪

～広瀬の食材 集めまし

た！ 

自然豊かな地域資源を活かし、新旧住民による世代間

交流の場を提供した。調理実習 
1 月 30 日 1  38 

「愛子の田植踊」を踊ろう 

～次世代へつなぐ広瀬の

伝統～ 

県の無形民俗文化財として指定されている伝統芸能

「愛子の田植踊」を次世代へ継承していくために、子

どもたちが集い楽しく習得できる機会を提供した。 

体験会、地域の催事での発表など 

7 月 29 日 

～3月 3日 
13  263 

関山街道 

地域資源を活用して様々な地域団体と連携、協力し地

域の活性化を図った。各団体と情報を交換しながら交

流を深めると共にネットワークを広げた。各団体の活

動している成果を共有し、地域に情報発信することに

より、地域の魅力を広めた。探訪会、関山街道フォー

ラム協議会と連携して行う企画会や講座。 

4 月 29 日 

～3月 12 日 
7  153 

三館共催事業 

 ひろせ寄席 

図書館、文化センター、市民センターの持つ専門性を

活かし、地域にプロによる質の高い学びの場を提供し

た。落語ワークショップ、落語鑑賞 

7 月 5日 1  69 

★地域の絆づくり推進事

業きずなカフェ～めざす

のは人と地域の輝き～ 

日頃の「いい関係づくり」が、もしもの時には必ず生

きてくることから、地域住民間の顔の見える関係づく

りを行った。カッパダ川のダンスのビデオクリップの

作成、田んぼアートの取り組み 

4 月 18 日 

～3月 18 日 
55  1,348 

ひろせサマーナイトコン

サート 2015＆民俗芸能フ

ェスティバル 

魅力ある地域づくりを目指し、町内会による出店や子

ども向けブースを設け、地域の活性化と地域住民との

一層の結びつきを深めた。主催事業やサークル団体の

ステージ発表 

8 月 1日 1  1,000 

第 27 回広瀬市民センター

まつり 

市民センター利用団体に日頃の学習成果を発表する

場を提供。作品展示、ミニステージ発表、体験コーナ

ー、ダースベイダーとの写真撮影会 

10 月 25 日 1  534 

平成 27 年度生涯学習活動

発表会「みやぎ学習フェ

ア」 

宮城地区で活動しているサークル・団体が日頃の活動

の成果を広瀬文化センターの大舞台で発表し、活動の

充実と技術の向上を目指した。舞台発表 

2 月 21 日 1  600 

ひろせ懇談会 

地域課題や利用者のニーズを把握するため、施設の利

用者及び各種団体と広く意見交換の場を持ち、市民セ

ンター事業について理解を深めてもらう機会した。愛

子児童館、文化センターとの合同懇談会 

6 月 25 日 

2 月 18 日 
2  32 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダー「MRVC くまっこ」のメンバーが、

子ども会などからの要請等に対して責任を持って活

動できるよう、ジュニアリーダー同士の交流を深め活

動の充実を図った。話合い、要請の確認、ゲーム研修 

4 月 18 日 

～3月 30 日 
14  199 

自然あそびサポータース

キルアップ講座 

緑豊かな環境を生かして子どもたちに自然の良さを

教えていける地域の大人を養成し、自然あそびのサポ

ーターとして活躍できる人材の養成を図った。講話と

実践、自主企画 

6 月 20 日 

～11 月 21 日 
8  28 

市民企画会 
地域住民が抱える地域課題や現代の多様なニーズに

応える講座を開催した。話合い、講座の企画、運営、

振り返り 

6 月 4日 

～2月 17 日 
8  41 
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〔沿 革〕 
宮城西市民センターは、昭和 51 年 4月に宮城町西部地区公民館として開館した。その後、昭和 62 年

11 月 1 日宮城町が仙台市と合併して仙台市宮城西公民館となり、平成 2年 4月 1日から仙台市宮城西市

民センターと改称した。その後、施設の老朽化に伴い平成 22 年 8 月から一時休館して改築工事を行い、

平成 24 年 7 月に新たに開館した。 

当市民センターは、宮城地区西部の自然環境に恵まれた緑豊かな山間地に位置している。近年過疎化

が進み、少子・高齢化の現状にあるが、地域の活性化を図るため町内会・老人クラブ等の各種団体と連

携を密にして社会情勢の変化に伴う学習要望に応え、地域住民と共に歩む生涯学習を推進している。ま

た、地域住民の自主活動の場、交流の場として広く利用されている。 
 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●西部地区が輝くプロジェクト委員会 

参加者 どなたでも 延参加者 259 人 

開催日 8 月 21 日(金)、1月 9 日(土)、2月 26 日(金)～3月 2 日(水) 

協力者・ 

協力団体 
青葉区まちづくり推進課・宮城西地区管内町内会・広陵中学校 

ねらい 少子高齢化が進み地域課題となっている西部地区では、昔から地域で行われていた伝

統行事や伝統芸能、伝統行事食などが存続の危機となっている。この地域財産を次世

代に残し引き継がれていくようにするために、記録や映像に残し伝え、体験する機会

を提供する。 

概要・成果 
『地域の風習と郷土食について学ぶ「ずんだ餅とおくずかけを作る」（広陵中学校共

催）』や『小正月行事「だんごさし体験」』では、中学生や若い世代の親子に、この地

域に古くから伝わる行事や行事食の意味を学び、体験してもらう良い機会となった。

『写真展「西部地区の輝き」写真が伝える上愛子～作並～大倉』では、東北工業大学

一番町ロビーを借り、西部地区の風景や昔ながらの行事等の写真を展示し、地域外の

大勢の方に西部地区の素晴らしさを伝える事が出来た。また、ＤＶＤ「定義如来参詣

道中唄」・「西部地区の四季」を作成。写真展で放映し、この地域の良さを広く知って

もらう一助となった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

親子ふれあい教室 

①里山「捻木道」散策②豆沢川探検③青竹の工

作④郷土食づくり⑤小正月行事「だんごさし体

験」 

6 月 20 日 

7 月 25 日 

8 月 1 日 

12 月 12 日 

1 月 9 日 

5  106 

インリーダー研修会 

子ども会リーダーの児童および世話人のを対象

に、子ども会活動についての知識や、必要な技

術などの研修の機会を提供し、子ども会活動の

活性化を図る。ジュニアリーダーの存在と役割

についての講話や実技等 

2 月 20 日 1  15 

仙台・作並「回文かるた大

会・回文教室」 

回文かるた大会、回文教室（回文の話・回文ク

イズ・回文教室）、回文鍋で交流会 
1 月 16 日 1  31 

宮城西市民センター 
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ふるさと映画鑑賞会 ビデオ鑑賞会 
8 月 7、8日 

1 月 29、30 日 
6  117 

自然体験教室 

①白沢五山のひとつ「箱倉山」登山②奥新川散

策で初夏の自然を散策する③炭焼き体験教室そ

の１「竹炭の窯入れ」④「戸神山」登山で秋の

山を散策⑤炭焼き体験教室その２「竹炭の窯出

し」 

5 月 15 日 

6 月 12 日 

10 月 16、30 日 

11 月 6 日 

5  54 

女性教養講座 
①筝曲と朗読のコラボ②折形③ディスコン④手

作りこんにゃく体験⑤国際交流講座⑥手芸 

7 月 22 日 

8 月 26 日 

9 月 30 日 

10 月 28 日 

11 月 11 日 

12 月 22 日 

6  63 

出前講座 
各町内の集会所に出向き、料理教室・エコクラ

フト・音楽療法・小物作り・手芸等 

7 月 4日 

～3月 8日 
10  171 

市民企画講座「初歩からの

パソコン講座」 

パソコンの基本的操作を学び、ワードやアルバ

ム、年賀状作成挑戦した。 

6 月 18 日 

～11 月 5日 
11  135 

老壮学級 

①交通安全教室②津軽三味線と手踊り③講話

「西部地区の歴史」④軽体操⑤講話「手仕事と

デザイン」⑥ちぎり絵⑦音楽療法⑧新春寄席 

6 月 18 日 

～1月 21 日 
8  482 

地域交流研修会 

第 1 部：講話「高齢者を見守る町づくり～住民

だからこそできる見守りの方法を考える」 

第 2 部：情報交換会 地域支援包括センター、

社協、民生委員、町内会の役員や地域住民と見

守りについての意見・情報交換をした。 

3 月 5日 1  90 

★宮城西部地区「防災・減

災学び塾」 

①自然災害や防災・減災に関する基礎知識 

②避難所開設運営訓練の組立て 

③避難所開設運営訓練実施、中学校生徒と大人

の防災意見交換会 

5 月 30 日 

6 月 13、27 日 
3  267 

宮城西市民まつり 

11 月 23 日（祝）に実施。演芸発表・作品展示・

食品バザー・伝承遊び・野菜販売・ジュニアリ

ーダーコーナー・フリーマーケット等 

11 月 23 日 1  2,280 

平成２７年度生涯学習発

表会「みやぎ学習フェア」 

宮城地区で学ぶサークルや団体が広瀬文化セン

ターのステージにおいて学習成果を発表。 
2 月 21 日 1  600 

★宮城西部地区懇談会 

①上愛子小学区地域懇談会  

②上愛子学区社会福協議会共催研修会・懇談会  

③地域行事に関する情報交換会 

④地域交流研修会 

7 月 13 日 

10 月 6 日 

2 月 24 日 

3 月 5 日 

4  230 

市民企画会議「シニアが心

豊かなくらしをおくるた

めに」 

市民企画講座「初歩からのパソコン講座」を企

画・実施した。 

4 月 14、23 日 

11 月 5 日 
3  11 
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〔沿 革〕 
大沢市民センターは、平成 2 年 5 月、青葉区の西北部、田園地帯や緑多い丘陵地帯など豊かな自然環

境の中に、児童館・コミュニティ防災センターを併設して開館した。 

古い史跡が点在する歴史ある地域としても知られ、古くからの村落と成熟化が進行する団地、開発が

進む新興団地が混在する中、若い世帯の増加が著しく更に発展が見込まれる。こうした地域状況を背景

に市民センターとしての機能を活かし、地域住民の活動・交流の拠点として、社会変化に伴う市民のニ

ーズに対応する生涯学習事業を展開している。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 大沢・川前地域交流ネット あがれ！天旗 

参加者 地域住民 延参加者 139 人 

開催日 全 2回  1 月 10 日（日）、1 月 17 日（日） 

協力者・ 

協力団体 
大沢・川前地域交流ネット あがれ！天旗実行委員会 

ねらい 
大沢と川前両地区の交流と活力ある地域づくりを目指す。平成 27 年度は、実行委員会

と共に築き上げた地域の力と信頼を活用し、活力ある地域づくりのイベントとして継

続していく。より実行委員会主導の運営へつなげていくため支援を行う。 

概要・成果 

大沢、川前両地区住民で構成されている実行委員が、他地域の凧揚げ大会への参加や

児童館での凧作り講座を、アイディアを出し合い実施した。 

実行委員会が主体となり活発な活動を行ったことで、両地区の交流と活力ある地域づ

くりへつながった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

ママフェス 

地域の各団体が得意分野を生かしてコーナーを

分担し、乳幼児親子が気軽に参加できるお祭り

形式で実施した。 

11 月 13 日 1 74 

子育て世代のための食育

講座「味噌作り教室」 

地域の団体等と連携し、伝統食などを取り入れ

た食育講座を考える企画会を実施し、託児付の

味噌作り教室を開催した。 

2 月 25 日 1 22 

インリーダー研修会 
児童・世話人を対象に、子ども会についての講

話、レクリエーションゲームの演習を行った。 
2 月 6日 1 21 

子どもお楽しみ体験講座 
小学生を対象に、星空観測、茶道体験、科学実

験、調理体験等を行った。 

4 月 4日 

7 月 24、28 日 

9 月 12 日 

1 月 30 日 

5 382 

地域の達人に学ぶ 

地域内新旧住民の交流や相互理解の場として、

地域で永年和物作りを行う講師に“和の小もの

作り”を学んだ。 

6 月 11、25 日 

7 月 9 日 
3 38 

大沢市民センター 
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大沢農学校 

農業体験講座が 10 年目を迎えた今年、改めて基

本に立ち返り、野菜作りを講義と実践で丁寧に

学んだ。又、各々の自主学習への成果を披露す

る場を設けた。 

4 月～12 月 15 203 

大沢を取り巻く山の風景 

地域や周辺の環境を生かし自然観察と散策の講

座を開催した。地域で自然環境保全に取り組む

活動への理解を深める機会にもなった。 

10 月 23 日 

11 月 6、20 日

12 月 4 日 

4 35 

老壮大学｢大沢朗々学園」 

地域の高齢者を対象に、歴史・文学・健康・音

楽鑑賞・作品づくり等多岐にわたる講座を実施

し交流を深めた。 

5 月～3月 9 340 

★大沢地域防災講座 

地域の婦人防火クラブを対象に災害時に役立つ

食事作りの工夫を学ぶ機会を提供した。学んだ

ことを生かし、婦人防火クラブが講師となり幼

児親子が防災食作りの講座を実践した。 

9 月 26 日 

11 月 10 日 
2 51 

大沢地域出前講座 

市民センターから離れている地域を対象に、コ

ンサート、小物づくり、そば打ち体験や小学生

対象の工作などを実施した。 

7 月 30 日 

8 月 7 日 

10 月 27 日 

2 月 19、23 日 

5 88 

スポーツで地域交流「川

前・大沢グランドゴルフ交

流会」 

川前地区と大沢地区の親睦の場、また地域づく

りや健康づくりを図るため、グラウンドゴルフ

大会を実施した。 

9 月 6日 1 41 

★童謡ふれあいコンサー

ト 

親子連れだけでなく地域の福祉施設の参加によ

り幅広い年代の住民が一同に会し、童謡のコン

サートを通じて交流をした。 

12 月 11 日 1 50 

大沢市民まつり 

大沢地区の住民が一同に集まるまつりを開催

し、相互の親睦と交流が深まり、活力あるまち

づくりに役立てることが出来た。市民センター

利用の団体や、地域の方々に学習成果発表の場

を提供した。 

10 月 17、18 日 2 1,818 

大沢地域懇談会 

地域の町内会、学校、諸団体を対象に市民セン

ターの事業内容及び運営に関する意見交換や、

地域情報の収集を行なった。 

6 月 26 日 

2 月 23 日 
2 45 

★みやぎ学習フェア 

みやぎ地区で活動しているサークル・団体が、

広瀬文化センターの大舞台で日ごろの活動の成

果を披露した。 

2 月 21 日 1  600 

ブックトーク入門講座 

地域でボランティアに関心を持つ方や既存の読

み聞かせサークルを中心に読書推進活動の一つ

「ブックトーク」を学習した。 

8 月 19 日 

9 月 2、16 日 
3 30 

子育て世代のための食育

講座企画会 

子育てに関わる団体や児童館と連携して、伝統

食なども取り入れた食育の講座を考える企画会

を実施した。 

1 月 14、21、28

日 

2 月 25 日 

4 12 

大沢サークル体験会 

市民センター利用サークルから体験や見学がで

きるサークルを募り、サークル体験会を実施し

た。 

7 月 2、7、8、

10、15、26 日 
6 17 
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〔沿 革〕 
平成 6年に開館した落合市民センターは、広瀬川、齊勝川、蕃山などの自然環境と、仙山線（陸前落

合駅）、国道 48 号線仙台西バイパス、作並街道という交通環境に恵まれた地域にある。また、宮城県立

こども病院をはじめとする医療機関、栗生小学校、宮城県宮城広瀬高等学校などの教育機関、宮城消防

署などの公共施設、大型商業施設も整備され、さらに平成 27 年には復興公営住宅が完成し、人口が増

加している地域でもある。 

 こうした地域環境の中で、当市民センターは開館以来、施設利用および生涯学習講座等を通じて、地

域コミュニケーション活性化、まちづくり推進の拠点として広く地域住民の方々から愛され、利用され

ている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●七夕かざりをつくろう 

参加者 地域住民 延参加者  110 人 

開催日 
全 7回  6 月 19 日（金)、6月 20 日 (土)、7月 3 日（金)、7月 10 日（金)、 

7 月 18 日（土）、7 月 22 日（金)、8月 11 日（火) 

協力者・ 

協力団体 

落合栗生地区連合町内会、宮城総合支所まちづくり推進課 

落合栗生地区社会福祉協議会 

ねらい 地域のお年寄りと受講生たちが、市民センターロビーに飾る七夕かざりを共同で作成

し、七夕の由来を学びながら、「地元の七夕かざり」として地域に発信し、交流の輪を

広げる。 

概要・成果 受講生と、落合栗生地区社会福祉協議会の「蕃山憩いの家サロン」に参加している高

齢者が、共同で七夕かざりを作成し、連合町内会から提供された笹竹に七つかざりと

して飾りつけ、市民センターロビーに展示した。過去にも七夕かざりの実施はあった

が、連合町内会、地区社協との共催事業としては２年目となり地域の認知度があがり、

わざわざ見学にセンターを訪れる人もあらわれた。 

講座終了後には、落合復興公営住宅入居者のウェルカムサロンに作品を展示したこと

で、「地元の七夕」のイメージを作ることができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●わくわく子育てひろば 

乳幼児編は体操、ふれあいあそび、おやつづく

り、幼児編は食事の楽しみ方、つくってあそぼ

う、からだをつかってあそぼうを行い、最終回

は乳幼児編と幼児編の受講者との合同講座と

し、クリスマスコンサートを実施した。 

5 月 14、28 日 

6 月 11 日 

10 月 29 日 

11 月 5、26 日 

12 月 12 日 

7 46 

親子であ・そ・ぼ！ 

ニュースポーツ、科学実験、調理実習の３回実

施。親子間、他校児童とのコミュニケーション

を通じて、協力してやり遂げる楽しさ、達成感

を学んだ。 

6 月 6日 

8 月 22 日 

11 月 14 日 

3 56 

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

児童は、子供会の行事プログラムとゲームにつ

いて学習し、世話人は子供会と世話人の役割に

ついて学習した。 

2 月 6日 1 79 

職場体験学習 

宮城広瀬高等学校の就業体験希望者に対し、3

日間にわたり、生涯学習事業、施設管理につい

ての説明と実務を行った。 

7 月 29～31 日 1 1 

落合市民センター 
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落合・栗生かたくり学級 

女性対象。フラワーアレンジメント、軽体操、

飾り巻き寿司、ふろしき活用術、整理収納術を

通して、生活を豊かにする知識を学び、受講生

同士でコミュニケーションを深めた。 

11 月 28 日 

12 月 19 日 

1 月 23 日 

2 月 13、27 日 

5 99 

健康づくり～自分のため

に家族のために 

「ロコモティブシンドローム」をテーマに、健

康を総合的に学んだ。講話、予防レシピと調理

実習、あわせて予防体操を実施。 

10 月 30 日 

11 月 27 日 

12 月 18 日 

3 33 

落合栗生実年学級 

「笑顔でスタート実年学級」を皮切りに、健康、

調理で交流、館外学習、行ったつもりで海外旅

行や福聚院住職、フリーアナウンサーによる講

話、みんなで楽しくクリスマスコンサートを実

施。 

5 月 21 日 

～2月 21 日 
10 320 

わが青春の思い出～戦争

の記憶をまじえて 

戦争体験者から「あの時こう思った、考えた、

感じた」という内面の歴史にポイントをあて、

記録する対象を戦争及び戦中・戦後の混乱期の

体験に絞り、文集にまとめた。 

7 月 7、14 日 

8 月 26 日 

12 月 8 日 

2 月 23 日 

5 36 

宮城広瀬高校連携事業 

「いってみよう！やって

みよう！広高タイム」 

在校生主体の「卓球に挑戦」、「広高祭に行こう」、

「落合栗生地区まつり参加」、「書き初めに挑

戦」、「写真部・美術陶芸部・書道部生徒作品パ

ネル展」を実施。 

7 月～2月 8 114 

複数年事業 

●◎復興公営住宅におじ

ゃまします 

復興公営住宅集会所へ出前講座を行った。健康

講話やギターコンサート、漫談、地元学を学ぶ

回では利用サークルが講師をつとめた。講座終

了後毎回、講師と入居者、連携先職員が同席し

交流会を行った。 

9 月 6日 

10 月 18 日 

12 月 20 日 

1 月 17 日 

2 月 14 日 

5 187 

落合・栗生地区まつり 

市民センター利用サークルや地域住民、近隣の

小中高等学校、保育園等による学習成果の展

示・発表・販売。 

10 月 11 日 1 1,000 

平成 27 年度生涯学習活動

発表会 

「みやぎ学習フェア」 

宮城地区で活動しているサークル・団体が、日

頃の生涯学習活動の成果を広瀬文化センター大

ホールで披露し、サークル間の交流を図った。 

2 月 21 日 1 600 

★●地域懇話会 

落合栗生地区に復興公営住宅が完成したのを機

に入居者のコミュニティ形成への支援として

「落合栗生ネットワーキング」を設立。ウエル

カムサロンや各団体が計画をしたイベント内

容、応援体制についての調整を図った。 

5 月 28 日 

7 月 30 日 

12 月 9 日 

3 月 17 日 

4 117 

落合栗生ふれあい工房 

支え合う心・助け合う心を養い、ボランティア

活動への第一歩を経験し、地域づくりの一環と

して実施。絵手紙を学び、その学習の成果とし

て、福祉施設へ訪問し、入所者と一緒に作品作

り上げる手助けを行い、交流を図った。 

9 月 11、18、

25 日 

10 月 2 日 

4 29 

市民企画会議 食につい

て考えようプロジェクト 

中・高校生の食事の栄養バランスについて学び、

簡単にできる朝食や季節の食材を使った調理実

習を実施した。 

4 月 18 日 

～3月 20 日 
9 35 

市民企画会議 

「おとうさんクラブ」 

前年度の話し合いを再確認をし、「親子でまなぶ

防犯教室」実施に向けての話し合いを行った。 

4 月 22 日 

6 月 24 日 

7 月 11 日 

3 9 

サークル体験会 市民センター利用サークルの見学と体験会 5 月 29、30 日  2 18 

市民企画講座        

親子でまなぶ防犯教室 

子供たちが犯罪被害に遭わないようにするため

に、地域の危険個所や駆け込み 110 番の場所を

確認したり、被害に遭わないための講話と逃げ

方の実技を行った。 

7 月 11 日 1 7 
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〔沿 革〕 
吉成市民センターは、仙台市北西部の吉成と南吉成の小学校区中間位置に、市内 51 番目の市民セン

ターとして平成 8年 4 月に、児童館及びコミュニティ防災センターを併設しオープンした。当該地区は

住宅地と商店街が共存し、市内北部と西部を結ぶ交通の要衝となっている。 

当市民センターは、吉成小学校区と南吉成小学校区の 2 連合町内会を対象地域としている。現在、高

齢化率の上昇に伴って、利用件数や利用者数も増加傾向にある。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 がんばるママのリフレッシュタイム 

参加者 乳幼児親子 延参加者 29 人 

開催日 全 4回  6 月 18 日(木)、7 月 2 日(木)、11 月 5 日(木)、11 月 19 日(木) 

協力者・ 

協力団体 
吉成児童館、ボラ・ネット「杜の丘」 

ねらい 核家族という形態が一般化している現在、育児に専念している母親は自分だけの時間

を持つことは難しく、閉塞感を感じるなどストレスを抱えている方が多い。そこで安

心して子どもを預け、母親同士が楽しい時間を共有することでゆとりある子育てがで

きるよう支援する。また、児童館共催により内容の充実を図り、親子で触れ合うこと

の楽しさも実感してもらう機会を提供する。 

概要・成果 １・２回目は３Ｂ体操で体を動かし、３・４回目はアクセサリー作りを行った。託児

が 1 時間と短い時間であったが自分のためだけの時間を持つことが何よりリフレッシ

ュになるのだと、受講者の表情やアンケートからも知ることができた。 

託児終了後の親子ふれあい遊びでは、児童館職員による手遊び・工作などを親子一緒

に行った。一人でリラックスできる時間、また親子でふれあうことの楽しさも実感で

きる時間を提供することができた。託児は地域のボランティア団体が担当し、地域ぐ

るみで子育てを支える機会ともなった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

親子でチャレンジ！ 
紙飛行機作りとそば打ち体験を親子で一緒に体

験し、親子で触れあい、物づくりを楽しんだ。 

7 月 11 日 

12 月 5 日 
2  58 

吉成チャイルドスクール 

青陵中等教育学校科学部による身近な科学、ロ

ボットのプログラミング、肉まんづくりなどを

行った。 

7 月 31 日 

8 月 7 日 

12 月 25 日 

2 月 6 日 

4  62 

インリーダー研修会 

現 5 年生を対象に行事プログラムづくりやジュ

ニアリーダーとゲームを体験、また、世話人向

けとして子ども会への理解を深める研修や情報

交換を行った。 

2 月 13 日 1  24 

●地産地消 おとなの料

理と食育講座 

地元食材を使った郷土料理は仙台宮城食生活改

善推進員会の皆さまから学び、併せておとなの

ための食育講話を宮城総合支所保健福祉課と連

携し行った。また、地元の一流料理人からおも

てなし料理を学んだ。 

7 月 16 日 

9 月 10 日 

11 月 19 日 

1 月 21 日 

4  58 

吉成市民センター 
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老壮大学「きらめきスクー

ル」 

食や健康に関する講話、地域資源を巡る散策や、

健康体操、ミニコンサート等の音楽講座など、

多岐に富んだ内容を提供し、高齢者の学びや交

流に役立てた。 

5 月 8日 

～2月 19 日 
10  520 

ころばぬ先の介護予防 

加齢による体の機能の衰えをチェックし、軽運

動・ストレッチを行う。毎日継続できるようチ

ェックシートを作成し、グループワークの時間

を持つことによって意識付けを高めた。 

7 月 8、15、29

日 
3  29 

みんなのコンサート 

地域にある吉成小・吉成中・南吉成中・仙台青

陵中等教育学校・東北福祉大の吹奏楽部による

合同演奏会を開催し、子どもたちの年齢や学校

を越えた交流や地域住民との交流を深めた。 

1 月 16、17 日 2  476 

★災害に備えて 

「仙台発そなえゲーム」を体験し、災害に備え

るために、自分や地域に何が必要か・何ができ

るかについて考えながら実践的に防災・減災を

学んだ。 

6 月 30 日 1  6 

複数年事業企画「元気いっ

ぱいの街づくり・人づく

り」 

地域資源に詳しい住民を発見し、人材情報など

の資源を把握した。また当館利用サークルの会

員募集を支援。更に両地区の枠を超え、住民が

交流できる施策を検討した。 

5 月 29 日 

6 月 6 日 

10 月 29 日 

11 月 19 日 

2 月 12 日 

5  75 

ニュースポーツ交流会

with ジュニアリーダー 

吉成・南吉成学区体育振興会と連携し、ニュー

スポーツを通して地域の交流を図った。 

6 月 6日 

11 月 14 日 
2  48 

吉成市民センターまつり 

当センターを拠点に活動しているサークルや各

種団体による学習発表や児童生徒によるステー

ジ発表、作品展示、お茶席など。 

10 月 17 日 1  723 

吉成・南吉成地域懇談会 

第１回目は青少年の育成に関わっている団体代

表、第２回目は高齢者向けの活動をしている団

体の代表に集まって頂き、各々が持っている課

題や取り組み、当館が地域でどう見守りに関わ

れるかの意見を交換した。 

5 月 29 日 

11 月 19 日 
2  20 

市民企画会議 

 吉成女子会 

女性の視点で地域を元気にする講座を企画し運

営した。 

5 月 20 日 

～10 月 29 日 
15  36 

秋のサークル体験会 

当センターを拠点に活動しているサークルに体

験会開催を呼びかけ 28 団体が参加、会員の新規

加入の機会となるとともに、地域住民に情報を

提供することができた。 

11 月 5 日 

～11 月 28 日 
10  47 

市民企画講座 

「学びあい～心豊かな暮

らしの提案」 

捨てるにはもったいない身近なもので心豊かな

暮らしの提案をテーマに育てたものの雑草化し

たハーブの活用法や贈り物のリボンの活用、ま

た、身近な植物の知識を学び健康茶に役立てる

など地域の方の情報を得て互いに学びあった。 

9 月 3、17 日 

10 月 1、17 日 
4  81 
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〔沿 革〕 
宮城野区中央市民センターは、市内 60 番目の市民センターとして、平成 24 年 8 月に開館した。同施

設は宮城野区文化センター、宮城野図書館、原町児童館及び宮城野区情報センターが設置されている複

合施設である。当市民センターは多くの人々が行き交う宮城野区役所やＪＲ陸前原ノ町駅に隣接してお

り、宮城野区における生涯学習の拠点、市民の交流拠点、地域づくりの拠点として、市民活動室なども

含め、幅広いニーズに応える施設を備えるとともに、さまざまなテーマの講座やワークショップなど、

多様な学びの機会を提供している。 

地域の多様な活動を担う人材の育成や地域の諸団体と関係機関とのコーディネート、地域情報の収

集･提供などを行うことにより、市民自らが地域課題に向き合い、住み良いまちづくりに取り組むこと

ができるよう支援を行っている。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある(地区館)事業〕 

事業名 ●市民企画会議「原町キッズもりあげ隊」 

参加者 原町小学校 3年生～6年生 延参加者 81 人 

開催日 全 12 回  6 月 27 日(土)～2月 27 日(土) 

協力者・ 

協力団体 
宮城野区中央市民センター 

ねらい 原町本通りは、宿場町の名残の建物や道しるべ石などが現存し、歴史ある地域である。

しかし、商店街は七夕やフリーマーケットなどを実施しているが、賑わいに欠けてい

る。区拠点館では、平成 24 年度から「子ども商工会」として、「みんなで地域を元気

にしよう」という取り組みを行ってきた。その下地をもとに、地区館と地域の顔の見

える関係を生かし、さらに地域に浸透した取り組みとする。具体的には、地元学を学

んでいる原町地域の子供たちが、地域の特色を活かした「講座」を考え、原町地域を

PR することにより、地域を元気にすることをねらいとする。 
概要・成果 原町小学校の 3 年生～6年生が企画員となって、子どもから大人までが交流し、地域を

盛り上げる内容の講座を企画し、開催に向けての準備をした。終了時のアンケートか

ら見ると、１年を通しての活動で地域に対する愛情が育まれ、もっと地域を元気にし

たいという気持ちが強くなった。また、企画会議を通して生まれた「原町夏まつりで

の手作り縁日参加」と「遊びとお茶会でもてなす原カフェ」で、子どもから大人まで

の地域住民が楽しく交流する場を提供することができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

おやこでチャレンジ１・

２・３！ 

主に小学生の親子対象で、共有体験を通して絆

を深め、互いに成長しあえる内容で講座を企画

した。今年度はベガ号で星空観察、ピザ作り、

陶芸、飾り巻き寿司作りの４講座を開催した。 

7 月 4、18 日 

10 月 16 日 

12 月 5 日 

4  126 

●ウェルカムひろば 

地域に新たに転入してきた乳幼児の親子を対象

としたサロンを、子育て支援機関と連携し企画

開催した。内容は手遊びや人形劇、各種子育て

支援情報提供、茶話会など。 

7 月 10 日 1  43 

地域が伝える平和学習 

原町小学校 6年生が授業の中で、戦争体験者の

地域の方による当時の生活の様子や体験談につ

いて話を伺うとともに、戦災復興記念館の所蔵

品の展示や説明などを聞くことで、平和につい

て学んだ。 

12 月 11 日 1  111 

宮城野区中央市民センター 
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すずむしの里 宮城野 

「すずむしの里づくり実行委員」が講師となっ

て原町小、宮城野小、東宮城野小の２・３年生

を対象に仙台市の虫であるスズムシについて学

ぶとともに飼育箱作りを体験した。また、市民

向け配布会も実施した。 

6 月 23 日 

7 月 9、31 日 

8 月 28 日 

9 月 3 日 

5  633 

ジュニアとあそぼう！ 

ジュニアリーダーサークル「With Us 宮城野」

が、小学生を対象としたゲームや工作、ドッチ

ボールなどの「遊びの講座」を主体的に企画・

実施した。 

10 月 8 日 

3 月 12 日 
2  32 

インリーダー研修会 

子ども会活動の活性化を図るため、次年度子ど

も会の中心となる小学 5年生と世話人が子ども

会運営に関する知識や心構え、レクリエーショ

ンゲームなどについて学んだ。 

2 月 6日 1  44 

宮城野中学校職場体験 

宮城野中学校 2年生が、仕事に対する心構えや

責任感について学ぶ体験学習を行った。3 日間

で市民センターの目的や仕事についての講話

や、接客、講座の企画などを体験した。 

8 月 19～21 日 1  3 

高校生がやってくる！ 

高校生を講師に小学生対象の講座を開催し、高

校生にとっての社会貢献活動と小学生の体験学

習の場とした。今年度は育英学園高校ＰＣ部に

よるカード作りと城南高校科学部によるスノー

ドーム作りを行った。 

8 月 4、5日 

12 月 25 日 
3  59 

「原町キッズもりあげ隊」

夏の陣・秋の陣 

企画会議を通して生まれた「原町夏まつりでの

手作り縁日参加」と「遊びとお茶会でもてなす

原カフェ」で、子どもから大人までの地域住民

が楽しく交流することができた。 

8 月 10 日 

12 月 20 日 
2  280 

市民企画講座「ブックトー

クと漱石『坊っちゃん』の

世界」 

市民企画会議において出た”漱石没後 100 年に

因んだ講座”というキーワードに沿って、ブッ

クトークという手法での本の紹介と「漱石『坊

っちゃん』の世界」という 2本立ての文学講座

を開催した。 

2 月 17 日 1  47 

みやぎの大学 

高齢者の交流や健康で豊かな人生を過ごすため

の機会提供と、地域社会への学びの還元支援を

目的として、歴史、体操、芸術鑑賞、移動学習

など多岐にわたる内容で 11 回開催した。 

4 月 14 日 

～ 

 3 月 8 日 

11  962 

原町小学校地元学 

原町小学校では 3・4・5年生を対象として、平

成 21 年度から「地元学」の授業を取り入れてき

た。地域の方々を講師として、昔の生活や遊び

について、昔の生活、地元の歴史についてなど

話を聞いて学んだ。 

6 月 16、30 日 

7 月 10 日 

10 月 30 日 

4  237 

★みやぎの出前サロン 

宮城野に復興公営住宅が新たにできたことを受

け、新旧住民同士の交流や新住民に対し市民セ

ンター施設や事業のＰＲを図ることを目的とし

た。今年度はウェルカムパーティを地区社協や

民生委員とともに開催した。 

11 月 28 日 1  54 

●ゆったり運動フェスタ 

地域課題である「地域を元気に」するために、

ミドルシニア世代を対象とした運動会と茶話会

を、地域高齢者支援活動団体や地域体振、家庭

健康課などと連携し企画開催した。 

6 月 17 日 1  58 

★●宮城野区中央市民セ

ンターまつり Ｍフェス 

3 回目となるセンターまつりは実行委員会が中

心となって、舞台、展示、出店などを運営実施

した。小学校の作品展示や開会式での合唱披露、

中学校の生徒ボランティアの参加など、学校と

の連携も図られている。 

11 月 14 日 1  900 

ロビーコンサート 

地域住民が気軽に集う場として夏（尺八）、秋（ア

ルパとクアトロ）、冬（歌とピアノ）、早春（自

衛隊音楽隊）の 4回のコンサートを、文化セン

ター１階ロビーを会場として開催した。 

8 月 26 日 

10 月 28 日 

12 月 17 日 

2 月 17 日 

4  476 
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お茶っこサロン～ティー

ルーム＠原ノ町駅前 

市民センターの２階ロビーを主な会場としたミ

ニ講座と茶話会を開催し、打ち解けた雰囲気の

中で情報交換やセンターを理解してもらう場と

した。主な内容は、「軽体操」「七夕づくり」「み

んなで歌おう」「駄菓子の話」など。 

7 月 1、30 日 

9 月 2 日 

10 月 29 日 

2 月 25 日 

5  75 

宮城野区中央市民センタ

ー地域懇談会 

今年度懇談会の 1回目は町内会長や学校長、地

域団体代表者を対象とし、2 回目は町内会婦人

部長や地域団体の女性リーダーを対象として開

催し、意見交換や情報収集の場とした。 

11 月 14 日 

3 月 2 日 
2  31 

市民企画会議 

講座の受講をきっかけにできたサークル「みや

ぎのブックアソシエイト」のメンバーが企画員

となって、学びのきっかけをつくるとともに、

学びを通した仲間づくりを目的とした文学講座

を企画した。 

10 月 14 日 

～2月 24 日 
10  35 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダーサークル「With Us 宮城野」

のメンバーが活動の計画や確認、反省会など、

主体的に運営する月例定例会において助言と指

導を行った。 

4 月 11 日 

～3月 26 日 
12  91 

宮城野原案内人養成講座 

複数年計画事業となっているこの講座は今年 4

年目となり、宮城野の魅力の再発見として今年

度は「生活と文化」に着目して開催しながら、

地域ガイドボランティア「宮城野原案内人」の

さらなる育成を図った。 

9 月 16、30 日 

10 月 7、21 日

11 月 18 日 

12 月 2 日 

6  66 

「わたしの宮城野」制作委

員会 

「宮城野原案内人養成講座」で調べた資料を基

に冊子「わたしの宮城野」を作成し、宮城野の

魅力を発信する。今年度は過去 3年間の編集、

まとめ作業を行った。 

8 月 19 日 

9 月 16 日 

10 月 21 日 

11 月 18 日 

1 月 20 日 

2 月 17 日 

3 月 16 日 

7  72 

 
 
 
 
 
 
 
 
〔沿 革〕 

仙台市の公民館は、昭和 21 年に在仙文化人有志による民間団体が主体となって設置されたのが始まりで、

昭和 24 年に仙台市公民館条例が制定され、行政機関としての「仙台市公民館」が発足した。その後、各地域の

公民館設置とともに、昭和 48 年には「仙台市公民館」を「中央公民館と」改称。昭和 58 年には榴岡図書館ととも

に現在地に開館し、平成元年には「中央市民センター・公民館」となり、翌年には「中央市民センター」と改称し

た。さらに平成 26 年 4 月より「生涯学習支援センター」と改称し、仙台市の生涯学習支援体制の充実・強化を図

った。 

当センターが位置する仙台駅東口周辺は、高い利便性を生かした企業や学校、マンションが混在するととも

に、古い歴史ある地域としての顔も併せ持っている。こうした立地条件から、市内各方面からの利用者や夜間の

利用頻度も高く、多様な学習活動、市民活動が活発な状況となっている。 

なお、施設機能の見直しに伴い、当センターにおける地区館事業は、平成 26 年度より近接する榴ケ岡市民

センターの出前講座として実施している。 

 
 
 

生涯学習支援センター 
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〔沿 革〕 

高砂市民センターは、昭和 43 年、高砂小学校校舎を改築し、高砂公民館として発足した。昭和 53 年宮城県

沖地震で建物が大破し隣接する前高砂小学校給食センターを改築、昭和 54 年に移転した。平成元年「高砂市

民センター・公民館」、翌年「高砂市民センター」と改称、その後平成 6 年高砂地区の中心部に複合施設として

新たに開館した。この地区は、七北田川、貞山運河、蒲生干潟、そして南部には広い田園地帯が広がっている

自然に恵まれた地域である。また、東北の海の玄関口、物流の拠点である仙台港を配し、背後地には大型商業

施設等の進出も相次ぎ、急激な都市化が進んできた。 

平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災により、沿岸部が津波で甚大な被害を受け、中野地区は仙台市災

害危険区域条例に基づき災害危険区域に指定され移転対象地区となった。それに伴い被災した中野地区、岡

田地区の多くは田子、上岡田、南福室に移転し、平成 27 年度末には 4 町内会（和田、西原、蒲生、港）は全て

解散した。また、管内にあった 5 つの応急仮設住宅も震災後 5 年を経て、退去されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 ★市民企画委員会「中野ふるさと学校」 

参加者 成人 延参加者 238 人 

開催日 全 23 回 5 月 15 日(金)～3 月 25 日(金) 

協力者・ 

協力団体 

共  催：宮城野区中央市民センター 中野地区４町内会（和田・西原・蒲生・港）、 
   高砂 1丁目公園仮設住宅自治会、 

一部共催：高砂ダーツクラブ、田子ダーツ会、田子市民センター 

協  力：笹谷由夫氏、顔晴ろうニッポン（兵庫県高砂市）、せんだい 3.11 メモリア

ル交流館、カトリック北仙台教会、ふれあい高砂、ｉ-くさのねプロジェクト、

未来に伝えたい中野・岡田の会、２０世紀アーカイブ仙台、広瀬川倶楽部 

ねらい 東日本大震災で甚大な被害を受けた中野地区４町内会（和田・西原・蒲生・港）
は平成 27年度末に解散することとなった。地区住民は故郷を離れそれぞれの土地
で再建を図り、新たなコミュニティに参加することになる。これまで築いてきた
中野地域の絆を大切にし、伝統や行事、風景を忘れることなく次世代に繋いでい
くことを目的とする。 

概要・成果 
概要○昭和 33年と平成 18 年の立体地図模型を製作（5月～10 月 ※企画 4月～） 

○企画講座の実施（7 月 日和山（蒲生）の山開き登山・11 月 ふるさと交流

会・1月 映像でつづる思い出ツアー） 

○センターまつり等での成果発表 

○成果報告会（住民参画・問題解決型学習推進事業「地域の絆再生プロジェクト」） 

成果①被災された方々が自ら企画・運営を行い、ふるさとを喪失した人々の絆の
維持や故郷の風景を後世に伝える等の活動ができ、成果を広く発表するこ
とができた。 

②集団移転や応急仮設の閉鎖などの課題に対し、企画委員会が心のよりどこ
ろとなる集いの場・語らいの場を設けることにより、一時的にでもかつて
の交流関係を復活させ、人々の心の復興に寄与することができた。 

③昭和 33 年と平成 18 年の立体模型は仙台港が築港される以前とその後を表

したものであり、中野地区の時代の変遷と記憶を視覚から呼び起こすこと

ができ、震災以前の中野地区の様子も場所を確認しながら語り合えるツー

ルとなった。 

これらの活動を通して、次の三点が特筆される。 
①被災者の方々は他との交流を継続することにより、新たな地での再建に向
け、所属感を高めることができる。 

②成果発表を管外まで広めることができ、新たな地での再建に自信をつけ参
加者の意欲向上につながった。 

③参加者が自主活動できるまでに成長した。 

高砂市民センター 
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〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参加

者 

★高砂子育てサロン～子

育てママの元気塾 

地域に身近にある市民センターとして、子ども

と一緒に運動したり、物作りをしたり、料理な

どを学びながら地域に住む子育て世代と転入

者が交流できる子育てサロンを開催した。 

5 月 14 日 

～12 月 17 日 
8 1,294 

夏の講座 

地域の 3小学校と連携して児童・保護者が参加

する様々な分野の講座を開催した。ジュニアリ

ーダーと遊ぼう、新体操、昔かたりなど 

7 月 29 日 

～7月 31 日 

8 月 4 日 

4 145 

中学生職場体験学習受入 

仙台市「仙台自分づくり教育」の一環として実

施している中学 2 年生の職場体験活動の趣旨

に賛同し受け入れた。事業企画、接遇、施設管

理等 

11 月 4 日 

～11 月 6日 

11 月 17 日 

～11 月 19 日 

2 11 

宮城野区インリーダー研

修会 

子ども会のリーダーとして活躍する児童及び

世話人を対象に、子ども会についての知識やレ

クリエーションゲーム等の学習をし、子ども会

活動の充実を図った。 

2 月 20 日 1 28 

未来・はばたけ！「たか

さごキッズクラブ」 

高砂中学校の部活動やジュニアリーダーを生

かし、小学生と中学生との交流を図り、中学生

には地域のボランティア活動のきっかけづく

りとした。また、高砂地区老人クラブ連合会と

連携し体験学習を行い、世代間交流を通した青

少年健全育成を行った。 

5 月 15 日 

～9月 26 日 
5 160 

高砂老壮大学 

地域の高齢者が生涯において学習を続ける意

欲を高め、活き活きと暮らすために、生きが

い・健康増進・予防介護・教養・移動学習を中

心とした学習の場とした。また、受講生の集い

の場として受講生同士の交流と親睦を図った。 

5 月 20 日 

～2月 17 日 
10 1,071 

★三館共催事業「七北田

川・梅田川の防災今昔」 

三館共催で七北田川・梅田川の水害に対する地

域情報の共有を図るため、情報交換を行った。

また、川の水害の歴史を学び川について理解を

深めた。さらに、将来への備えについて考察し

た。 

6 月 26 日 

7 月 11 日 

10 月 31 日 

3 133 

★高砂サローネ 2015カフ

ェコンサート 

音楽による心のケアと、震災以前の絆、仮設住

宅で築かれた絆、新たな復興住宅などで築かれ

つつある絆を市民センターに集い交流するこ

とで再確認し、より強固にしていくことを目的

として実施。カフェコンサート 

4 月 5日 

～3月 20 日 
6 983 

★市民企画講座「中野ふ

るさと学校」 

平成 27 年度末に解散する中野地区の 4 町内会

の住民を中心メンバーとしてスタート。10 月

から平成 28 年正月に向けて転出のピークを迎

え、町内会が解散してまうため、集える機会、

ふるさとを思い返す講座を開催した。 

7 月 1日 

～1月 30 日 
3 170 

★◎新浜たんぼ学校 

新浜地区は昔から農業が盛んで、仙台市の台所

としての役割を果たしてきた。未来を作る子ど

もたちが田んぼ作りを体験しながら、震災の復

興の様子・農業の再生の様子を体感し、地域交

流していくことで新浜町内会の活性化を目指

した。 

4 月～2月 7 389 
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★国際物流拠点としての

仙台港および高砂地区の

歩み 

国際拠点港湾となった仙台港までの物流の歴

史や経済効果を学ぶとともに、流通とそこに集

まる工業製品等の開発の現場を実際に見学し、

歩いて、聞いて、見て学び、将来の高砂地区の

更なる発展を予測しながら地域づくりに生か

していくことを目的として実施 

7 月 4日 

8 月 9日 

12 月 12 日 

3 55 

★高砂市民センターまつ

り 

市民まつりと位置づけ、地域住民相互の交流の

場として各世代が参加し楽しめるイベントを

開催した。また市民センター利用サークルや地

域の保育所・幼稚園・小中学校の児童・生徒の

作品展示とステージ発表など学習成果発表の

場とした。 

10 月 24 日 

～10 月 25 日 
2 14,596 

★いきいき高砂みんなで

手をつなごう 

大震災後、地域住民が相互理解し笑顔を取り戻

せるように、多くの人たちが集まり交流を深

め、遠方に住む被災者もまつりを通して再会

し、旧交を温め、郷土愛を確認し復興へと繋げ

ていくことを目的として、高砂地区社会福祉協

議会と共催しまつりを開催。 

12 月 5 日 1 2,110 

★高砂市民センター懇話

会 

市民センターの事業運営に関する地域住民の

様々な意見を聴き出し、地域の課題を見出しな

がら共有を図り、市民センターの事業運営に反

映した。 

5 月～11 月 2 20 

高砂フレンズクラブ定例

会 

ジュニアリーダーの定例会を開催し、活動の助

言や相談を行う場を提供し、資質を高めること

を目的として実施。また、子ども会からの要請

の内容の確認と役割や活動の報告をし、交流を

図った。 

通年 12 50 

★●震災復興地元学 

東日本震災のため、宮城野区の沿岸部である中

野・岡田地区は、自然や生活が「一瞬にして」

大きく変化し、喪失してしまった。その地の

人々が自分のふるさとを記憶にとどめ、誇りを

持ってふるさとを語れるように、震災前の日常

生活と震災後の生活の動きを記録に残すため、

冊子を作成した。 

4 月 16 日 

～3月 23 日 
25 292 

★写真ボランティア養成

講座 

東日本大震災以降、地域の記録を後世に残すこ

との大切さが見直されている。これからの高砂

地域風景や行事の記録を残し後世につたえる

とともに、市民センターで活動する人々の生き

生きした様子を写真で記録し伝えることを目

的として実施した。 

5 月 16 日 

～8月 8日 
5 29 
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〔沿 革〕 

岩切市民センターは昭和 56 年に開館した「岩切公民館」を前身とし、平成 2 年「仙台市市民センター条例」

により「仙台市岩切市民センター」と改称された。平成 18 年 6 月から 12 月まで大規模改修が行われ現在に至っ

ている。建物内部には市民センターのほかに、保健センター、老人憩いの家、コミュニティ防災センター資機材

倉庫が併設されており、さらに平成 22 年 3 月より岩切証明発行センターが併設された。 

 当地区は宮城野区の北東部に位置し、美しい田園風景が広がる。古からの歴史と文化を伝える神社、仏閣、

遺跡が点在している。近年は岩切駅前地区の再開発により若い世代の人口増加が著しい。人々の学習意欲は

高く、自主サークル活動が盛んに行われてきた地域である。 
 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●家庭教育地域交流会 

参加者 地域関係諸団体 延参加者 62 人 

開催日 全 6 回（各水曜日） 6 月 10 日、 ７月 15 日、 9 月 9 日、 １１月 18 日、１月 20 日、3 月 2 日 

協力者・ 

協力団体 
岩切小学校 PTA、岩切中学校 PTA、岩切児童館、岩切小学校社会学級、岩切保健センター 

ねらい 岩切地域では若い世代の増加に伴い児童数も増え、教育環境も変化している。そこで地域と

つながりが深い６団体が情報交換をし、地域の実情に合わせた親子で学べる講座の企画・開

催をし、より良い家庭教育の普及と発展に繋げる。 

概要・成果 岩切の特産物の曲がりねぎを使った「曲がりねぎフェスタ in いわきり」では小中学生による曲

がりねぎ料理ベスト 3 を選出、児童館の子ども達による創作ダンス「曲がりねぎのハーモニー」

を発表した。また、地域にある仙台箪笥の流れをくむ工房による「ストリートオルガンがやって

くる」を開催し、美しい音色と工芸品の良さを参加者全員（親子共々）が楽しく学習する機会を

提供することができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●いわきり子育てネット

ワーク「岩切子育て会議」 

若い子育て世代の流入が続いている岩切地域におい

て育児を支援できる環境整備と仲間作りの場を提供

した。①「いわきり親子でわいわい広場」の開催 ②

食育講座の開催（託児付）③岩切地区コミュニティま

つり参加 

6 月 24 日 

7 月 10 日 

10 月 25 日 

3  292 

子どもの広場 
①小学生がバルーンアートに挑戦 ②岩切中学校の

理科室を使用して理科実験教室 ③小学生がフット

サルを体験④親子でそば打ちに挑戦 

6 月 13 日 

7 月 29 日 

9 月 26 日 

11 月 14 日 

4  61 

中学生 職場体験 
岩切中学校の２年生を対象に市民センター概要説明、

施設見学、窓口接客体験、サークル体験、備品点検・

整備、講座企画体験を実施。 

10 月 21、22、23、

27 日 
1  6 

インリーダー講習会 

①世話人に向けて子ども会活動についての講話②児

童に向けてインリーダーの役割についての講話③児

童と世話人に向けてレクリエーション・ゲーム等の演

習 

1 月 30 日 1  33 

岩切老壮大学院 

入学式、修了式。講話：遺言の書き方、甘酒のはなし、

家庭でもできるインフルエンザの予防策、写真で見る

懐かしの岩切、介護保険について。朗読劇。オカリナ

コンサート。軽体操。館外学習：石巻方面、宮城野消

防署岩切出張所見学。 

4 月 15 日 

～3月 9日 
12  551 

岩切市民センター 
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岩切老壮大学 

岩切に暮らすシニア世代に学習の場を提供し、学ぶこ

との喜びを感じてもらう機会とした。また、受講生の

交流で地域の絆づくりの一助とした。地域に住む 60

歳以上の受講生を対象とした、文化・歴史・音楽・健

康などに関する講話と実技の実施。 

4 月 17 日 

～3月 11 日 
12  557 

スマートフォンで残す岩

切の四季 

スマートフォンでの写真撮影方法・市民センターへの

送信法を学んだ。市民センターロビーでの作品展示。 

4 月 25 日 

～3月 26 日 
6  66 

すずむしリンリン講座 

仙台市の虫であるすずむしを育て自然の中で自生で

きるように活動を継続し、市民に興味、関心を持って

もらう機会とした。配布会、実験放虫、小学校出前授

業、コミュニティまつり参加、 

6 月 5日    

7 月 25 日 

 8 月 21 日  

10 月 25 日 

4  496 

★考えてみよう、岩切の防

災 

岩切の諸団体と連携し、地域住民の災害に対応する力

を高めるための支援を行った ①避難所設営訓練事

前勉強会 ②避難所設営訓練 ③避難所設営訓練振

返り  ④カルタ＆ゲーム de 防災 ⑤AED 講習会（救

急救命講習） 

8 月 22 日 

9 月 12、19 日 

1 月 16 日 

2 月 6日 

5  132 

★たのしいニュースポー

ツ 

複数年事業の 3年目で、種目をスポーツ吹き矢、グラ

ウンドゴルフ、ペタンクとして実施。受講者には好評

で、サークル立ち上げの動きも生まれた。 

5 月 16 日 

～12 月 19 日 
8  130 

岩切市民センターまつり 

市民センター利用サークル及び地域住民・各団体の交

流と学びを通した地域づくりを目指し、展示発表(体

験コーナー)、舞台発表、出店・図書コーナー、ダン

ス交流会、動物ふれあい広場、保健センター健康づく

りコーナー等開催。 

10 月 10、11 日 2  1,250 

★岩切地域懇談会 

市民センター利用者、地域住民、地域諸団体等と防災

情報を含め地域づくりや地域課題などについて情報

交換し、地域課題・市民センターとして取り組むべき

課題を明確にして事業運営に反映させた。 

6 月 23 日 

11 月 26 日 

2 月 24 日 

3  21 

市民企画会議 

岩切地域の様々な資源の活用及び問題解決のため、住

民による「市民企画会議」を組織し、講座の企画・運

営等を行った。①企画会議②講座の実施（年央企画：

市民企画講座「ペッタンいわきり演芸館」）③反省会 

8 月 6日 

～3月 17 日 
7  24 

家庭教育地域交流会「スト

リートオルガンがやって

くる♪」 

オルゴール作家からオルゴールの歴史・工芸技術など

を学習し、手回しオルガン・創作オルゴールの演奏、

操り人形、バルーンアート等ストリートパフォーマン

スを楽しんだ。 

11 月 28 日 1  55 

家庭教育地域交流会「曲が

りねぎフェスタ in いわ

きり」 

①小中学生に「曲がりねぎ料理」を数品試食してもら

いその中でベスト３を決定。②「曲がりねぎシンポジ

ウム」で曲がりねぎについて学習し、子どもの好きな

曲がりねぎ料理ベスト３を発表・試食。児童館の子ど

も達による創作ダンス発表。 

1 月 30 日 

2 月 13 日 
2  123 

岩切小学校地元学地域連

携事業 

小学生に岩切の良さを認識し、地元への愛着を持って

もらうことを目的として、岩切歴史探訪の会から地域

で伝統的に栽培している苧麻についての講義と指導

をしてもらい、ミサンガを作成した。 

9 月 16 日   

10 月 7 日   

10 月 21 日          

3  111 

市民企画講座 

ペッタンいわきり演芸館 

転入者の増加が続く岩切において、岩切の文化を紹介

し住民が気軽に参加し交流することを目的に、餅つき

と演芸を行う会を開催した。獅子舞やコマ回しの演技

を見ながら餅の試食を行い、参加者同士の交流を図っ

た。 

2 月 27 日 1  77 
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〔沿 革〕 

鶴ケ谷地区は、大型のモデル団地として昭和 43 年に入居を開始した住宅団地で、鶴ケ谷市民センターは、

団地の完成とともに RC3 階建、温水プールを併設する施設として昭和 47 年 5 月 22 日に開館した。 

 その後、地域住民から生涯学習への要望が高まり、昭和 59 年から岩切公民館の協力を受け各種の講座が開

設されたが、本格的に生涯学習が展開されたのは、平成元年、市民センター・公民館として発足してからのこと

である。 

 平成 4 年 4 月には児童館が併設され、地域の生涯学習・児童福祉・コミュニティづくりの拠点となった。 

 平成 23 年 3 月の東日本大震災で被災し、平成 24 年 3 月から仮事務所で生涯学習事業を行ってきたが、第

一市営住宅団地再整備地内に移転新築され、平成 28 年 4 月 2 日から単独館として、供用を開始した。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 ★君もプチレスキュー 

参加者 
仙台市立鶴谷中学校 1、2、3 年生 

仙台市立西山中学校 1 年生 
延参加者 392 人 

開催日 全 4 回 7 月 3 日（金）～10 月 20 日（火） 

協力者・ 

協力団体 

宮城野消防署、東北福祉大学、鶴ケ谷東地区民生委員児童委員協議会、鶴ケ谷西地区民

生委員児童委員協議会、宮城野障害者福祉センター、NPO 法人 FOＲYOU ニコニコの家 

ねらい 

高齢者や弱者に配慮した安全で安心なまちづくりが、高齢化が進んでいる当地域の課題とな

っている。災害時に地域の一員として積極的にボランティア活動を行えるように、中学生対象

に避難所運営に必要な知識、技能を体得してもらうと同時に、人命救助方法を経験させ、防

災に対しての意識を高める。 

概要・成果 

鶴谷中学校では学年毎に、1 年生は災害弱者疑似体験と防災グッズカードゲーム、2 年生は

AED の使い方、3 年生は地域の方々の指導のもと仮設トイレの組み立て体験と、クロスロード

ゲームの体験をした。今年度から中学校３年間にわたり、防災知識や技術等を習得できるよう

にした。 

西山中学校では、そなえゲームを実施した。 

両中学校とも楽しみながらも集中して学習することができ、地域の一員としてボランティア活動

をしようとする自覚が芽生えた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

児童向けに子ども会活動の心構えについての講

話、行事の立て方やレクレーションの進め方の

講習。世話人向けに子ども会のあり方や運営の

仕方や役割の講話、情報交換。ジュニアリーダ

ーとゲーム体験を行った。 

2 月 20 日 1  74 

さわって サイエンス 

鏡の特性を学びながら、水万華鏡を作成した。

仙台三高 SSH クラブ生徒 19 人が講師になり、液

体窒素・空気砲の演示実験、スライム作りを行

った。 

6 月 27 日 

9 月 12 日 
2  48 

鶴ケ谷市民センター 
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キャップハンディ体験 

地域内小学 4 年生を対象とし、聴覚障害、車い

す生活や視覚障害についての話を聞くことによ

り障害を持つ人への理解を深め、地域で共に暮

らすことの大切さを学んだ。 

9 月 17 日 

10 月 8 日 

11 月 11、13 日

1 月 19、26 日 

6  279 

鶴ケ谷ことぶき大学 

高齢者向けに歴史講話、コンサート、文学講座、

健康講話、国際交流講話を行った。また運営委

員会企画講座として、館外学習及び講話を行っ

た。 

5 月 20 日 

6 月 17 日 

7 月 15 日 

8 月 19 日 

9 月 16 日 

10 月 21 日 

11 月 18 日 

12 月 16 日 

1 月 20 日 

2 月 17 日 

10  584 

★私たちの鶴ケ谷～これ

までを学びこれからを考

えよう～ 

複数年事業 3 年目。前年度までの成果物の還元

や情報発信、また講座を通してのまちづくりを

考えた。地域の行事やサロン、児童館、市民セ

ンター事業などで成果物の紹介を行った。また

地域の諸団体や地域住民を対象に公開講座及び

交流会を開催した。また諸団体との意見交換会

を行った。 

5 月 15、26 日 

6 月 24 日 

7 月 28 日 

8 月 25 日 

9 月 11、27、29

日 

10 月 15、24、

27 日 

11 月 24 日 

12 月 2、12 日 

14  250 

鶴ケ谷市民センターサロ

ン お茶っこ会 

サポーター打ち合わせ会を実施した。 

ギター演奏、トーンチャイムコンサートと体験、

ゲーム体験、民謡コンサート、ピアノに合わせ

て歌う等の講座のあと、茶話会を設け交流した。 

6 月 3、10 日 

7 月 8 日 

9 月 2日 

10 月 7 日 

11 月 4 日 

6  162 

鶴ケ谷市民センターまつ

り 

地域団体やサークルの展示発表、ステージ発表

とゲスト演奏を行った。 
10 月 24 日 1  300 

鶴ケ谷市民センター 

 地域懇談会 

市民センター事業に対する意見交換と、地域課

題の理解と把握、よりよい事業計画をするため

の懇談会を実施した。 

7 月 23 日 

2 月 12 日 
2  17 

★鶴ケ谷・燕沢さんぽみち

-このまちへようこそ 

主催講座「私たちの鶴ケ谷」で作成したビデオ

クリップ視聴、講話「鶴ケ谷・燕沢紹介」、鶴ケ

谷市民センターまつり観覧、燕沢歴史散策、ひ

ょうたん沼に自然観察会と交流昼食会、プラザ

ビル・ショッピングセンター・みやぎ生協の理

事長と店長を迎え、まちのお買い物情報を聞い

た。 

10 月 15、24、

29 日 

11 月 12、26 日 

5  67 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダーサークル「鶴ケ谷 Yourself]

の活動支援として定例会を開催。平成 27 年度は

バルーンアートの研修も取り入れ技術の向上を

図った。 

4 月 11、25 日 

5 月 9、23 日 

7 月 11、25 日 

8 月 8、22 日 

9 月 12 日 

11 月 14 日 

12 月 5、19 日 

1 月 9、23 日 

2 月 27 日 

15  29 

市民企画会議「鶴ケ谷・燕

沢紹介」 

市民企画会議を開き、転入者向けの講座を企画

した。チラシ作成や、チラシの戸別配布等、企

画員がそれぞれの役割を担った。 

5 月 21 日 

～11 月 26 日 
9  52 
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〔沿 革〕 

榴ヶ岡市民センターは、日本住宅公団の高層共同住宅の建設に伴い、一階・地階部分の一部を市民会館の

分館として位置付け、昭和 48 年 6 月に開館した。平成元年 4 月には公民館が併設され、翌年 4 月に「榴ケ岡

市民センター」に改称された。平成 24 年 7 月 31 日にはそれまでの本館を閉館し、同年 8 月 28 日に榴岡公園

軽体育館の名称を「榴ケ岡市民センター」へ変更して現在に至っている。 

当市民センターは、市民の憩いの場である榴岡公園に隣接し自然環境に恵まれ、近くには仙台市歴史民俗

資料館、国の合同庁舎、楽天 Kobo スタジアム宮城などがある。中心市街地として都市基盤整備が進み古くから

の街並みが日々変化している中、新旧地元住民の交流の場として、また各種会合や生涯学習活動の場として

多くの人々に利用されている。 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★●東口まち歩き「宮城野さんぽみち」 

参加者 どなたでも 延参加者 725 人 

開催日 全 24 回  4 月 28 日（火）～3 月 28 日（月） 

協力者・ 

協力団体 
東口ガイドボランティア「宮城野さんぽみち」  若林区まちづくり推進課 

ねらい 
仙台駅東口周辺のまち歩きと関連公開講座を行うことで、この地域の魅力を発信し、地域へ

の関心を喚起する。また、ガイドボランティア団体と共催することで、市民の学習成果を還元

し、活動場所の提供によって団体の自立を支援する。 

概要・成果 
定例のまち歩きや公開講座、学校からの依頼、地下鉄東西線開業を契機とした区役所との

共催等、24 回の開催で、多くの市民に、駅東口の魅力を伝え、この地域への関心を喚起す

ることができた。ガイド、地域住民、参加者との間に交流も生まれ、ガイド活動に参加する人も

出てきている。また、地域団体とのつながりも深まり、センターやガイド団体との協力体制も生

まれてきている。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

こあら る～む 

地域の子育て中の母親に読み聞かせや手遊びな

ど親子で楽しむ場を提供した。また、託児付で

母親自身の学習の場を提供し、楽しく充実した

子育て生活ができるよう支援した。 

6 月 12、19、26

日  

11 月 13、20、

27 日 

 1 月 29 日 

2 月 26 日 

8 132 

東口ゆうえんち 

学校や学年の違う子どもが大勢で一緒に楽しめ

る場として、４回開催した。社会人・学生スタ

ッフとの交流もあり、社会性や公共性を身に付

ける機会となった。 

7 月 18 日 

10 月 17 日 

11 月 22 日 

2 月 20 日 

4 268 

インリーダー研修会 

榴岡小学校に通う児童が所属する子ども会の活

性化を図るため、子ども会の核となるリーダー

と世話人を対象に、子ども会に関する知識を取

得したり、レクリエーションやゲームの運営・

技術を学ぶ機会を提供した。 

2 月 27 日 1 49 

地域が伝える「平和学習」 

榴岡小学校 6 年生の児童を対象に、地域の「語

り部ボランティア」の方から戦中戦後の体験を

聴く出前授業を開催。「戦争」と「平和」につい

て考える機会を提供した。 

2 月 23 日 1 112 

榴ケ岡市民センター 
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★榴ヶ岡老壮大学 

地域の高齢者が仲間づくりや交流によって生き

がいをもって日常生活を送れるよう、健康・歴

史・防災などの講話や施設見学など、年間を通

して学習の場を提供した。運営委員会を組織し

積極的な自主学習もできるよう支援した。また、

災害復興公営住宅に入居する住民の参加も促し

た。 

4 月 16 日 

～3月 3日 
12  837 

介護予防講座 

「東口ますます元気教室」 

定期的に色々な介護予防について学習する場と

して、包括支援センターと共催して運動講座や

栄養、認知症予防に関する講座を開催した。 

5 月 27 日 

～1月 27 日 
9  353 

●未来に遺そうすずむし

の里 

「すずむしの里づくり事業」を推進するため、

「すずむしの里づくり実行委員会」と協力し、

榴岡小学校で出前講座を行った。外壁工事のた

め、当初予定の配布会とコンサートは中止とな

った。 

7 月 14 日 1  122 

★社会学級共催事業 

「萩こぼれて」 

それぞれに活動している３社会学級が交流を深

めながら、社会学級生の地域活動への参加を促

し、活気ある地域づくりを目指すために、学び

の場の企画運営を行った。 

5 月 21 日 

6 月 3 日 

8 月 27 日 

3  17 

★社会学級共催事業「萩こ

ぼれて」被災地訪問～山元

町の今を訪ねて 

震災から 4 年以上経った今、被災の現実や地域

の変化に向き合い、これからの自分たちの活動

を考えるために、市外被災地を訪ねた。 

9 月 10 日 1  26 

★榴岡地域団体共催事業 

地域の４団体と共催で、集いと交流を目的とし

て「ハートフルステージ in 榴岡」を企画運営し

た。地域の団体の出演や新旧住民の参加等、共

催団体のネットワークの活用で交流を促した。 

4 月 24 日 

5 月 8 日 

7 月 4日 

2 月 5日 

4  216 

★榴ケ岡市民センター地

域懇談会 

管轄地域を見据え、センター利用者、町内会役

員、地域住民など各層の方々と相互に理解を深

め、今後の事業展開に役立てるために、情報交

換を行った。 

2 月 5日 1  15 

東口ゆうえんち企画会 

9 回の企画会議を行いながら、小学校 1～3年生

対象の「東口ゆうえんち」を運営・実施した。

企画員は子どもの健全育成に関心のある学生・

社会人であり、企画会の中で交流を図りながら

スキルアップに繋げていた。 

4 月 25 日 

7 月 4 日 

9 月 19 日 

10 月 3 日 

11 月 7、21 日、

2月 6、13、19、

20 日 

10  56 

「榴岡地域案内人養成講

座」榴岡さんぽみち～ガイ

ドブック製作企画会～ 

榴ヶ岡さんぽＳＣ（スケッチサークル）と榴岡

さんぽみち案内人が、意見交換しながらガイド

ブックを製作している。（複数年事業） 

4 月 28 日 

7 月 29 日 

8 月 18 日 

9 月 15 日 

1 月 26 日 

3 月 1 日 

6  42 

「榴岡地域案内人養成講

座」榴岡さんぽみち～案内

人企画講座～ 

「榴岡さんぽみち～案内人編」の受講生が、案

内人としての経験を重ね、自信につながるよう

に、ガイドツアーを企画運営した。また、近隣

の市民センターで活動するボランティアとの交

流を深め、スキルアップを図った。（複数年事業） 

4 月 23 日 

5 月 8 日 

6 月 25 日 

9 月 17、25 日、 

10 月 25 日 

11 月 25 日 

7  103 

あなたのやりたいを見つ

ける！ 

「サークル見学・体験会」 

当館で活動しているサークル情報を地域住民に

向けて発信、見学・体験会を実施することで市

民の学習・仲間づくりを支援、またサークル活

動の活性化を支援した。また、復興公営住宅の

入居者へも広報を行い、新しい住民が地域に馴

染むきっかけ作りとした。 

1 月 15 日 

～2月 24 日 
15  19 
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〔沿 革〕 

東部市民センターは、昭和 47 年 5 月に旧保健所庁舎の一部を改装し開館した「東部市民福祉会館」を前身

としている。昭和 58 年 4 月に改築され、平成に入り「東部市民センター」に改称、平成 5 年 4 月には「東部児童

館」が併設されている。また、この地域は、ＪＲ陸前原ノ町駅・苦竹駅・小鶴新田駅・東仙台駅があり、東北本線、

仙石線、貨物線、新幹線等が通る鉄道景観が見事に交錯する街並である。 

 当市民センターの中学校区は東仙台中学校、小学校区は東仙台小学校・新田小学校が管轄。さらに立地状

況としては、宮城野区役所から北東へ約 0.7km の地点に位置し、南に国道 45 号線と北に利府街道、その中間

を跨ぎ繋ぐ形で、通称「中原地区」といわれる住宅地にある。また、付近には、東仙台・苦竹・原町・自衛隊苦竹

駐屯地などそれぞれに歴史を持つ住宅地や商業地が広がっている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 
● 地域の絆再生プロジェクト「地域づくり講座」 
地域プロデュース「東仙台耀きクラブ」企画 ～伝えたい地域の歴史～再考 

参加者 成人 延参加者 89 人 

開催日 
 全 8 回 5 月 10 日（日）、6 月 10 日（水）、7 月 7 日（水）、8 月 5 日（水）、9 月 9 日（水） 

10 月 14 日（水）、11 月 11 日（水）、12 月 9 日（水） 

協力者・ 

協力団体 
共催：宮城野区中央市民センター 

ねらい 平成 24 年度から宮城野区中央市民センターとの共催事業「住民参画・問題解決型学習推進

事業」地域の絆再生プロジェクト「地域づくり講座」地域プロデュース「東仙台耀きクラブ」で、

「地元学 伝えたい東仙台」を、27 年 3 月に発行した。 

地域プロデュース「東仙台耀きクラブ」メンバーの中で、「地元学の冊子はあるが、震災後の街

整備や、時代とともに移り変わる地域の変容した様子、そして地域の貴重な歴史を、地域の

人々に伝えたい」という課題が挙がった。 

課題解決の手段として、上述した「地元学 伝えたい東仙台」冊子をもとに、地域の方が受け継

ぐ地元学として、郷土への歴史の継承と情報発信を図る。また、地域の歴史を語れる語り部の

育成を目指すことを目的とする。 

概要・成果 東仙台地域の「地形」「地名」「地勢」に関して学んだ。その中で、前年度までのメンバーに加

え、今年度から参加したメンバーと、東仙台・苦竹・新田地域の歴史を共に学びつつ認識の共

有化を図った。 

地域の歴史を伝える歴史ボランティアの育成を見据えて、地域の歴史を伝える散策路行程

（案）A コース、B コースを定め、実際に地域を歩きながら互いに学ぶ機会を持ち、語り伝える

べき事象や地点を探った。 

今年度の学びを生かして、前年度完成したジオラマに旧街道や地名を記すなど、学びの成果

を集約し、地域まつり「東部ふれあいまつり」に参加し、地域に伝えた。 

次年度は、地域の歴史を伝える散策路 A コース、B コース及び、それを記載したマップを完成

させて、地域の歴史を語れる語り部ガイドボランティア団体の発足を目指すことを「東仙台耀き

クラブ」メンバーで確認した。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 
実施日・

期間 
回数 

延参

加者 

親子で体験！ 

「苗から作るカレーライ

ス」 

野菜が畑で栽培されて調理し口に入る過程を学ぶために、畑

の土作り、野菜の栽培と管理、収穫と調理を行った。老若男

女の異世代交流を深め、共に成長する機会とした。、 

６月 

～８月 
5 127 

子育てサロン 

「まったりルーム」 

子どもとの接し方を学び、悩みを相談、子育て中の親や地域

の子育ての先輩との交流を図る機会を提供した。東部子育て

支援クラブの行事への参加、親子でストレッチ・託児室付き 

10 月 

～11 月 
3 42 

東部市民センター 
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東部子どもの育ちを支え

るプロジェクト 

子どもたちが地域の他世代や異年齢の子どもとの交流や体験

を通じ、社会性を育む機会を提供した。併せて地域全体で子

どもの健やかな育ちを支える環境作りをした。昔遊び、ボー

ドゲームカフェ、中学校他流試合等々 

４月 

～３月 
12 815 

仙台自分づくり教育 

「がんばれ中学生職場体

験」 

自分の目標や将来の生き方を意識して行けるよう市民センタ

ーの職場体験を実施した。 

市民センターの設置目的について講話、生涯学習事業の企画

演習・講座体験、施設管理業務の体験等 

11 月 1 2 

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリーダーとして

活動する児童及び世話人を対象に、子ども会についての知識

やレクリエーションゲーム等を学習する機会を提供した。 

2 月 13 日 1 41 

東部武将隊 

「東仙台甲冑教室」3 

甲冑の構造を知り、実際に着用できる甲冑を簡易作成するこ

とで、仙台の歴史に触れ、地元の歴史を学ぶ機会とした。ま

た、甲冑製作からまちづくりについて学んだ。 

5 月 

～3月 
10 102 

★老壮大学 

「東部いきいきスクール」 

市民センター職員と運営委員会による企画で、さまざまな学

習の機会をつくり、学びを生かして楽しく活動できる場を提

供した。開講式、自主企画講座、館外学習、閉講式等 

4 月 

～3月 
11 431 

★楽しいシニアライフ 

「笑顔で毎日をおくるた

めに」 

既存のサークルや団体に入りにくいと感じている高齢者に、

参加しやすい体操の講座で健康を学び連携することができ

る。その情報をもとに地域の人たちと交流できる機会を提供

した。 

健康講話と軽運動（転倒予防、口腔体操、風邪予防） 

12 月 

～2月 
4 124 

★鉄道景観を活かしたまち

づくりプロジェクト Vol.4 

「東仙台・新田・苦竹を写

真で残そう  わが町・わが

風景」 

地域への愛着や関心を意識づけることを目的とし、講話･実技

指導目的に応じた撮影技術、編集を学んだ。、集まった写真を

地域から発信するためにコンテストを実施した。 

6 月 

～2月 
6 114 

東部市民センター懇談会 

地域住民対象に、情報交換や意見交換を行い、地域づくりや

生涯学習への参加や利用促進について理解を深めていただい

た。また、施設利用者を対象に、減免についてや使い方、活

動についての意見交換を行った。 

6 月 

～2月 
2 43 

★第 21 回東部ふれあいま

つり 

町内会・センター利用サークル･団体・ボランティア団体の日

頃の活動や学習の成果発表の場を提供した。 

地域活動の展示、主催講座の展示、舞台発表、展示発表、出

店、児童館遊びコーナー等 

10 月 4 日 1 1,850 

★仙台七夕を作って飾ろ

う！ 

仙台七夕を学び、共に七夕を作ることで交流し、新たなる地

縁を作るきっかけとした。また、地域の小中学校と連携し、

子どもたちが地域づくりに携わる機会として､製作･展示をし

た。 

実技七夕製作飾り付け等 

6 月 

～8月 
8 429 

★こんにちは東部市民セ

ンターです 「東部地域ふ

れあいコンサート」 

復興住宅建設に伴う移住者や、分譲マンションに越してきた

若い世代が多い新田地区と、近くにあっても普段市民センタ

ーに足を運ぶことのない東仙台地区の住民のために気軽に集

えるコンサートを行った。 

5 月 

～2月 
1 70 

★●みんなで学ぶ「地域で

支える東仙台防災ルール」 

東仙台防災対策委員会と協働して、地域の防災に関する研修

会を企画運営をした。 

4 月 

～3月 
6 173 

★新しい自分発見 

「東部市民センター・サー

クル・ボランティア体験

会」 

地域に情報発信や体験会、団体間のコーディネートを行った。 

サークル体験会・ボランティア体験会 

4 月 

～2月 
7 11 

中学生地域貢献講座企画

会議 

東仙台中学校と連携し、防犯ボランティア「スーパーアルカ

ス」の有志を核として、中学生が地域課題（防災､防犯）のた

め､どのようなことができるかを考え､講座の企画をした。企

画会議 

5 月 

～2月 
1 11 

東仙台中学生地域貢献講

座企画会企画 

「ストップ！！振り込め

詐欺」大切な人がだまされ

ないために！ 

東仙台中学校・東部児童館・新田小学校児童のそれぞれが啓

発チラシの原案を作製した。地域の老人クラブと連携し、チ

ラシを配布し、注意を促した。注意喚起メッセージ発信の講

座を行うことで、地域の犯罪抑止に貢献した。 

7 月 

～12 月 
4 24 

子ども参画型社会創造支

援事業 

新田まちづくりこども計

画 

意識調査(新田小５・６年生対象アンケート実施） 

アンケートからでた課題について、児童が会議を行った。ま

た、新田おやじの会と共に、遊びの体験教室を行い、地域の

課題について考えた。 

7 月 

～3月 
3 113 
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〔沿 革〕 

幸町市民センターは、平成 5 年 4 月 20 日、幸町児童館及び幸町コミュニティ防災センターを併設した複合施

設として開館した。 

当市民センターがある幸町中学校区は、大型商業店舗の進出、民間マンションの建設などで町並みの変容

著しい幸町・大梶地区と、与兵衛沼、枡江の森などの緑豊かな自然に恵まれた枡江地区からなる。仙台市ガス

局や県・市障害福祉センターなどの公共施設や、きぼう園、いずみ授産所などの福祉施設とともに、国、県、市

の公営住宅があり、民間も含めて集合住宅が多い地域でもある。また、平成26年度には復興公営住宅も完成し

た。高齢化が進む中、子育て中の世代や若年層の住民の増加もみられ、ここ数十年で地域の環境は大きく変

化した。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 さいわい地域連携事業 第 6 回ハッピーコンサート 

参加者 地域住民 延参加者 183 人 

開催日 
全 6 回   7 月 1 日(水)、9 月 2 日(水)、10 月 7 日(水)、 

11 月 11 日(水)、12 月 12 日（土）、1 月 20 日（水） 

協力者・ 

協力団体 

子育て支援クラブこうなん、幸町南社会学級、子育て支援クラブハッピーキッズサポート、 

幸町児童館、幸町南児童館、サークル「ORIGAMI」、イオン仙台幸町店 

ねらい 

地域住民が気軽に集える身近なコンサートを継続的に開催することで、地域にさらに

浸透させ、連携団体の結びつきを強めることを目指す。また、連携会議を通して、横

のつながりを強め、更なる交流の場と学びの場を地域で連携して作りあげていくこと

を目的とする。 

概要・成果 

連携５団体と共に５回の会議を行い、平成２７年度で第６回となる「ハッピーコンサ

ート」を企画した。前年度までは夜間開催であったものを、会場を変更することによ

り日中開催とすることができた。これにより来場者だけではなく、交渉できる出演者

の幅が広がった。仙台育英学園高等学校吹奏楽部、地域在住のマリンバ奏者の出演を

得、クリスマスという時季に合わせて曲目や広報、会場装飾などに趣向をこらした。 

連携団体とともにきめの細かい広報活動を行うことにより、幅広い年齢層から定員を

超える申込みがあった。またコンサート当日は、各連携団体からの声がけで３０名の

ボランティアが集まった。ボランティアが設営や受付に参加し積極的に活動したこと

によって、コンサートを円滑に運営することができた。 

連携することにより連携団体相互のつながりが深まっただけではなく、地域住民やボ

ランティアがコンサートを介して交流し、学びあう場をつくることができた。また、

来場者アンケートからも多くの地域住民が演奏を楽しんだ様子がうかがえ、地域行事

の充実という点でも連携の意義を再確認することができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

まま＆プレままのリフレ

ッシュ応援講座 

育児に多くのストレスを抱えていると思われる親子

を対象に、気軽に集い、共に悩みを語り合える子育て

支援の場を提供した。歯のお話と歯磨き、子育てサロ

ン、おやつ作り、ベビーヨガ、交流会を実施 

6 月 19、26 日 

7 月 3、10、17 日 
5  85 

さいわいどんぐりクラブ 

子どもたちの自主性や創造性を育むことを目的とし、

学校の授業だけでは取り組めない様々な体験の場を

提供した。クリスタルな素材を使ったコラージュ、か

ぼちゃマフィン作り、移動天文台、凧作りを実施 

8 月 19 日 

10 月 24 日 

12 月 18 日 

1 月 9日 

4  142 

幸町市民センター 
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仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

地域の子ども会活動を更に充実させるため、次年度の

子ども会活動の中心となる児童や世話人を対象とし

た実践的学習を行った。講話、行事の立て方、レクリ

エーションゲームの進め方。 

2 月 6日 1  50 

ジュニアリーダーとあそ

ぼう 

ジュニアリーダーが、研修会等に参加して得た工作や

レクリエーションの知識を活かし、実践する場を提供

した。幸町児童館まつりにて「もぐらたたきゲーム」、

幸町市民センターまつりにて「的当てゲーム」を実施 

10 月 3 日 

11 月 15 日 
2  218 

中学生職場体験学習講座 

市内の中学校からの依頼により中学生の職場体験を

受け入れ、市民センターの業務を通じて、働くことの

心構えや責任について学ぶ場を提供した。講座の補

助、窓口業務、館内清掃など。 

8 月 19～21 日 

10 月 27～29 日 
2  8 

わいわい農園 

敷地内の農園を活用して野菜を栽培し、農作業を学ぶ

ことにより、地域住民に自然と親しむ機会と交流を深

める場を提供。受講生の学び合いを促進したことで、

緑化ボランティアサークルの立ち上げにつながった。 

5 月 30 日 

～11 月 21 日 
7  44 

「さいわい男子会」活動 
地域の成人男性たちが楽しみながら子どもの健全育

成や地域貢献の活動を行った。地域の夏祭りへの出店

や市民センターの子ども向け講座の支援を実施。 

5 月 30 日 

～1月 9日 
7  28 

幸町生涯大学 

地域の高齢者が社会との繋がりを持てるよう学習・交

流の場を提供した。歴史・医療・特殊詐欺の講話、映

画鑑賞、軽運動、新春落語、音楽鑑賞、移動学習等を

実施 

4 月 16 日 

～2月 18 日 
10  398 

さいわい・ふれあい講座 

福祉施設が多い地域において、障がい者への理解と交

流を促し、互いに支え合う関係づくりを目指した。ス

ポーツ体験ボッチャ、盆手前体験、ワークショップ、

ふれあい体験クワイアチャイム・風船バレーボール体

験を実施。 

2 月 3、17 日 

3 月 2、6、7日 
5  71 

市民企画講座「団塊世代の

地域デビュー」～男子厨房

おつまみ研究会～ 

団塊世代の男性を対象に、調理実習を通して地域住民

相互の交流を図った。特に地域活動への参画の端緒と

して、町内会などで活躍する人材とふれあう機会を設

けた。 

10 月 28 日 

11 月 25 日 

1 月 21 日 

3  18 

★地域の絆づくり推進事

業「一人ひとりにやさしい

防災の輪」-防災でつなが

る人と人- 

災害時の協力体制の構築し、人と人とがつながる安全

なまちづくりを目指し、枡江学区合同防災訓練の準備

を進めて実施。地域の防災教育として枡江小学校 6年

生を対象に大型防災すごろくゲームを実施。 

8 月 20、25 日 

9 月 3、12 日 

1 月 20、27 日 

2 月 10、26 日 

9  36 

★第 19 回幸町市民センタ

ーふれあいまつり 

幸町地域の 3 つの連合町内会と健全育成連絡協議会

が市民センターとともに、地域あげてのまつりを開催

した。地域団体によるステージ・展示発表、地域福祉

団体による出店・販売、防災コーナーなど。 

11 月 15 日 1  2,500 

幸町市民センター地域懇

談会 

市民センター利用団体、地域内各種団体との情報交換

と意見交換会とし、市民センターの事業・運営の説明

を行い理解と協力を得た。 

9 月 30 日 

1 月 28 日 
2  18 

ジュニアリーダー定例会 
幸町市民センターで活動するジュニアリーダーのサ

ークル「幸町 Fortune」が集い、情報共有や研修を行

う定例会を行った。 

4 月 18 日 

～3月 19 日 
12  41 

「学校へ行こう隊」スキル

アップ講座 

小学校に地域住民やサークルを派遣し、地域と学校を

つなぐ「学校へ行こう隊」のスキルアップを図った。

昔話を語る、手話指導、しめ縄づくり、昔遊び指導を

実施。 

11 月 17、26 日 

12 月 4、8、10 日

1月 14 日 
6  40 

図書ボランティア養成・ス

キルアップ講座～読み聞

かせ編～ 

図書ボランティアサークルのスキルアップを図ると

ともに、新たな受講生を募集し、活動人数の増員につ

なげ、読み聞かせの場を提供した。読み聞かせの講話

と実践指導、小物づくり、読み聞かせ実践。 

2 月 6、19、26 日

3月 4日 
4  58 

市民企画会議－団塊世代

の地域デビュー 

地域で活躍を期待されている団塊世代の人材を地域

活動に呼び込むきっかけとなる事業として、「男子厨

房おつまみ研究会」を企画開催した。企画講座では講

師も市民企画員が担い、市民企画員の地域デビューの

場にもなった。 

5 月 27 日 

～1月 21 日 
10  20 

地域情報発信隊養成講座 

地域内の様相が多岐に渡り、住民同士のつながりも希

薄になっている幸町地域において、地域の魅力を発

見・発信する人材の養成を目指し開催。文章の書き

方・取材の仕方の講話・訓練と取材・原稿執筆・添削・

合評。 

10 月 16、23、24、

30 日 
4  12 
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〔沿 革〕 

田子市民センターは、平成 11 年 8 月、仙台市で 53 番目の市民センターとして開館し、児童館とコミュニティ

防災センターを併設し、多目的ホール、会議室2室、和室2室、調理実習室、児童館図書室などを備えている。 

当市民センターの位置する田子地域は仙台市東部に位置し、市中心部と直結する JR 仙石線（最寄駅：福田

町駅）や国道 45 号線等に近い交通の利便性から開発が進み、人口が増加している。幼稚園や小中学校、高校

等の教育施設にも恵まれ、地域リーダーとして活躍する人材が豊かで、地域づくりに関する住民意識も高く、防

災訓練等の特色ある活動が活発に行なわれている。当市民センターは、これらの立地要件を活かしながら、地

域団体や学校との連携に努め、事業を展開している。 

こうした中、平成 26 年度には田子西復興公営住宅に 160 世帯余りが入居し、田子西町内会が設立された。

平成 27 年度には田子西第二復興公営住宅への入居と集団移転用地への移住が開始され、平成 28 年 4 月、

田子西こだま町内会、田子西中央町内会、田子西 3 丁目町内会が設立された。田子市民センターの管轄エリ

アは田子小学区 10 町内会、高砂小学区 4 町内会となった。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★●田子のきずなステーション 

参加者 地域の方・地域に転居予定の方 延参加者 216 人 

開催日 全 25 回  5 月 24 日（土）～3 月 26 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
宮城野区まちづくり推進課、宮城野区家庭健康課、支えあいセンターみやぎの 

ねらい 地域内の復興公営住宅・集団移転用地への移住者や移住予定者と既存住民の双方が、

環境の変化に対する不安を解消して希望を見つけるために、当センターが情報や人の

集まる“拠り所（ステーション）”となることを目指す。その中で、新旧住民がともに

学びを深め、“田子で仲間をつくり・田子で活躍する”人材としてステップアップしな

がら、地域へ溶け込むことを目指す。 

概要・成果 

 
「きずな通信」を発行（6回）し、「田子の魅力を発信し隊」の受講生が取材してきた

地域の魅力を地域情報として掲載し発信している。田子地域の何気ない風景を様々な

角度からとらえ、魅力として伝えることが出来た。「お茶っこサロン」（3 回）を開催し、

新旧住民の交流の場を提供した。田子西第二復興公営住宅の方も多く参加し、出会い

の場として活用できた。昨年度の「ダーツ入門」で立上ったサークルが主体となり、「ダ

ーツ大会」を開催し、仮設住宅や他の復興公営住宅のチームと交流するなど独立した

活動が見られるようになった。保健福祉センターと共催で「田子のさんぽ道」（2 回）

を開催。復興公営住宅への転入者が田子という地域を知る機会となった。誰でも気軽

に参加できるよう事前申込み不要とした「オープンクラス」は“卓球”（9 回）と“ア

ートサロン”（2 回）を開催した。卓球では、平成 25 年度に養成した卓球ボランティア

が主体的に関わっており、毎回新しい参加者が見られ交流の場として定着してきてい

る。また、「ミニ門松作り」では、市民センター講座初参加者や男性も参加するなど、

より多くの交流を生むことが出来た。 

全体として多様な内容を数多く展開することで、多くの地域住民が参加して交流を深

め、共に田子について学び愛着を深める機会となった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

田子地域連携企画講座 

ちょっとひと息タイム 

～子育てしゃべり場～ 

1 回目は「子供ロコモってなあに」、2回目は「子

どもの話したい気持ちをつぶさない聴き方」を

テーマとして、地域内の親たちが学校の枠を超

えて、子育ての問題について共に学び、解決策

を考える講話とおしゃべり会を開催した。 

10 月 8 日 

3 月 10 日 
2  53 

田子市民センター 
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夏の講座 

小学校の夏期休業期間に、地域講師による体験

学習の場を児童に提供した。 

茶道、動物との触れ合い、絵本や大型紙芝居の

読み聞かせ・朗読、LED 電球の発電実験、ペッ

トボトル工作。 

7 月 22、23、30、

31 日 

8 月 1 日 

7  283 

中学生職場体験学習 
中学生への職場体験学習。講座準備・窓口業

務・ボランティア体験等。 

11 月 5 日    

11 月 6 日 
2  3 

●ふれあい体験・ちびっこ

と遊ぼう 

中・高生が乳幼児親子とふれあい、交流する機

会を設けた。 

保健師からの講話、赤ちゃん人形で抱っこ・お

むつ替え体験、妊婦シュミレーター体験、乳幼

児とのふれあい。母親との交流。 

3 月 15 日 1  4 

インリーダー研修会 

子ども会のリーダーとして活躍する児童及び

世話人を対象に、子ども会の知識やレクリエー

ション・ゲーム等を学習する機会を提供した。 

世話人向け講話「子ども会活動について」児童

向け実技「行事プログラムを作ろう」、ジュニ

アリーダーの指導によるレクリエーションゲ

ーム。 

2 月 27 日 1  29 

田子老壮大学 

ロコモ予防体操・伊達政宗に関する講話・竹久

夢二の世界・ミニコンサート・交通安全や防犯

の講話・お酒は百薬の長・どじょう掬いおどり

（実技）・レクリエーション大会 

5 月 13 日 

～2月 10 日 
10  349 

★市民企画講座「めんこ、

おはじき、竹とんぼ～一緒

に遊ぼう会～（年央） 

おはじき、あやとり、こま、ビー玉、たけらな

ど練習会と児童クラブ児童との交流を定例で

開催。昔あそびとさんままつり、じどうかんま

つり、田子小土曜教室で子どもたちに紹介し交

流した。 

5 月 9日 

～3月 12 日 
12  127 

★三館共催事業「七北田

川・梅田川の防災今昔」 

①講話「藩政時代からの七北田川の洪水の歴史

と工事の変遷」②講話「七北田川の津波の被害

と洪水への対策」③シンポジウム「七北田川・

梅田川の防災を考える」の開催 

6 月 26 日   

7 月 11 日     

10 月 31 日 

3  133 

★みんなで学ぶ地域防災 

平成 26 年 10 月に発足した田子西町内会を加

え、地域連携体制の強化と防災・減災の知識向

上を目指した。 

仙台発そなえゲームの実施、田子地区地域防災

訓練同日同時刻開催（田子小学校・田子中学校

は授業として参加）。 

いっとき避難所への避難経路確認、炊き出し、

AED、濃煙脱出、安否確認、車椅子操作、消防

通報等の各種訓練を町内会ごとに実施した。 

10 月 17 日 

11 月 8 日 
2  2,068 

田子地域連携企画会 

田子小社会学級・田子中学校ＰＴＡ・田子児童

館子育て支援クラブと連携して、地域における

家庭教育の課題について企画会を持ち、「ちょ

っとひと息タイム子育てしゃべり場」を協働で

企画し実施。 

4 月 22 日 

～3月 15 日 
13  62 

★復興住宅出前講座「田子

西で会いましょう」 

田子西地区の集会所を会場に出前講座として

コーラス・軽体操など 9つのサークル体験会を

開催。 

11月 17～22日 9  48 

★季節のハーモニー～田

子で出会えるすてきなコ

ンサート～ 

バンドネオン奏者によるコンサート、大野俊三

コンサート、ハートフルクリスマスコンサー

ト、沖縄エイサー踊りを実施。 

 6 月 20 日    

11 月 10 日      

12 月 19 日      

2 月 27 日 

4  1,050 

★たごっ子まつり 

田子小・田子中ジョイントコンサート、消防分

団などの地域の活動団体やサークル及び主催

事業による展示発表とステージ発表、田子小・

高砂小・田子中・宮城野高・児童館の作品展示

各町内会による模擬店。 

2 月 20 日 1  2,300 
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★田子市民センター懇話

会 

各町内会長・学校・地域団体と年間の行事等や

市民センター事業及び防災訓練についての意

見交換を行った。利用団体と市民センター業務

全般についての意見交換を行った。 

5 月 29 日 

7 月 18 日    

3 月 5 日 

3  38 

★市民企画講座「仙石線で

つながる地域の魅力～よ

みがえった仙石線を活か

した暮らし～ 

陸前小野駅の乗降客の増加に貢献するに至っ

た「おのくん」の取り組みを紹介する講演「お

のくんと空の駅」と仙石線沿線の魅力を６人の

パネラーにより語り合うパネルディスカッシ

ョン「あおば通発・普通列車石巻行き」の実施 

3 月 19 日 1  39 

★●田子西復興支援事業 

田子西第二復興公営住宅の入居者を対象に地

域内の諸団体と「田子西地区復興支援者の会」

として「さんままつり」「新春交流会」を開催

し、住民の交流の場を提供した。 

9 月 12 日 

1 月 23 日 
2  264 

★卓球ボランティア フ

ォローアップ養成講座 

卓球ボランティアとしての資質と技の向上を

めざしレベルアップを図るための講話と実技

を学んだ。ボランティアとしての心得と初心者

に対しての対応の仕方の実技。 

5 月 9、16、23

日 
3  39 

「田子の魅力を発信し隊」

取材ボランティア養成講

座 

地域の方が、地域への愛着を持つことができる

ように情報発信の方法の一つとして写真の撮

り方や記事の作り方、表現の仕方等を学んだ。 

6 月 4、11、18、

25 日 

2 月 5 日 

5  39 

★市民企画会議「田子を愛

する住民塾」 

福田町駅への愛着を喚起するため「仙石線でつ

ながる地域の魅力」を企画し運営した。また生

きがいづくりの講座として「めんこ、おはじき、

竹とんぼ」を企画・運営した。 

4 月 9日 

～3月 30 日 
15  91 
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〔沿 革〕 

福室地区は西に七北田川、北は多賀城市に接し、南は仙台港背後地に囲まれた地域で、かつては豊かな

田園地帯であった。昭和 30 年～40 年代にかけて住宅地や市営住宅が造成され、住環境が急速に整備された。

国道 45 号線、JR 仙石線の沿線という利便性から、最近では仙台港背後地の開発や商業施設の増加に伴い、

高層住宅、集合住宅が増え、人口は増加傾向にある。旧来の農地は激減したが、今も七北田川周辺の豊かな

自然は健在である。 

 同地区に位置する福室市民センターは、中野中学校区を対象地域として平成 15 年 3 月に開館し、児童館、

コミュニティ防災センターを併設している。年々利用者も増加し、地域住民の生涯学習の拠点として、広く親しま

れ利用されている。 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 市民企画講座 食で地域おこしに挑戦！～福室の新名物おやきを作ろう～ 

参加者 地域の方どなたでも 延参加者 121 人 

開催日 
全 5 回  7 月 18 日（土）、8 月 1 日（土）、9 月 12 日（土）、11 月 7 日（土）、 

12 月 3 日（金） 

協力団体 ＪＡ仙台たなばたけ、「高砂おたから探訪の会」 

ねらい 

地元の野菜を販売し、食の提案をしている福室の農産物直売所「たなばたけ」を福室地区の

地域資源として取り上げ、新鮮野菜や加工品について学ぶ。 

また、地元で生産された地域の特色ある野菜やみそなどの食材で、オリジナルおやきを作り、

新たな名物として発表することによって、農産物の地産地消の取り組みについて考え、地産

地消の推進を図る。さらに地域の食材や食文化などについて話合い交流する場を提供す

る。 

概要・成果 

ねらいのステップ１は、「地元の食材を知る」ということで、「たなばたけ」店長と地元で野菜の

加工品を作り直売所に卸している方の講話と交流会で、地元の野菜について学習し、ステッ

プ２は実際におやきの作り方を学び、ステップ3はオリジナルおやきのコンテストに挑戦、入賞

作品は市民センターまつりで販売した。受講者それぞれが、中身にこだわって考案したおや

きは、まつりでも大好評で、4 種のおやきは早々に完売し、まつりの盛り上げの一翼を担った。

コンテストやまつりに向けて試作を重ねていくうちにアイディアや意見の交換をしたり、反省会

ではさらに地元の野菜を使ったはっと汁をつくり、和気あいあいと受講生同士の交流を図るこ

とができ、さらに参加した個人やサークル、講師とのつながりができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

市民企画講座「子育てママ

のハッピータイム」 

ママ企画員の企画運営で、未就学児の親子を対象に

「音楽で遊ぼう！ママさんブラスぴよぴよ隊」「ちび

っこまつり」「食材を学んでバレンタインのお菓子を

作ろう！」の３講座を実施した。 

7 月 8日 

10 月 21 日 

2 月 10 日 

3  206 

インリーダー研修会 
4・5 年生と世話人を対象に、子ども会活動について

と世話人の役割についての講話を聞き、子ども会活動

に役立つレクリエーションゲームを体験した。 

2 月 13 日 1  60 

中学生職場体験学習 
市民センターまつりの準備作業を通じて、市民センタ

ー業務の一端を体験してもらい、中学生の勤労観を育

む支援の場とした。 

11 月 4、5、6日 1  5 

福室市民センター 
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からむしのミサンガづく

りに挑戦！ 

地域の方を講師として、七北田川河川敷きや福室農園

で刈り取った「カラムシ」から繊維を取出し、編み込

んで「ミサンガ」を作った。 

7 月 25 日 

8 月 8日 
2  42 

小学校連携事業「学びの

め」 

福室小学校・中野栄小学校と連携して、地域人材を活

用し、「福室歴史ウォーク（3 年）」「戦争体験を聴く

（6年）」「昔遊び体験（1年）」を行った。 

11 月 13 日 

12 月 2、3、10 日 
4  390 

●知って安心！介護準備

講座Ⅱ 

地域住民を対象に介護の実技体験、介護保険・認知症

理解のための講話、地域の介護施設の見学、施設職員

を交えた座談会を実施。 

6 月 11、18、25

日 

7 月 3、9日 

5  78 

福室老壮大学 
地域の高齢者がいきいきと暮らしていくために、さま

ざまなテーマで学びの活動をした。また仲間作りの場

で受講生同士交流した。 

5 月 27 日 

～2月 24 日 
10  736 

ふくむろ和みサロン 
町内会集会所やコミュニティセンター等で、「歌声サ

ロン」「復興シャンソンコンサート」「中野栄の地元学」

「笑いの出前講座」の出前講座を行った。 

6 月 2日 

10 月 7、17 日 

2 月 4日 

3 月 6日 

5  142 

だれでもサロン“まざらい

ん”「福室縁芸場」 

「児童館児童の特技発表」「地域有志の踊り」「ＪＡ仙

台女性部の歌舞」、カラオケやちんどんパフォーマン

スなどの演芸会を開催。休憩時は地域住民のお茶っこ

サロンの場となった。 

1 月 23 日 1  112 

★三館共催事業「七北田

川・梅田川の防災今昔」 

講話「七北田川の災害の歴史と工事の変遷」「七北田

川の津波の被害と洪水への対策」と、シンポジウム「七

北田川・梅田川の防災を考える」講座を実施し、参加

した地域住民との意見交換も行った。 

6 月 26 日 

7 月 11 日 

10 月 31 日 

3  133 

パソコン初心者クラブ 

中野中を会場に地域住民がインターネットを体験し、

WORD や EXCEL の基本を学んだ。中学生がアシスタン

トとして共に受講し、異世代間交流を図ることができ

た。 

7 月 28、29、30

日 
3  41 

★●ふくむろ防災塾２０

１５ 

地域リーダーを中心に「福室学区総合防災訓練」に向

けての取組みを行った。担当班ごとに活動内容の確認

検討を重ね、11 月に初動機の各班の活動に重点を置

いた住民参加型訓練を実施し、防災スキルを身につけ

た。 

8 月 22 日 

10 月 12 日 

11 月 14 日 

12 月 9 日 

4  211 

ふくむろ剪定サロン 
春編と秋編に分け、市民センター内の樹木や花で剪定

の技術を学びながら、庭木の話題で和気あいあいと会

話を楽しみ交流した。 

5 月 30 日 

6 月 6、13 日 

10 月 3、10 日 

5  30 

社会学級との連携事業「み

んなの輪２０１５」 

中野栄小学校おやじの会の協力を得て、中野小学校体

育館を会場に、「宮音座・和太鼓コンサート」を実施

し、和太鼓の演奏や和太鼓体験を行った。 

12 月 6 日 1  200 

第１１回福室市民センタ

ーまつり 

市民センター利用のサークル、地域の団体や住民、小

中学校等の日頃の学習の成果の発表、展示・舞台・出

店で、地域の交流の場づくりをした。 

11 月 7 日 1  2,700 

★地域懇談会 
小学校、町内会、民児協といった地域団体代表に集ま

ってもらい、子どもの健全育成、防災等、地域課題に

ついて語ってもらった。 

5 月 9日 

2 月 14 日 
2  31 

市民企画会～地域の魅力

発見～ 

地元の歴史や地域資源など住民自らが語り継ぎたい

地域の魅力発見のための企画会で、講座を企画、運営

した。 

4 月 2日 

～3月 3日 
19  235 

市民企画会「子育てママの

市民企画Ⅴ」 

子育て中のママ企画員が地域の親子のための講座を

企画し、実施した。各講座で使用する鳴り物や参加者

プレゼント用のメダル等の作成も行った。 

5 月 13 日～3月

23 日 
23  132 
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〔沿 革〕 

若林区中央市民センターは、昭和 53 年、当時の養種園の改築に伴い、養種園の複合施設として「南小泉市

民福祉会館」の名称で開館し、その後、条例改正により「南小泉市民センター」と名称を変え、平成 5 年 9 月 28

日、若林区文化センターの新設に伴い移転して、現在の「若林区中央市民センター」となった。旧建物は児童

館・社会福祉協議会等との複合施設となり、「若林区中央市民センター別棟」として運営されている。当市民セ

ンターを含む若林区文化センターは図書館・市政情報センターも併設されている複合施設である。こうした立地

の下、当市民センターは地域の生涯学習活動の拠点として多くの区民に活用されている。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある(地区館)事業〕 

事業名 ●★防災博士に挑戦！ 

参加者 小学生 延参加者 1２７人 

開催日 全 3 回  7 月 25 日（土）、8 月 19 日（水）、1 月 20 日（水） 

協力者・ 

協力団体 

若林区中央児童館・大和児童館・遠見塚小学校・地域夢つなぐ実行委員会Ｗａｋｋａ 
若林区区民生活課 

ねらい 
東日本大震災では、未曽有の被害があった中、子どもたちへの防災教育の成果が自らの命
を守ったという形で実を結んだ事例があった。このことから、未来の社会の担い手となる子ど
もたちに対し、継続的かつ効果的に防災・減災教育を行っていくことが必要不可欠である。
この講座を開催することで、危険に対する予知及び回避能力や災害時に主体的に行動で
きる能力を身に付け、防災に対する意識づけを図る。 

概要・成果 小学校の総合的な学習の時間や児童館の行事として子どもたちに、防災・減災に対して関

心をもってもらうために、防災すごろくゲームや防災○×クイズを実施。 

・防災についてゲームやクイズで、楽しみながら、学習することで、防災に対する意識の向上

につながった。 

・児童館と連携し、児童館を会場としたことで、市民センターまで来館することが難しい子ど

もたちを対象に行うことができた。 

・防災すごろくゲームをツールにして、小学校とのつながりが広がった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●家庭教育講座 

個性のとらえ方をヒントに子どもの見守りや、

客観的な関わりなどについて講話「子どもの個

性をどうとらえるか」とワーク等を実施。 

9 月 4日 1  25 

市民企画講座「ママの学び

スイッチＯＮ!!」 

子育て世代の『学びたい』というニーズに応え

る場として、『ここだからできる学びの場』をテ

ーマに託児付き連続講座を実施。 

6 月 19 日 

7 月 3、31 日 

9 月 25 日 

10 月 16 日 

5  65 

子ども会インリーダー研

修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリ

ーダーとなる児童及び世話人を対象に、子ども

会活動について知識やレクリエーションなどの

実技等の研修を実施。 

2 月 20 日 1  88 

ワカチュウ子どもランド

「ジュニアリーダーと遊

ぼう」 

秋休みに、ジュニアリーダーが工作（輪投げボ

ックス）やバルーンアートコーナーの運営を実

施。 

10 月 12 日 1  340 

子どもチャレンジ講座 
子ども達の体験学習の場として、絵手紙、光の

実験、クッキーづくりなどを実施。 

7 月 26 日 

1 月 16 日 

2 月 6 日 

3  31 

若林区中央市民センター 
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中学生職場体験学習 
区民部の職場体験受入れのうち接遇研修の部分

を担当し実施。 

8 月 21 日 

10 月 20 日 

11 月 26 日 

2 月 16 日 

6  15 

南小泉老壮大学 教養コ

ース 

60 歳以上の方を対象にともに学びあう場を設

定し、心身ともに健康で実り豊かな生きがいの

ある生活が出来るように、文学、歴史、政治経

済、健康など多種多様な学習テーマで実施。 

4 月 15 日 

～2月 10 日 
11  861 

南小泉老壮大学 健康コ

ース 

60 歳以上の方を対象にともに学びあう場を設

定し、心身ともに健康で実り豊かな生きがいの

ある生活が出来るように、健康、食生活、歴史、

文学など多種多様な学習テーマで実施。 

4 月 22 日 

～2月 24 日 
11  720 

【出前講座】シニア元気倶

楽部 

普段市民センターまで来館しにくい地域の高齢

者が参加しやすいように、近隣の集会所などへ

出向き軽運動や健康講話などの出前講座を実

施。 

11 月 15、25、

26 日 
3  61 

仙台七夕に願いを 

大笹の七夕飾りを作り若林区文化センターのエ

ントランスホールに飾りつけたり、折り紙ワー

クショップの実施等、市民センター、文化セン

ター、図書館が一堂に七夕にちなんだ行事を実

施。 

6 月 11 日 

～8月 1日 
10  132 

★【出前講座】地域げんき

倶楽部 

卸町 5 丁目公園仮設住宅へ出向き、東北工業大

学の学生と「秋を五感で楽しもう」をテーマに

交流事業としていも煮会を実施。 

11 月 14 日 1  35 

●若林区東西線沿線魅力

発信事業 

若林区東西線沿線魅力探

検隊  

みんなで『堀』起こし ―六郷堀・七郷堀がお

もしろい―をテーマに展示や関連講座として堀

の魅力について歴史や暮らしの視点から講話や

ワークショップなどを実施。  

8 月 18 日 

〜9月 13 日 
4  735 

夕ぐれどきのミニコンサ

ート 

夏の夕べに古楽器によるバロック音楽のコンサ

ートを実施。 
7 月 24 日 1  60 

若林区中央市民センター

第 22 回学習発表フェスタ 

地域で活動している団体・個人の学習成果発表

の場として開催。ステージ発表、作品展示、テ

ーマ展示、体験コーナーなどを実施。 

3 月 20 日 1  1,150 

若林区中央市民センター 

事業懇話会 

各団体からの事業の紹介や次年度の連携事業に

向けての意見交換を実施。 

12 月 22 日 

2 月 23 日 
2  22 

読み聞かせボランティア

養成講座 

入門編として、ボランティアの心構えや読み聞

かせの技術を学ぶ講座を実施。 

9 月 11、25 日

10 月 9、23 日

11 月 6 日 

5  53 

ジュニアリーダー定例会 
毎月 1 回、要請確認、研修、情報交換などの定

例会を実施。 

4 月 19 日 

～3月 6日 
12  58 

市民企画会議「わくわく！

ママ・パ－ク」 

子育ての当事者である若い母親による企画会

議。5回連続講座「ママの学びスイッチ ON!！」

を開催した他、自主研修として各種の体験講座

等を実施。 

5 月 8日 

～3月 25 日 
16  76 

若中サークル案内月間～

あなたもはじめてみませ

んか～ 

サークル情報の収集を行うとともに、サークル

紹介の展示の実施。 

3 月 15 日 

～3月 30 日 
1  382 
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〔沿 革〕 

七郷市民センターは、地元住民の要望により「七郷公民館」として昭和 58 年 4 月に保健センター・コミュニティ

防災センターとの複合施設として開館し、平成元年には「七郷公民館・市民センター」となり、若林区の拠点館と

なった。平成 2 年には「七郷市民センター」と改称。平成 5 年 9 月には若林区中央市民センター開館に伴い、

拠点館機能を移行した。平成 14 年 4 月児童館を併設、さらに平成 22 年 2 月に大規模改修工事を終え、再開

した。 

近年、七郷地区は、復興公営住宅や防災集団移転を含め土地区画整理事業が進展し、地下鉄東西線開業

も相まって新しいまち並みが形成されており、今後のまちづくりに向けた市民センターが果たす役割は大きくな

っている。区役所はじめ諸機関、地域団体との連携を深め、新旧住民がつながりを築き共に支え合うまちづくり、

文化づくりを推進できるよう、組織的に事業を推進している。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ●若林区東西線沿線魅力発信事業－若林区東西線沿線魅力探検隊 MAP 編 

参加者 市内にお住まいの高校生以上 延参加者 128 人 

開催日 
全 5回  9 月 19 日(土)、10 月 10 日(土)、11 月 14 日(土)、11 月 29 日(日)、 
      3 月 6 日(日) 

協力者・ 

協力団体 
若林区まちづくり推進課、東北工業大学 

ねらい 地下鉄東西線六丁の目駅と荒井駅を散策し、七郷ならではの「こだわり情報」を
発信できるマップ作りのワークショップを行うことで、人材の発掘・育成やネッ
トワークの拡大を目指す。 

概要・成果 
地下鉄東西線は、13駅の内 6駅が若林区にあり、平成 25・26 年度にかけて若林区
と若林区中央市民センターの共催により宮城野通・連坊・薬師堂・卸町各駅のマ
ップを作成している。平成 27 年度は若林区と当市民センターの共催で六丁の目
駅・荒井駅のマップ作りに取り組んだ。参加者は、東北工業大学生と共に応募し
た 18名。応募した参加者は地域の方が多く、たくさんの地域情報を新発見・再発
見することにつながり、七郷の「こだわり情報」をマップに盛り込むことができ
た。できあがったマップは多くの方に喜ばれている。また、単に、区役所との連
携にとどまらず、区役所を介して大学や事業者と幅広く連携できたことで、それ
ぞれの団体・人材とのつながりが生まれた。 

 

〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●子育て支援講座 

「ママ友作って毎日はっ

ぴぃ」 

参加しやすい子育ての交流・仲間作りの場を提供し

た。家庭健康課のお話と交流会、フラワーアレンジ、

エアロビクス、ぴよぴよ隊演奏会、ちびっこ運動会 

5 月 21、28 日 

6 月 4、11、18 日 
5  173 

★七郷子どもクラブ 

子どもの健やかな育ちを支援するため、学校外での

様々な体験を通して仲間づくりや異年齢交流の機会

を提供した。ペットボトルロケットを飛ばそう、みん

なでスイカ割り、草木染めを楽しもう、冬の動物園、

おはなし音楽館 

6 月 6日 

8 月 22 日 

10 月 17 日 

12 月 19 日 

2 月 27 日 

5  241 

七郷市民センター 



≪若林区≫ 
 

- 117 - 

インリーダー研修会 

子ども会のリーダーとして活躍する児童と世話人を

対象に、子ども会の知識やレクリエーション等を学習

する機会を提供した。子ども会活動について、KYT を

しよう、子ども会と世話人の役割について、レクリエ

ーションゲームの進め方 

2 月 21 日 1  39 

●七郷老壮大学 

地域の高齢者が心豊かなシニアライフを送るため、学

習の場、受講者間の交流の場を提供した。生活習慣病

を予防する、ふるさと七郷の歴史について、音楽と笑

いで健康に、野草園の夏の山野草、運営委員会企画講

座等 

4 月 8日 

～3月 9日 
12  975 

★定点観察 

「今と未来をつなぐ」 

日々変貌している七郷地域の中で、変化の著しい地点

をピックアップし定期的に写真で記録した。定例会、

写真整理、写真展開催、館内展示等 

5 月 15 日 

～3月 3日 
12  59 

★市民企画講座 

「まるごと！七郷」 

地下鉄開業に伴う駅周辺整備事業や宅地開発が進み、

新たな街並みが形成され転入者が増加していること

から、新住民向けの｢地域を知る講座｣を実施した。七

郷まちさんぽ、サークル体験会、地元大豆で豆腐作り 

10 月 31 日 

11 月 7 日 

1 月 14、15、16、

27 日 

6  176 

「七郷学びの応援隊」企画

講座 宮城まるごと伊達

な体操「んだっちゃ体操」

～いきいき体操みんなで

やっぺし～ 

土地区画整理事業や復興公営住宅の建設、更に地下鉄

東西線開業と新たな街づくりが進み、若い世代と共に

高齢者も多く流入していることから、体操を通して新

旧住民の交流を深める機会を提供した。んだっちゃ体

操 

10 月 20 日 1  41 

七郷学びの応援隊 
管内小学校社会学級と連携し、地域住民の視点でニー

ズを反映させた講座を企画・実施した。地域課題の抽

出と講座開催に向けての話合い、講座開催、振り返り 

6 月 24 日 

7 月 15 日 

9 月 3日 

10 月 7 日 

12 月 8 日 

5  24 

★荒浜地区交流事業 

「秋だ！みんなで芋煮会 

2015 」 

荒浜地区の方々が気軽に交流できる場、絆をつなぐ場

を提供した。芋煮会、荒浜のジオラマと写真展示、あ

のときどうだった！震災の記憶、ゲーム大会＆マジッ

クショー、コンサート、出店コーナー、子どものあそ

び場等 

10 月 4 日 1  350 

★七郷市民まつり 

各種サークル活動をしているグループの学習成果発

表の場とし、また、新旧住民のより良い交流の機会と

した。謝恩即売、演芸発表、展示発表、消防展示・体

験、バザー、保健センターまつり、児童館まつり他 

11 月 22 日 1  9,500 

★●復興公営住宅入居者

交流事業「つながろう！こ

の地で」 

復興公営住宅に入居されている方々が気軽に集い交

流できる場を設定し、顔の見える関係づくりへとつな

げた。七夕飾りをつくろう、ウエルカムショー＆おい

しいコーヒーの入れ方講座、マジックショー＆簡単な

マジック講座 

7 月 21、31 日 

8 月 1日 

1 月 30 日 

3 月 5日 

5  285 

★七郷地域懇和会 

地域課題や学習ニーズを把握するため、懇話会を実施

した。市民センター利用団体と地域課題や学習ニーズ

についての意見交換、町内会と地域課題や学習ニーズ

についの意見交換等 

12 月 12 日 

2 月 3日 
2  40 

★未来への伝言～七郷を

語り継ぐ 

震災の記憶や七郷のまちの記憶を次代に伝え、発信し

ていくための語り部ボランティアを育成した。復興の

歩み～農業復興の記録から、農地復興の歩みと現地見

学、語り部ボランティアとの交流とサークル立ち上げ

について等 

4 月 25 日 

5 月 23 日 

6 月 27 日 

7 月 25 日 

9 月 26 日 

10 月 24 日 

6  61 

ジュニアリーダー活動支

援「郷郷七郷」定例会 

子ども会活動の活性化のための中高生ボランティア

活動であるジュニアリーダーの活動を支援した。定例

会、実技交流研修会等 

4 月 19 日 

～2月 28 日 
13  52 

市民企画会議 

「あなたと私とみんなの

七郷」 

地下鉄開業に伴う駅周辺整備事業や宅地開発が進み、

新たな街並みが形成され転入者が増加している。その

ことから、新住民向けの｢地域を知る講座｣を企画・実

施した。企画会議、講座実施、振り返り 

5 月 9日 

～2月 20 日 
9  40 
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〔沿 革〕 
荒町市民センターは、昭和 47 年に旧斎藤記念館を全面改築し、「荒町市民福祉会館」として昭和 48

年 5 月に開館した。昭和 58 年 4 月「荒町市民センター」と名称変更した。施設は、老朽化と機能拡充

の必要性から現在地に建物を改築し、平成 22 年 2月 2 日に開館した。 

当市民センターが所在する荒町地区は、仙台市のほぼ中心部、昔からの老舗街である荒町商店街の一

角に位置しており、仙台藩の名残を今尚残している地域である。 

地下鉄五橋駅から徒歩 5分、JR 仙台駅から徒歩 20 分と交通の便に恵まれ地域の方をはじめ市内全域

から多くの市民に利用されている当市民センターは、日中はもとより、夜間も仕事帰りの活動の場とし

て、幅広い年齢層に活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 荒町四季物語 

参加者 成人 延参加者 199 人 

開催日 全 11 回  7 月～3月 

協力者・ 

協力団体 荒町商店街振興組合 

ねらい 歴史ある荒町商店街の活性化に寄与するため、振興組合の協力の下、伝統ある七夕作

成のほか、四季折々の行燈をつくり展示し、荒町地域を四季を通して応援する。 

概要・成果 季節ごとに七夕飾り・お月見行燈・クリスマスイルミネーション・お雛様行燈を作成

し、商店街やセンターに飾った。 

本講座で作成した七夕飾りは荒町商店街七夕で金賞を受賞。お月見行灯は、荒町小学

校「夢教室」へ出前講座として開催し作成した。小学生の作品は商店街に展示し、主

催講座「ほっとハートコンサート」でも装飾として使用した。また、若林区チャイル

ドボランティア「チャボ」や太白区「エフエムたいはくキッズ情報局」と連携するな

ど、活動の幅が広がった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

ふるさと体験隊 2015 

子どもたちの学びへの興味や探究心のきっかけ

作りとして、広瀬川・七夕の竹・地下鉄東西線

など地域資源も活用しながら、各種の体験で学

びの場を提供した。 

6 月～3月 5 86 

あらまち子ども囲碁クラ

ブ 

囲碁を通じて地域の子ども達に土曜日の安全な

活動の場を提供し、世代間交流やコミュニケー

ション力の向上を図ることが出来た。ボランテ

ィアによる囲碁の基礎知識、対局の練習、礼儀

の指導等も身に付いたようである。 

4 月～3月 24 192 

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリ

ーダーとして活躍する児童及び世話人を対象

に、子ども会についての知識やレクリエーショ

ン等を学習する機会を提供することができた。 

2 月 13 日 1 79 

荒町市民センター 
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★【手話通訳付】荒町いき

いき講座 

聴覚障害者と手話通訳者学習者を対象に安心し

て暮らすための情報交換や生涯学習の場を提供

した。震災後の防災等について再確認の場を提

供することができた。 

11 月～12 月 4 91 

★●あらまち町民大學シ

ルバーセミナー 

高齢者が、社会情勢の変化や地域の繋がりが希

薄になっている現状に対応し、心豊かな生活を

送るための生涯学習の場を提供した。各種クラ

ブ活動の支援、時事問題等の定例講座、館外学

習など。 

4 月～3月 11 729 

★●防災の力こぶ・そなえ

て守るＨ２７ 

幅広く各年代層を対象に、防災に関し多種の内

容で講座を行い、防災意識の幅広い底上げが出

来た。ＫＩＴのワークショップも行い、避難所

運営のスキルアップも行うことができた。また

災害時のセンターの体制も多くの方に理解して

頂いた。 

6 月～3月 8 184 

★地域懇談会 

利用者や地域団体、学校関係者と意見を交換し、

交通安全、サークル間連携、元気広場の有効活

用が話された。交通安全は地域モデル事業で、

サークル間連携は事業を通して、元気広場は活

動支援業務で行う事とした。 

5 月～1月 3 24 

★荒町市民センター・児童

館フェスティバル 

会場設営や会議等への出席者も例年より多く、

話し合いもスムーズに進み共通理解を得る事が

出来意識の向上が伺えた。体験コーナーも複数

あり子どもから大人まで一緒になって参加する

など交流の場が広がっていた。 

10 月 2 2,200 

★五橋地域包括支援セン

ター共催事業｢シニアのた

めの安心塾」 

老後の生活の不安と孤独感の軽減を図る為、栄

養関係・軽体操・認知症予防のためのアート・

交流会を開催。初めての事にも不安なく挑戦で

きたのは交流がもたらした効果である。 

11 月～12 月 4 61 

ほっとハートコンサート 

当市民センターを利用している演奏家に協力し

ていただき、ミニコンサートを開催した。地域

住民が楽しく集える場を提供することで、新旧

住民の交流や地域活性化を図った。 

9 月 27 日 1 51 

ジュニアリーダー定例会 

要請確認や活動の準備、情報交換や活動報告な

ど、定期的に集まる場を提供し、ジュニアリー

ダーの自主活動を支援することができた。仲間

同士の連帯感や協調性が育まれ、活動にも活か

されたように見受けられる。 

4 月～3月 12 54 

折紙で健脳とボランティ

ア 

20 人の定員に対して 31 人の応募があった。回

数が進むにつれ受講生同士の繋がり・交流が生

まれ、会話が多く聞かれるようになった。ねら

いであった自主グル―プもでき月 2 回の活動を

している事は成果大である。 

7 月～9月 6 186 

市民企画講座 

荒町大好き企画会 2015 

荒町周辺の歴史やゆかりの人物を後世に語り繋

げていくために、荒町界隈に伝わる「首洗いの

池」を調査し、紙芝居を作り発表した。また、

孫兵衛堀跡解説版や中将七五郎公の記念室につ

いても随時広く市民に公開した。 

4 月～3月 23 155 

企画会を経て企画する事

業「消えゆく言い伝えを探

して」 

地域に古くからある「首洗いの池」の言伝えを

後世に残す為に作成した紙芝居を活用し、企画

員の調査からの講話と紙芝居の上演、紙芝居に

関係する箇所の散策などを行った。地域に対す

る理解が深まった。 

2 月～3月 2 20 
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〔沿 革〕 
昭和 56 年、地域住民の福祉増進を目的に保健センターとの複合施設「六郷市民福祉会館」が開館し、

昭和 58 年に「六郷市民センター」と名称を改め、地域の社会教育活動の場として地域に定着した。
平成元年には公民館としての機能が加わり、平成 2 年には「六郷児童館」を併設、さらに平成 22 年 12
月に大規模改修工事を終えて再開し、生涯学習の拠点として現在に至っている。 

六郷地域は名取川と広瀬川の合流点を有し、かつて河口には美しい干潟や貞山堀運河、屋敷林の居
久根など自然環境や歴史的遺産が残されていた。しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大
震災により、沿岸の六郷東部地区は住宅・学校・農地・事業所といった生活基盤のほとんどが壊滅
的かつ甚大な被害を受け、地域が一変した。 

現在、地域住民・町内会・各団体と連携を保ち、情報を共有しつつ、地域を支えられる人材育成
の推進と地域の活性化に努めている。 
 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 「六郷お月見会」 

参加者 地域住民 延参加者 58 人 

開催日 全 1回  9 月 25 日（金）  

協力者・ 

協力団体 

ハートフル六郷協議会（六郷地区民生委員児童委員協議会・六郷地区老人クラブ連合

会・六郷スポーツ少年団・六郷地域包括支援センター・託児ボランティアクリップ・

六郷児童館） 

ねらい 伝統行事や文化に対する興味・関心が希薄になっている昨今、家庭や地域でこれらの

行事を目にすることは少なくなっている。そこで、地域の諸団体と連携し「お月見会」

を開催し若い世代に伝統行事に触れる機会を提供するとともに、地域交流を図る。 

概要・成果 
お話会・月の観察・簡単工作・お茶会を合せて実施した。各コーナーをスタンプラリ

ーで回ることで、子育て中の親子から高齢者まで、幅広い世代の地域住民が関わりを

持ち、世代間交流が広がった。参加した小学生親子が伝統行事に対する興味関心を深

め、若い世代に伝統文化を伝えることができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

★親子でクッキング楽習 

管理栄養士による講話（みんなの食育アカデミ

ー）、調理実習（デコ寿司、チヂミと蒸しパン、

簡単オムライス）。 

11 月 21、28 日

12 月 5、12 日 
4  56 

★にこにこ子育てサロン 
手遊びとおしゃべり、絵本の読み聞かせとおし

ゃべりなど。 

5 月 19 日 

7 月 15 日 

11 月 11 日 

2 月 10 日 

4  45 

おやこで遊ぼう！ポップ

広場 

親子でフラワーアレンジメント、おくずかけの

学習と試食、親子でリンパマッサージ、ヨガで

リラックス。 

5 月 26 日 

7 月 14 日 

10 月 27 日 

1 月 19 日 

4  31 

ジュニアリーダーと遊ぼ

う 

レクリエーションゲーム（ちょっとばあちゃん、

仲間集めゲーム、おーいたいへんだ！）、「六郷

復興の集い」においてモグラたたき。 

10 月 14 日 

11 月 7 日 
2  134 

六郷市民センター 
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インリーダー研修会 

世話人を対象に子供会活動の意義や役割につい

ての講話、小学 5年生対象に行事プログラム作

成演習、両者が参加してレクリエーションゲー

ム実習。 

2 月 13 日 1  37 

中高生の六郷クラブ 

仙台東高マジック部によるマジックショーと簡

単マジック指導、六郷中バスケットボール部指

導でパスやドリブル、シュート練習、六郷中ハ

ンドボール部指導で鬼ごっことドッジボール対

戦、仙台東高英語海外文化部指導で英語クイズ

など。 

6 月 27 日 

8 月 1、22 日 

10 月 5 日 

4  94 

★お仕事たんけん隊 

地域にある事業所などを訪問し、その仕事の役

割や内容の学習。見学場所（陸上自衛隊霞目駐

屯地、地下鉄東西線荒井車両基地、若林消防署

六郷出張所） 

7 月 24 日 

8 月 5 日 

3 月 5日 

3  35 

●六郷あすなろ大学 

講話（六郷の歴史、振り込め詐欺＆交通安全、

今日から始める健腸生活、寸劇と健康体操、井

上ひさしの生涯と作品、演芸ひとり座）、自主企

画（わなげ大会）、自主企画・移動学習、クリス

マスコンサート、健康体操 

5 月 21 日 

～3月 3日 
10  646 

おとなの給食交流会 
授業参観、給食を食べながら児童とおしゃべり、

児童・参加者双方からの感想発表。 
12 月 10 日 1  8 

★●六郷地域防災事業 

六郷中学校区防災訓練（一時避難場所・指定避

難所への避難訓練、避難所開設訓練、炊き出し

訓練、初期消火訓練、AED 取扱い訓練、要救護

者搬送訓練など） 

9 月 12 日 1  380 

★ペットと正しく付き合

うワンニャン講座 

講話（飼い主の心得～一生付き合うパートナー

としてのペット、震災とペット～震災時にすべ

きこと）、講話と実習（飼い主のモラルと動物と

の触れ合い会）、実習とサロン（犬用クッキー作

りと交流会）。 

5 月 16 日 

6 月 20 日 

7 月 25 日 

8 月 29 日 

4  81 

★サロン★シング・あ・ソ

ング－みんなで歌いまし

ょう－ 

童謡や唱歌を歌って交流した。「六郷復興の集

い」ステージ発表に参加した。 

5 月 15 日 

～3月 4日 
9  150 

★●元気！六郷復興の集

い～希望の光を～ 

利用団体や住民の作品展示、ステージ発表、模

擬店、老人会の輪投げコーナー、ジュニアリー

ダーと遊ぼうコーナー、フリーマーケットコー

ナー、児童館コーナー、保健センターコーナー、

大抽選会など。 

11 月 7 日 1  3,150 

★メダカのがっこ－六郷

の自然考察－ 

センター周辺の田んぼなどで水生動物採取をし

ながら、生き物に関しての講話。 
8 月 1、8日 2  30 

★市民センター・児童館合

同懇談会 

各団体の自己紹介、活動案内、地域課題などの

情報共有と意見交換。 
9 月 8日 1  21 

★市民企画講座「ちょこっ

と学校に泊まろう！」 

竹コップ作り、タグラグビー、プール、夕食作

り、キャンドルファイヤー、肝だめしなど。 
7 月 25 日 1  56 

★市民企画講座「館長さん

と火起こし体験」 
火おこしを体験して、おこした火でパンを焼く。 2 月 20 日 1  19 

ジュニアリーダー「六郷

村」定例会 

派遣要請の連絡・調整、ゲーム進行等のスキル

アップとメンバー間交流。 

4 月 26 日 

～3月 27 日 
12  43 

市民企画「六ゴーイング」 事業企画会議と反省会 

6 月 6日 

7 月 24 日 

2 月 13 日 

3  6 
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〔沿 革〕 
若林市民センターは、平成 3 年 4 月に若林児童館、コミュニティ防災センターを併設して開館した。

以来、地域の社会教育活動や福利厚生活動に活用され、親しまれて現在に至っている。 

管内は藩政時代伊達政宗公ゆかりの史跡や広瀬川舟運、商人の町の歴史ある町名を残すとともに、広

大な河川公園などがあり、自然に恵まれている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 ★●◎みんなでつくる＂活気と思いやりのあるまち若林" 

参加者 若林小学校児童及び地域の諸団体・地域住民 延参加者 792 人 

開催日 
全 5回  5 月 12 日（火）・7月 2日（木）・7月 14 日（火）、10 月 27 日（火）、 

3 月 15 日（火） 

協力者・ 

協力団体 
若林小学校・若林小学校 PTA・若林地区町内連合会・若林西せせらぎ会・若林地区社会

福祉協議会・民生委員児童委員連絡協議会・日赤奉仕団・若林消防団南材分団・若林

地区婦人防火クラブ連合支部・若林区まちづくり推進課・若林区中央市民センター 

ねらい 若林地区の将来を担う若林小学校の児童を核に、町内会をはじめとする地域の諸団体

と学校、PTA、市民センター等が協働して事業を実施し、地域全体で子ども達の成長を

支援するとともに、本事業を通じて人と人との繋がりや団体と団体との連携をより強

固なものにし、地域コミュニティの充実を図り、若林地区を活気と思いやりのあるま

ちにすることを目的とする。 

概要・成果 若林小学校の児童と若林西復興公営住宅の入居者が一緒に花植え作業を行い、交流し、

元気を届ける事業を春・秋 2 回実施した。この事業をきっかけに、子ども達が学校行

事の学習発表会に若林西復興公営住宅の方々を招待するという展開もあって、心の復

興支援として大いに効果があったと考える。また、若林小学校 PTA 事業として「親子

で防災ゲーム in 若林」を開催した。この事業は、小学生を持つ若い世代が地域活動に

参加するきっかけづくりと防災意識の涵養を目的としたもので、開催に当たっては、

町内連合会をはじめ、学校近隣の町内会や諸団体の支援のもと、交流を深めた。3 月に

は、復興公営住宅に入居する方々が主体となり、入居の際、温かく迎え入れてくれた

地域の方々に「ありがとうイベント」としてコンサートを開催し、地域への帰属意識

が高まった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●子育てタイム～ママの

心と体をメンテナンス～ 

母親が心身ともに健康でリフレッシュするた

め、初回は親子一緒に手遊び等行い、2 回以降

は託児付きとし、2、3回目は骨盤体操、リフレ

ッシュ体操の実技を、4 回目は子育ての悩み等

を話し合い不安の解消を行った。 

5 月 28 日 

6 月 4、9、18

日 

4  18 

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会の次年度役員予定児童と世話人を対象

に、子ども会活動の心構えや運営の仕方、レク

リエーションゲームの進め方などの研修を行っ

た。 

2 月 20 日 1  63 

若林市民センター 
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わかばやしキッズ体験ク

ラブ 

小学生を対象に学校や家庭ではできない学び・

体験・交流を目指した講座を行った。①ＬＥＤ

工作物を作成するエコ講座②フナを解剖し、体

の仕組みを学ぶ講座③気象現象を実験で学ぶお

天気講座。 

9 月 19 日 

10 月 10 日 

11 月 29 日 

3  43 

★●中学生のための防災

教室 

八軒中学校の生徒を対象に防災ゲームクロスロ

ード、応急手当の仕方、救命処置の方法、ロー

プの結び方などを実施した。 

9 月 14、24、28

日 

10 月 19、29 日 

5  83 

若林小学校連携事業「若林

地域探検」 

若林小学校 5年生を対象に若林城を中心とした

地域の歴史を学ぶ場と機会を提供した。1 回目

は講話、2回目はブックトーク、3回目は若林城

跡を歩く校外学習を行った。 

10 月 21、22 日

11 月 17 日 
3  153 

古城小学校連携事業「仙台

まち再発見」 

古城小 5年生を対象に、自分たちの住んでいる

地元の歴史や地理等を学ぶ機会を提供した。ま

た校外学習として各々が学んだ場所を訪ねて実

体験を重ね、学んだことを発表し、地域への愛

着と理解を深めた。 

9 月 15、18 日

10 月 28 日 

12 月 11 日 

4  208 

市民企画講座「仙台の黄檗

宗と観心院さん」 

伊達家七代藩主重村公夫人「観心院」の、桃源

院への関わりと黄檗文化について学んだ。伝来

当時は異国文化のあこがれであり、現代にも市

民生活の中に多く残っていることを理解した。

灯篭流し、おくずかけなど。 

10 月 8、15 日 2  71 

★若林老壮大学 

仙台の歴史、栄養学、収納術、最新の医学、国

内外の時事問題などのほか、若林西せせらぎ会

との交流の場などで構成した。閉講式において

は民謡と三味線演奏を鑑賞した。 

4 月 10 日 

～3月 4日 
12  692 

出前で交流わかばやし「ヨ

ーガをはじめよう！」 

復興公営住宅居住者（若林西せせらぎ会）を対

象したヨガ講座。 
7 月 8、22 日 2  23 

★災害に強い街をつくろ

う 

古城小学校区の避難所運営担当者を対象に活動

班イメージトレ－二ング（ＫＩＴ）を実施した 
8 月 22 日 1  42 

気軽にコンサート in わか

ばやし 

生演奏を気軽に聴く機会を提供した。1 回目は

フルートとピアノ演奏、2回目は管弦 5重奏、3

回目はボサノヴァギター演奏と合唱、4 回目は

サックスの演奏会を行った。 

6 月 27 日 

9 月 26 日 

12 月 19 日 

2 月 27 日 

4  146 

★若林ふれあいまつり 

地域団体や利用サークルによる作品展示、ステ

ージ発表、出店コーナー、児童館あそびひろば

等。 

9 月 6日 1  1,000 

★地域懇話会 
地域の諸団体、学校、ＰＴＡ、当館利用のサー

クルを対象に開催した。 

3 月 4、8、11

日 
3  18 

市民企画会議「仙台の今・

むかし」 

それぞれが歴史資料を発掘し、地域の歴史を学

び、その成果をまとめ発表（老壮大学）につな

げた。また、岩切歴史探訪会と交流を持ち、今

後の活動の在り方を探る学習の場とした。 

4 月 23 日 

～3月 17 日 
11  105 

読み聞かせボランティア

養成・スキルアップ講座 

読み聞かせやボランティアを行う上での基本に

ついての講話と、紙芝居や絵本の選び方、手あ

そび等の実技。 

11 月 19、25 日 2  32 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダーへの要請確認・調整及び活動

に必要な技術の習得、メンバー同士で定期的に

集う場とした。 

4 月 19 日 

～3月 6日 
12  39 
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〔沿 革〕 
沖野市民センターは、平成 3 年 4 月、児童館・老人福祉センター及びデイサービスセンターとの複合

施設としてオープンした。東側に田園が広がり、西側はバイパスを境に住宅が密集している。多種の木々

と、老人クラブや地域の方々が善意で植えてくださった花壇が、センター前広場に彩りを添えており、

こうした花と緑豊かな広場を持つ当市民センターは、地域住民の憩いとふれあいの場所として利用され

ている。 

地域住民の生涯学習活動に対する関心は高く、また自主サークル活動も盛んである。また、町内会や

老人クラブの結束力が強く、活動も活発で、学校や他の公共施設等とも円滑な関係を保っている。様々

な分野の達人も多く、地域人材も豊富な地域である。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★沖野地区総合防災訓練－若い力で地域を守る－ 

参加者 沖野中学校生徒、沖野地区の住民 延参加者 80 人 

開催日 全 3回  10 月 7 日（水）、10 月 14 日（水）、10 月 24 日（土） 

協力者・ 

協力団体 

沖野地区災害対策委員会（沖野中学校、沖野小学校、沖野東小学校、民生委員児童委

員協議会、沖野老人福祉センター、若林消防署六郷出張所、沖野地区町内会、沖野地

区婦人防火クラブ、若林区保健福祉センター、若林区保護課、若林区まちづくり推進

課、若林区区民生活課、仙台市農業委員会、若林区社会福祉協議会）、沖父ちゃん会（沖

野東小学校おやじの会） 

ねらい 学校・地域諸団体と緊密な連携を図りながら、市民センターを会場とした防災講座を
実施し地域活動の拠点としてのセンターを地域により一層浸透させていく。中学生を
対象とすることで、地域全体の防災意識の向上を図るとともに未来の地域活動を担っ
ていく若い力を育んでいく。 

概要・成果 地域の防災訓練の機会に、負傷者弱者搬送、応急手当といった市民センターが補助避

難所として求められる事態を想定し、地域住民と中学生が災害時の対応を学んだ。 

学校、町内会、地域団体とさらに多くの協力を得て開催することができ、これによっ

て地域の防災力の強化に繋がり、市民センターと諸団体の関係もさらに緊密になった。

また、訓練に参加した中学生の熱心に取り組む姿を皆が認めてくれたことは、中学生

にとって地域で頼りにされているという自覚を促す機会となった。 

 

〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●笑顔で子育て 

育児相談、絵本の選び方と読み聞かせの仕方、

ベビーマッサージ、生け花体験等、親子で楽し

みながら子育てについて学んだ。 

8 月～11 月 5  115  

親子でチャレンジ 

沖野地区の田んぼや用水路を活用し、水辺の生

き物について学んだ。親子で楽しく簡単に作れ

る料理教室を開催した。 

6 月～9月 3  108  

沖野っ子見守隊 子どもとの接し方や配慮、支援について学んだ。 9 月～2月 4  49  

伝えよう仙台伝統七夕 

老人クラブの方々が中心となり、沖野小と沖野

東小の子供たちと七夕飾りを完成させ、その歴

史を学んだ。 

6 月～7月 4  212  

インリーダー研修会 

子ども達自らゲームの内容などを計画し、実際

に披露してもらった。世話人も子ども達と楽し

そうにゲームに参加していた。 

2 月 13 日 1  47  

沖野市民センター 
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いろいろな言葉でごあい

さつ-外国の文化を学ぶ- 

沖野中 ALT の先生にアメリカの文化、スポーツ、

英会話について学んだ。東高校英語科の生徒か

ら英語、フランス語など様々な言語のあいさつ

を学んだ。 

8 月 4、7日 2  41  

おきの学園-学びのスクー

ル‐ 

体験講座として、座禅体験、茶道体験、生け花

体験、洋菓子作り体験、食育講座、科学実験を

行った。 

7 月 30、31 日 2  316  

お父さん出番です 
輪ゴム鉄砲やクリスマス飾りを作り、ドッジボ

ール大会を行った。 
8 月～12 月 3  122  

★●沖野耕友大学 

健康講座、サイエンス講座、防災講座、芸術鑑

賞、自主企画講座、国際交流講座等、幅広く学

び、参加者同士の親睦を深めた。 

5 月～3月 11  659  

礼法・仙台藩作法から学ぶ

伊達家の美学 

仙台藩礼法の歴史と精神について学び、儀式で

使う折形を作成した。 
11 月 26 日 1  27  

沖野かいわいこぼれ話 

沖野で生まれ育った郷土史家が語る歴史を地域

全体で共有できる冊子としてまとめることで地

域への愛着心を育む一助とする。 

12 月～3月 4  35  

社会学級との事業企画検

討会 
企画会議、講座実施、反省会 6 月～11 月 5  57  

沖野地区市民まつり 

沖野で活動する各サークル等のステージ発表や

作品展示を行った。また、小中学校の吹奏楽、

地域団体の模擬店、フリーマーケット、若林消

防署や沖野地域包括支援センターによる体験コ

ーナー等も実施した。 

11 月 2、3日 1  9,960  

沖野地区懇話会 
市民センター事業について運営方針及び開催講

座の説明、地域情報の収集、懇談 
8 月～2月 2  20  

ジュニアリーダー定例会 

徐々にメンバーが増え活動が盛んになり、数々

のイベントで活躍していた。ボランティアに対

する意識や、やる気が増していくのが分かった。 

通年 12  70  

東日本大震災後の地域の

活動記録‐おきのかわら

版‐ 

防災・減災についての学習会や座談会を通し、 

沖野かわら版 6 号（11/1 発行）・7 号（3/11 発

行）を制作した。 

5 月～2月 11  94  

市民企画会議 
地域課題や現代のニーズに応える講座開催に向

けて企画会議を行った。 
通年 5  44  
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〔沿 革〕 
太白区中央市民センターは、平成 11 年 6月長町商店街の中核をなす JR 長町駅前に開館した複合施設

内にある。同施設には当市民センターの他、太白区文化センター、太白図書館、太白区中央児童館及び

太白区情報センターも設置されている。JR やバス、地下鉄などの公共交通機関の利便性に優れた立地

のため、近隣の広い地域の生涯学習活動や交流の拠点として、多くの市民が利用している。 

当市民センターの周辺は、昔から仙台市南部地域における商業の中心として活況を呈してきた歴史の

ある地域であるが、近年は地下鉄沿線・あすと長町地区での大規模小売店の進出やマンション建設等が

進み、人口の増加が著しく、さらに復興公営住宅の完成や仙台市立病院の開院等、これまでにも増して

多くの滞在人口がのぞめる地域となってきている。当市民センターではこうした状況を踏まえて、地域

コミュニティの活性化にも積極的に取り組んでいる。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある(地区館)事業〕 

事業名 ながまち子ども鉄道博士 ～鉄道から長町を考える～ 

参加者 小学 4～6年生と保護者 延参加者 40 人 

開催日 全 3回  12 月 23 日(水・祝) 1 月 16 日(土) 1 月 23 日(土) 

協力者・ 

協力団体 
ＪＲ東日本長町駅 

ねらい 公共交通の要衝である長町の特徴を活かし、子ども達が都市交通として利便性の高い

鉄道について学び、公共交通機関の重要性やこれからの長町地域について考える機会

とする。また、親子対象とすることにより、親子間や参加者相互の交流を育むことが

でき、様々な目線で地域の発展にも寄与することができる。 

概要・成果 ①「ながまちの交通事情」～鉄道と自動車～②「仙台のまちと近代交通」（仙台市歴史

民俗資料館への移動学習）③「長町駅の歴史と駅見学」の全 3回を行い、子ども達は、

鉄道というひとつのテーマのもと、自分が生まれる前の出来事などを学ぶことができ、

より一層地域に愛着を持つことができた。また、親子を対象にしたことで、互いにコ

ミュニケーションをとりながら鉄道だけでなく地域の歴史を学ぶことができ、親子間

の絆づくりや社会性を育むことにもつながった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

★●ママたちの防災ワー

ク 

子育て中の母親を対象に、太白区消防署からの

専門知識を学び、実技としては身の回りの物で

遊ぶ楽しさと、普段から乾物を使いこなし、い

ざという時の備えとする調理を行った。学んだ

事をヒント集としてリーフレットにまとめ配布

した。 

8 月 26 日 

～3月 9日 
12  58  

インリーダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、来年度リーダ

ーとして活躍する児童と世話人を対象に社会教

育主事の講義を受けレクリエーションゲームを

体験してリーダーとしての自覚を持った。 

2 月 7日 1  90  

●「エフエムたいはくキッ

ズ情報局 2015」長町支局 

地域学習とアナウンス研修及び地域ボランティ

アとの交流取材を行い、番組原稿作りを体験し

地域情報や取材内容をラジオで発信した。また、

市民センターまつりでのボランティア活動の経

験やその内容を成果報告会で発表した。 

6 月 21 日 

～1月 16 日 
12  94  

太白区中央市民センター 
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夜のぶらぶら長町見聞録 

地域商店街と連携し各店舗を会場に①いまどき

の葬祭事情②大人の食育をテーマに講話と実技

により開催した。学習や交流をとおして人材発

掘に努め地域作りの強化を図った。 

11 月 10 日   

2 月 24 日 
2  17  

太白区中央老壮大学校公

開講座 

第 1回演題「和食のすすめ～魚食と健康～」講

師は宮城大学食産業学部教授、西川正純氏。日

本古来の魚食文化を健康寿命との関連性につい

ての講演会。第 2回「漫談と落語」仙台ほでな

す会 3人による口演。 

5 月 15 日 

2 月 5 日 
2  781  

太白区中央老壮大学校 

いきいき健康コース 

いきいきと健康に暮らすためのヒントとなるよ

うなラジオ体操についてや、シルバー川柳など

の講座を開催した。 

5 月 15 日 

～2月 5日 
9  629  

太白区中央老壮大学校 

せいかつ教養コース 

生活に関わる住職の話や体育館での健康に関す

る実技、松島湾の文化遺産、新春コンサート等

広範囲にわたる多種多様な学習をした。 

5 月 15 日 

～2月 5日 
9  606  

太白区中央老壮大学校 

ふるさと文化コース 

人との関わりの中で心豊かに生きていくため

に、地域の歴史・文化・慣習を中心とした講座

を講話・館外学習により開催した。さらに受講

生同士が交流し合える音楽鑑賞会を実施した。 

5 月 15 日 

～2月 5日 
9  552  

ひと・まち賑わい 

七夕作り 

「伝統の七夕」をテーマに 3個の飾りと七つ飾

りを作成し文化センター玄関前に飾った。その

他ミニ七夕作りを開催し手軽に七夕さんを作り

仙台の伝統七夕の継承が図られた。 

6 月 2日 

～8月 8日 
13  143  

社会学級連携事業企画会 

地域の社会学級と連携、事業を企画・実施する

ことで、地域のネットワークの構築を図った。

今年度は企画会で地域課題について情報を共有

し解決に向けた講座を開催し、広く地域住民に

公開した。 

7 月 2、30 日      

8 月 27 日     

10 月 1 日    

11 月 18 日 

12 月 2 日 

6  16  

太白区中央市民センター

まつり 

ながまち交流フェスタ

2015 

地域文化の向上と参加者同士の交流を一層深め

ながら生涯学習の推進を図るために、当市民セ

ンターを拠点として日頃活動している各種サー

クル・団体および地域住民や町内会による学習

成果の発表の場として開催した。 

10 月 24 日 1  5,600  

★●太白区中央市民セン

ター事業懇話会 

平成 27 年度太白区中央市民センター主催事業

の報告と主催事業についての意見交換、及び地

域過大についての意見交換。 

11 月 17 日 1  7  

ジュニアリーダーながま

っくる定例会 

毎月日曜日１回の10時～12時に定例会を持ち、

地域の要請等の連絡調整や情報交換を行った。

また各種研修会を開催し、メンバーのスキルア

ップを図った。 

4 月 12 日 

～3月 27 日 
12  80  

●ハンドマッサージ・タッ

ピングタッチボランティ

アスキルアップ講座 

スキルアップを図り地域に還元していくため

に・ハンドマッサージ、タッピングタッチ講習

会・傾聴スキル、ボランティア心構えについて

講話・センターまつりでの体験コーナー開催に

向けて話合、準備、反省会を実施した。 

5 月 28 日 

〜12 月 17 日 
8  121  

(複数年事業) 

市民企画会議 

人情ながまち物語 

住民同士の交流と住みよい街を市民センターと

協働でプロデュースしていただける方々を募集

し、企画会議を行った。 

職場体験に来た地域の中学生にも企画員として

参加してもらい、若い活発な意見を取り入れな

がら、企画の実現に向けて話し合った。 

1 月 30 日 

2 月 13 日 
2  7  

社会学級連携事業企画講

座「小学生ママの子育て   

カフェ in 長町」 

幼児期から思春期へと成長過程にある小学生の

子育てについて、大切なこと・親のあり方につ

いて講話とワークショップで学習した。グルー

プトークでは保護者同士が率直に意見交換しな

がら情報を共有し交流した。 

12 月 2 日 1  15  
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〔沿 革〕 
生出市民センターは、昭和 24 年 4 月生出村公民館として発足し、生出小学校の一隅で公民館活動を

行なってきた。昭和 31 年には仙台市との合併により「仙台市公民館生出分館」と改称された。地域住

民の強い要望から昭和 42 年 4月、地域社会教育の拠点として、現在地に「生出公民館」が建設された。

その後昭和55年 5月には、地域住民から自由に利用できる体育館を併設した公民館の新設が要望され、

公民館・診療所・保健センターが一体となった複合施設として開館した。後に、敷地内に調剤薬局・証

明発行センターが開設され、同年の 10 月に第 1 回生出コミュニティまつりが開催され今日に至ってい

る。 

平成 2年には「仙台市生出市民センター」に改称され、市民相互の交流と地域活動振興の拠点、また

地域づくりの拠点として利用されている。 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●生出かかしまつり・コンテスト 2015 

参加者 一般、小中学生 延参加者 840 人 

開催日 全 4回  9 月 3 日(木)～9 月 6 日(日) 

協力者・ 

協力団体 

生出かかしまつり実行委員会・仙台市選挙管理委員会・太白区選挙管理委員会・仙台

南警察署・仙台南地区交通安全協会生出支部・生出学区連合町内会・生出市民センタ

ー運営協力委員会 

ねらい 生出地域の国道 286 号線および県道仙台村田線は、交通量も多く、古来より交通の要

衝である。これまでも交通安全を目的としたかかしを沿道に設置する取り組みが毎年

秋に行われていたが、平成 25 年度からは地域を挙げて取り組み、町内会や小中学校を

はじめとする各種団体も参加し、地域連携事業として、コミュニティの活性化と交通

の安全に寄与することをねらいとしている。 

概要・成果 事前講座として市民センターでかかし制作講習会も行い、全 84 体のかかしを国道 286

号線沿いに展示。当日は実際の選挙に使用している投票箱を借用し、人気投票を行う

と同時にコンサート、屋台コーナー、産直販売、パトカー展示などの催しも行い、生

出地区を知ってもらう良い機会となった。地域の秋の風物詩として定着しつつあり、

年々協力団体や企業が増えることで地域コミュニティが活性化され、一体感が醸成さ

れてきている。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

おいでめんこいサロン 

地域の子育てサポーターグループと協力して親

子が気軽に集えるサロンを開催し、安心して子

育てできる機会を提供した。 

4 月 15 日 

～3月 26 日 
17  415  

インリーダー研修会 

子ども会活動の充実と活性化を図るため、子ど

も会のリーダーとして活躍する児童や世話人を

対象に、子ども会についての知識や技能につい

て学習する機会を提供した。 

1 月 24 日 1  49  

おいでわんぱく広場 

子どもたちが自由に集い交流することができる

場所を定期的に提供しながら、文化体験やスポ

ーツ体験の機会とした。 

5 月 9日 

～3月 18 日 
15  171  

坪沼ホタレンジャー 

蛍の生態や蛍が育つ環境について学び、坪沼地

区の自然の魅力を発信し、環境保全について学

んだ。 

6 月 20 日 1  28  

生出市民センター 
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子ども参画型社会創造支

援事業エフエム太白情報

局 2015「生出キッズ盛り

上げ隊」 

地域の魅力を様々な人々と関わりながら、生出

すごろくづくりなどを通して学校の枠を超えて

交流を活発化し、自ら学ぶ環境づくりを行った。 

6 月 21 日 

～12 月 25 日 
10  65  

おいで里ネットサマーキ

ャンプ 

地元小中学生が学校を会場にキャンプを行い、

地域ボランティアやジュニアリーダーから社会

参画について学んだ。 

7 月 30、31 日 2  43  

市民企画講座「サマーキャ

ンプ肝だめし」 

肝だめしの実施を通して次世代を担う地域高校

生のリーダーシップの育成と活躍の場を提供す

るとともに高校生と小中学生の異年齢同士の子

どもたちの交流の機会とした。 

7 月 30 日 1  43  

生出地区「食文化の伝承」 

農作物の作付けから収穫までを体験し、更に、

漬物や味噌など加工まで、地産地消と食文化の

伝承を図った。 

5 月 21 日 

～11 月 19 日 
16  288  

出前講座 

各地域に出向いて地区婦人部と連携して、歴史

や健康講話等の講座を開催することで、学びの

機会を提供しながら地域活動を活性化させるこ

とを目的に実施した。 

5 月 30 日 

～2月 6日 
15  303  

生出朗壮大学 

地域住民の身近な生涯学習の場であると同時に

住民同士の交流と地域活性化を目指して実施し

た。 

5 月 19 日 

～2月 19 日 
10  361  

第 27 回蛍と平家琵琶の夕

べ 

坪沼地区の活性化のために、伝統文化と地場産

品のＰＲを行い、地域の良さを改めて認識し、

次世代へ伝統を繋ぐ機会とした。 

6 月 27 日 1  470  

★●生出地区「災害対応」

講座 

地域の各町内会、地域団体や学校と連携し防災

訓練を実施。避難訓練・防災行政無線通信訓練・

避難所運営委員会開催訓練を通じて地域住民の

意識の向上を図り、災害に対応できる体制の確

立と防災力を充実させる機会とした。 

11 月 20 日 1  300  

●第 36 回生出コミュニテ

ィまつり 

地域の方々の日頃の学習活動の発表と地域住民

の交流の場を提供するとともに、まつりを通じ

て地域振興を図ることを目的として実施した。

住民参加を促し、地域コミュニティの活性化に

寄与した。 

10 月 25 日 1  1,760  

地域活性化懇談会 

生出市民センター運営協力委員会を構成する

22 を超える団体から参加者を募り、意見を交換

を行いながら実施し、地域が更に活性化する意

識の醸成につなげた。 

4 月 22 日 

～3月 30 日 
13  172  

市民企画会議「生出盛り上

げ隊 おいでもん」 

サマーキャンプやコミュニティまつりでの企画

や準備、運営に関わることでスキルアップを図

りながら地域に貢献できる若い人材の育成を目

指した。 

4 月 29 日 

～9月 4日 
7  31  

生出物語～いにしえから

現在、そして未来へ 

多くの方が関わった地域誌を活用し、地域を見

直して発信するため、地域の掘り起こしと、地

域の人材を発掘し育成を目指した。 

5 月 8日 

～12 月 4日 
7  74  
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〔沿 革〕 
中田市民センターは、昭和 44 年 10 月、中田中学校跡地に同校の旧体育館と旧校舎の一部を改築して

仙台市で 5 番目の公民館として開館した。昭和 56 年 3 月に本館を鉄筋コンクリート二階建てとして新

築し、平成 2 年 4 月には「中田市民センター」と改称。平成 19 年 7 月からの大規模改修工事を経て、

平成 20 年 1 月に再開し、現在に至っている。 

平成元年度から平成 11 年 6 月までの間は、太白区内市民センター13 館の拠点館として太白区全体の

生涯学習推進を担っていたが、現在は地区館として事業を展開している。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●伝えよう！伝統の仙台七夕 

参加者 どなたでも 延参加者 64 人 

開催日 全 5回  7 月 2 日(木)、9 日(木)、23 日（木）、30 日（木）、8月 5 日（水） 

協力者・ 

協力団体 

中田小学校、中田中学校、中田児童館、中田保育所、バンビの森保育園 

太白区中央市民センター 中田商工振興会婦人部 

ねらい 昭和 30 年代までは中田地域でも七夕まつりが盛んだったが、住民の記憶から昔の七夕

の様子が消えつつある。そこで、伝統ある七夕の歴史を学んで七夕飾りを製作し、仙

台七夕まつり期間に合わせて飾ることで、七夕行事の再生と地域活性化の一助とする。

さらに隣接する教育機関と連携し飾りを掲げることで、地域一体化の取り組みを目指

す。 

概要・成果 太白区内地域連携ネットワーク事業により、中田小と中田中の協力を得ることができ

た。特に平成 27 年度は中田中生徒が国道 4号線沿いの飾りを製作することになり、商

工振興会婦人部が中学校で製作指導をしたり、町での飾り付けを手伝ったりと新たな

交流が生まれた。中学生は地域行事に関わることで達成感を得るとともに、地域への

関心が深まった。子どもたちが関わったことで大人の関心も高く、地域行事再生の意

識づけとなり、商工振興会婦人部と小中学生との共同製作で中田地域の七夕を盛り立

てることができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

父子でやってみよう「父と

子のいろいろ体験教室」 

地元野菜の収穫体験、名取川でサケの観察およ

び地域清掃、収穫野菜とサケを使った簡単料理 

10 月 10、17、

24 日 
3  45  

インリーダー研修会 

児童：講話「子ども会活動の意義とインリーダ

ーの役割」、演習：ゲームの進め方 

世話人：講話「子ども会活動の意義と世話人の

役割」、グループワーク 

1 月 31 日 1  55  

職場体験学習 

主催事業「中田の魅力探訪」準備および参加、

図書ボランティア手伝い、市民センター窓口業

務体験、市民センターだより印刷補助、消防訓

練での避難誘導。 

8 月 19、20 日 1  3  

●子ども参画型社会創造

支援事業「エフエムたいは

くキッズ情報局 2015」 

各支局との合同研修（ラジオについて・アナウ

ンス技術）や発表交流会、中田支局単独での防

災学習（ゲームぼうさい駅伝、クロスロード）、

サバメシ作り、救命人門講習、ラジオ収録、事

業成果報告会参加。 

6 月 21 日 

～1月 16 日 
13  126  

中田市民センター 
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中田老壮大学 

入学記念講話・落語・マジックショー、緑茶の

効能と美味しい煎れ方、健康体操、ラフターヨ

ガ、歴民館外学習、民謡、遺跡から探る災害の

歴史、食育、方言での健康講話 等 

5 月 21 日 

～3月 3日 
10  679  

「中田の魅力探訪」-これ

から編-中田の～昔・今・

これから～をまとめる 

複数年事業の 3年目。平成 28 年度の成果物制作

に向けての検討会、地域の長老からの聞き取り

座談会、外部講師による講話、地域巡検 等。 

5 月 20 日 

～1月 20 日 
11  101  

★●市民企画講座「みんな

で防災を考えよう！～子

どもと共有生き抜くチカ

ラ～」 

地域の方の災害体験談、ゲームぼうさい駅伝中

田版、ゲームクロスロード、サバメシ作り、備

蓄倉庫見学、エフエムたいはくキッズとの交流

会、中田地区総合防災訓練でのブース参加、救

命救急講習（ＡＥＤ付） 

7 月 11、25 日 

8 月 1、29 日 

9 月 26 日 

10 月 4 日 

12 月 15 日 

7  81  

●ママが作る中田おでか

けマップ 

中田地域に住んでいる子育てママが自分たちで

地域を調べ、同じ子育て中のママのニーズに合

った地域マップ冬号・春号を制作 

5 月 27 日 

～3月 24 日 
20  142  

◎つながる・ひろがる中田

地区未来づくりプロジェ

クト～まだまだあるよ！

中田お宝調査隊～ 

地域力創造支援事業初年度。“お宝マップ”制作

に向けて連携機関全体会議、および４地区の正

副リーダー会議、地区単体会議の開催。 

7 月 19 日 

～2月 27 日 
12  95  

なかだ篝火コンサート 

「第 14 回なかだ篝火コンサート～こころのう

た～」中田神社境内を会場とし、篝火と竹灯篭

を灯した幻想的な雰囲気の中でのコンサートを

実施。 

9 月 5日 1  600  

中田まつり 

センター利用サークル・地域団体及び小中学

校・保育所・保育園などによる作品展示、ステ

ージ発表、町内会対抗大会、地域団体・JL イベ

ントコーナー、市民センター特設コーナー、模

擬店 等 

11 月 15 日 1  4,000  

★みんなのお茶っこサロ

ン 

平成 25 年 8月から平成 26 年度も欠かさず毎月

開催しているお茶っこサロンを、学習と交流の

場として確立しさらに発展させた。 

4 月 22 日 

～3月 18 日 
12  273  

中田市民センター 

「気軽に話し合う会」 

市民センター利用者による意見要望の収集、教

育機関、地域団体との 28 年度行事日程のすり合

わせ 

10 月 16 日 

2 月 23 日 
2  11  

ジュニアリーダー「なかだ

かな」定例会 

ジュニアリーダーの活動準備や報告、定例会の

開催。助言やサポートなど自主活動の支援 

4 月 12 日 

～3月 27 日 
12  75  

★市民企画会議「みんなで

つくる防災講座」 

初回に防災士の基調講話を行い、中田地域に合

った防災講座を企画、実施。ゲーム「ぼうさい

駅伝」の中田版設問の作成。 

5 月 23 日 

6 月 6、13、27

日 

11 月 1 日 

5  35  
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〔沿 革〕 
西多賀地区は、桜で有名な三神峯公園や富沢遺跡があり、仙台でも暖かく環境に恵まれた、住みやす

い土地である。昭和 50 年代、福祉に対する住民の要望が多様化し、自らが福祉活動に参加する傾向が

現れてきた。そのため、活動拠点となる地域の施設を求める要望が高まったことから、昭和 53 年仙台

市として 5 番目の福祉会館として開設された。昭和 58 年、地域住民のより幅の広い利用を可能にする

ため、名称を市民センターと改めた。平成元年政令指定都市移行に伴い地域の社会教育の充実のために

公民館が組み込まれ、生涯学習の拠点として活用されている。平成 3 年には児童館が併設された。以後

子どもから高齢者まで誰でも気軽に利用できる市民センターとして親しまれている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 「中学生が考える地域交流会」 三神峯公園クリーンウォーキング＆交流会 

参加者 中学生と地域住民 延参加者 100 人 

開催日 12 月 5 日（土） 

協力者・ 

協力団体 三神峯公園愛護協力会、西多賀検定委員会、西多賀北町内会さくらクラブ、西多賀中

学校、富沢中学校、太白区中央市民センター 

ねらい 青少年と地域の方との交流を「三神峯クリーンウォーキング＆交流会」として開催し

「地域の財産・三神峯公園」の環境美化と歴史について学ぶ。また地域の方との交流

を図り地域連携を深めることや地域の行事に参加することにより、中学生に活躍でき

る場を提供する。 

概要・成果 西多賀中学校の生徒が職場体験の際に提案した企画「クリーンウォーキング＆交流

会」を基に開催した。地域住民の憩いの場、地域の歴史的財産である三神峯公園の環

境美化と地域の方との交流を図ることで地域活動への関心と異世代間の交流を図り

地域連携を深めることができた。また、企画し実施した中学生にとっても大きな自信

となった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●ニコニコ子育て 
母親同士が情報交換と交流を図り、育児の楽しさや悩

みを共有しながら、子育てに必要な知識を学んだ。 

6 月 4、11、18、

25 日 
4  17  

中学生の職場体験受け入

れ 

将来の社会的・職業的自立に必要な態度や能力を育む

ため、市民センターについて学習し地域の利用者との

交流を深めた。 

8 月～11 月 2  8  

出前講座「中学生職場体験

の心構え」 

中学生の職場体験がより効果的になるように事前、事

後の学習会を開催。事前に働くことの意義や心構えな

どを学習し事後体験のまとめを行った。 

6 月 26 日 

11 月 27 日 
2  240  

インリーダー研修会 
こども会を充実させるため、こども会のリーダーとな

る児童と世話人を対象に、こども会についての知識や

活動に必要な技術を学んだ。 

1 月 31 日 1  74  

西多賀市民センター 
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ジュニアと遊ぼう！ 
ジュニアリーダー指導のもと小学生が集団の中で楽

しく遊ぶ場を提供するため、工作やゲームを行った。 

7 月 24 日 

10 月 25 日 

12 月 25 日 
3  469  

「地域の自然再発見」魅力

いっぱい秋の三神峯公園 

秋の三神峯公園で植物観察会と落ち葉や木の実を採

集しクラフト作りを行った。 
11 月 14、28 日 2  14  

こども参画型社会創造支

援事業「エフエムたいはく

キッズ情報局 2015」 

取材方法やアナウンスの研修を行った。その後、西多

賀地域の公園や寺社へ行き、歴史などを学んだ。また、

地域の方へ取材をし、その内容をエフエムたいはくで

発信した。 

6 月 21 日 

～1月 16 日 
9  38  

西多賀レディス講座はあ

とふるくらぶ 

若い世代の方々の参加しやすい講座として健康づく

りや手芸等の体験を通して受講生同士が交流できる

よう開催。子ども連れでも参加できるようにした。 

9 月 4日 

10 月 2 日 

11 月 6 日 

12 月 4 日 

1 月 8日 

5  78  

西多賀寿大学 

西多賀地域の歴史や健康について講師による講話や

体験指導を受けた。クラシックコンサートを実施し公

開講座とした。さらに、運営委員による自主企画で交

流会を開催した。 

5 月 20 日 

～2月 17 日 
10  738  

西多賀のたから「お多賀

様」を学ぶ 

地域の宝である多賀神社の例大祭で披露される神楽

舞を鑑賞し舞の意味や面について学んだ。 
11 月 30 日 1  12  

～地域で支える～知ろ

う・学ぼう・認知症 

認知症について正しく理解するとともに当事者の思

い、家族との思いと共に理解することや認知症疾患医

療センターの機能と役割と介護サービスの現状につ

いて学んだ。 

11 月 12、19、26

日 
3  50  

★考えよう 支えよう 

防災まちづくり 

指定避難所である中学校で開催された防災訓練では

避難所運営でのスキルの向上を図られた。また、ゲー

ムを中心に子どもから高齢者まで参加した防災教室

では、地域防災・減災への向上につながった。 

7 月 26 日 

9 月 26 日 
2  250  

西多賀地域出前講座 

震災後の地域の復興に対応した講座を開催。移転して

きた住民との交流の機会を作り、市民センターの地域

認識・浸透と市民センター事業の理解を図るととも

に、地域情報を発見していく場となった。 

6 月 13 日 1  70  

西多賀ふれあいまつり 
地域交流の場を提供するとともに、各サークルの学習

発表の場として開催。地域の小中高生の参加により世

代間交流が図られた。 

10 月 24、25 日 2  7,000  

★西多賀地域懇談会 
地域内の情報交換及び課題等が話し合われた。高齢化

や防災意識に対する問題点が浮き彫りになった。 

6 月 24 日 

11 月 20 日 
2  38  

ジュニアリーダー「にした

がっつまん」定例会 

ジュニアリーダーの活動を支援するため、要請の調整

やゲーム・工作の研修を行った。 

4 月 11 日 

～3月 19 日 
12  76  

市民企画会「中学生が考え

る地域交流会」 

中学生が主体的に「地域交流」に関わることができる

講座を企画し「三神峯公園クリーンウォーキング＆交

流会」を開催した。 

8 月 20、21、25、

26 日 

11 月 11、12 日 

12 月 1、5日 

8  46  

読み聞かせボランティア

養成講座 

地域で読み聞かせボランティアを広げていくため、読

み聞かせボランティアとしての心構えや絵本の読み

方、紙芝居、手遊びを学んだ。 

6 月 30 日 

7 月 9、16 日 
3  96  

西多賀地域防災ネットワ

ーク支援 

地域の防災支援のため何ができるか話し合いが行わ

れ、それが次年度の「考えよう、支えよう、防災まち

づくり」の講座につながった。 

5 月 28 日 

6 月 24 日 
2  40  
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〔沿 革〕 
八本松市民センターは、八本松地区の国有地を取得し、昭和 60 年 5 月に、コミュニティ防災センタ

ーを併設した複合施設として開館した。さらに平成 20 年 4月には、八本松児童館が新たに併設された。

平成 26 年度に大規模修繕を実施し、平成 27 年 4月に再開した。 

近辺には広瀬川が流れ豊かな自然環境に恵まれ、史跡として国指定を受けた郡山遺跡、北目城跡があ

る。長町副都心長町駅東再開発が行われ、歴史的情緒を持ち合わせつつ、近代的な街並みを呈した地域

である。 

建物は八本松公園と隣接しており、町内会の集会や文化活動、レクリエーション、スポーツにと、子

供から高齢者まで誰もが気軽に利用できる市民センターとして、地域住民に親しまれている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★八本松防災リーダー養成講座 

参加者 地域住民 延参加者 75 人 

開催日 全４回 7 月 11 日（土）、8 月 22 日（土）、9 月 12 日（土）、10 月 17 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
八本松連合町内会、太白消防署 

ねらい 
東日本大震災後「八本松地域防災サミット」（平成 27 年度より「八本松地域合同防災

会議」と名称を変更）を立ち上げ、会議や合同防災訓練等を、４年間継続してきたが、

避難所のリーダー的役割を担う人材の高齢化への懸念をふまえ、臨機応変に対応でき

る年代層のリーダー養成を実施する。 

概要・成果 
発災後の避難所までの動き（準備、経路、心がまえ）、運営ゲームを通して避難所開設

の学習、太白消防署の協力により実地訓練を行った。実践に役立つ基礎知識やスキル

を身につけることができたという意見が多く聞かれた。講座の受講生は、八本松市民

センターと八本松小学校で実施された 10 月の防災訓練でも活動した。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●八本松子育てカフェ～

学び＆リフレッシュ～ 

おはなし会、３Ｂ体操、子供の健康についての

講話、おもちゃづくりで乳幼児と保護者同士が

交流 

6 月 3、17 日 

７月 1、15 日 
4  44  

絵本大好き！読み聞かせ

講座 

子育て世代を中心とした読み聞かせに興味があ

る方を対象に、各分野の絵本の解説および読み

聞かせ効果や実技を学んだ 

11 月 18、25 日

12 月 2、9日 
4  33  

キッズの元気時間 

小学校と連携しつつ、子供達が小学校の枠を超

えて集い、体験を通して自分の住む地域への興

味・関心を高めつつ交流。こわいお話の会・ド

ッジボール大会・サケの溯上観察・ベガ号観察

会 

8 月 22 日 

10 月 14 日 

11 月 14 日 

1 月 15 日 

4  194  

八本松市民センター 
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ガーデンサポーターⅡ 

樹木のネームプレートを

つくろう 

公共の植栽や地域をより愛する心につなげるた

め、昨年の八本松公園に続き、市民センター敷

地内を中心に樹木名表示を作成し取り付け 

1 月 23、30 日 2  16  

仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会のリーダーとなる児童・世話人を対象

に、子ども会についての知識や活動に必要な技

術の学習・ゲーム体験 

2 月 14 日 1  59  

市民企画講座「地域を学

ぶ」 

地域について学ぶ機会を住民に提供し地元への

関心を高めることで、より良い地域づくりを思

い描く心を育てる。郡山の曲がりねぎ・十八夜

観世音堂と博物館 

11 月 21 日 

2 月 23 日 
2  29  

★楽しく学ぼう！パソコ

ン初心者学習室 

復興公営住宅住民支援も視野に入れ、郡山中学

校を会場に、ワードでチラシや名刺作成、エク

セルを使って表・グラフ作成の学習 

7 月 29～31 日 3  73  

★八本松寿大学 

高齢者が充実した生活を送れるよう支援するた

め、現代的課題・健康・音楽などをテーマに学

習しつつ交流を図った。 

5 月 21 日 

～2月 25 日 
10  453  

あすと長町・八本松・郡山

散策 

地域資源に目を向け興味・愛着を深めるため、

座学で北目城や郡山堀・仙台競馬場などを学習。

またあすと長町・長町操車場・郡山遺跡ほかを

散策。 

9 月 11、25 日

10 月 2 日 
3  42  

★八本松地域合同防災会

議 

「八本松地域防災サミット」立上げから 4年が

経過。より実効的な防災訓練を実施するための

会議・防災訓練実施・反省会 

6 月 17 日 

～12 月 2日 
7  1,247  

社会学級共催事業企画講

座「コミュニケーション術

を体験しよう」 

良い人間関係を築くためのヒントを探り、コミ

ュニケーションづくりの手法を講話と参加型学

習で学んだ。 

10 月 7 日 1  17  

社会学級共催事業企画会 

社会学級と情報交換しながら、地域にとって必

要な課題を共有し地域の住民が学習体験を得る

事業を企画・実施 

7 月 8、30 日 

 8 月 26 日 

 10 月 1、7日 

5  21  

★八本松スマイルコンサ

ート  

住民が気軽に集い交流する機会提供として、遊

び歌、フォークソング、南米音楽、マリンバ＆

ピアノ、フルート＆ピアノのコンサートを開催 

8 月 29 日 

～1月 16 日 
5  388  

★八本松・郡山地区市民ま

つり 第１９回うぶすな

フェスティバル 

あすと長町地区や復興公営住宅の住民を含めた

地域住民の交流の場をつくるとともに地域活性

化に寄与する。作品展示、舞台発表、縁日、お

はなし広場など 

10 月 31 日 

11 月 1 日 
2  1,400  

八本松市民センター懇話

会 

市民センター利用サークル、八本松・郡山 2連

合町内会及び地域諸団体と地域ニーズや課題を

共有し情報交換 

2 月 5、24 日 2  27  

市民企画会議 「地域で学

ぶ」 

地域の特性を探りながら、企画員が取り組みた

い、学習したいと考えている事柄をまとめ、講

座として企画した。 

6 月 18 日 

～2月 23 日 
13  70  
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〔沿 革〕 
八木山市民センターは、仙台市南西部に位置し昭和 30 年代後半～40 年代中頃にかけて整備・開発さ

れた、豊かな自然が残る調和の取れた住宅地である八木山地区に、昭和 62 年 4 月 6 日開館した。平成

20 年 11 月には新しい体育館を増設、平成 25 年度から 26 年度にかけては大規模修繕を実施し、平成 27

年 4月に再開した。 

当市民センター周辺は、八木山動物公園や八木山ベニーランドなどのレクリエーション施設をはじめ、

大学、野草園、放送局、総合病院など学術・文化・医療の施設等が揃い、地域住民ばかりでなく広く仙

台市民に親しまれている地域である。また、センター隣接地が地下鉄東西線の西の起点駅（八木山動物

公園駅）となったことから、今後、地域の生活環境が大きく変貌していくことが予想される。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 第１０回秋の八木山フェスタ～こどもにやさしい八木山～ 

参加者 どなたでも 延参加者 12,082 人 

開催日 全 1回  11 月 3 日(月) 

協力者・ 

協力団体 

八木山動物公園、仙台市公園緑地協会、八木山ベニーランド、東北工業大学、八木山

連合町内会、八木山南連合町内会、八木山管内小中学校ＰＴＡ 

ねらい 

「八木山地区への地域貢献に関する覚書」を結んでいる八木山ベニーランド・八木山

動物公園・東北工業大学・八木山市民センターを中心に民営施設、公共施設、教育施

設、地域団体等が連携して、八木山地域のひとづくり、まちづくりを推進するととも

に、地域活動団体、サークル、個人に発表の場を、地域の小中学生に地域との交流の

場を提供する。 

概要・成果 

今年から地下鉄「八木山動物公園駅」周辺で集中して実施していこうということで、

八木山ベニーランド・八木山動物公園・八木山市民センターを会場に、主催４団体が

それぞれ工夫を凝らしたイベントを実施した結果、昨年より約 2,000 人多い、12,000

人強の参加者があった。 

開会式も地下鉄駅屋上の「八木山てっぺんひろば」で行った。ポスターコンクールの

作品は各町内での掲示に先駆けて、全応募作品を市民センターに展示したほか、各団

体が協賛品を持ち寄って参加賞を用意し、応募者に配布した。 

このイベントも１０回目を迎え地域に定着したイベントとなっている。当日の来場者

だけでなくイベント前から地域全体で盛り上げる動きが高まったほか、主催団体の連

携も年々密になっており、フェスタ以外の日常の活動にも成果が出ている。 

 

〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参加

者 

八木山こどものくにまつ

り 

地域の子育て関連団体と連携し、親子で凧作

り、凧あげ、焼き芋などを行い、地域の親子や

子ども同士・親同士の親睦・交流を図った。 

11 月 15 日 1  72  

★ママのほっこりタイム 

子育て中の母親を対象に、子どもから離れてリ

フレッシュする時間や子育てについての悩み

を話し合う時間を設け、母親同士の交流の場を

持った。 

6 月 18、25 日 

7 月 2、16 日 
4  24  

八木山市民センター 
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仙台市子ども会インリー

ダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリ

ーダーとして活躍する児童及び世話人を対象

に子ども会活動の意義や役割を学び、レクリエ

ーションゲームの技術を習得する機会を提供

した。 

2 月 21 日 1  88  

中学生職場体験学習 

中学生の将来の職業観の育成を目的とし、窓口

業務での利用者に対する接遇、講座の進め方、

企画の立て方などを指導した。 

8 月 19～21 日 1  4  

子どものための囲碁教室 

６歳から中学 1年生までの子どもたちが、地域

の囲碁同好会メンバーを講師として、囲碁のル

ールやマナーを学んだ。講師との世代間交流を

図り、子ども同士切磋琢磨することで子ども達

の人格形成の一助となった。 

5 月 9日 

～3月 19 日 
42  546  

★広げよう！「八木山防

災の輪」～「ぼうさいダ

ック」「ぼうさいダンス」

で地域をつなごう～ 

幼児向け防災カードゲーム「ぼうさいダック」

「ぼうさいダンス」を体験受講した中学生が消

防関係者や大学生と一緒に地域のイベント等

で指導者として活躍した。 

6 月 30 日 

～12 月 12 日 
6  220  

在仙外国人向け日本語講

座「日本語ティールーム」 

仙台に住む外国人を対象に生活日本語を指導

し、快適に生活できるように支援した。 

4 月 22 日 

～3月 18 日 
69  573  

★やぎやまシニア大学 

地域の中で孤立しがちな高齢者が健康で心豊

かな生活を送れるよう、様々なテーマでの学び

の提供と、参加者同士の交流を図った。 

6 月 11 日 

～2月 18 日 
8  584  

元気いきいき健康講座 

高齢者が住み慣れた場所で安心して快適で張

り合いのある生活を送れるよう、健康講話や介

護予防体操、調理実習を行った。 

10 月 22、29 日 

11 月 5、19 日 
4  89  

第 27回やぎやま市民セン

ターまつり 

地域や市民センターで活動しているサークル

など諸団体が舞台・展示・体験コーナー等で学

習成果の発表の機会とした。 

10 月 10、11 日 2  1,950  

八木山気軽に懇談会 

地域の町内会・各団体、学校支援本部や市民セ

ンター利用団体の代表の方々の意見を聞き、八

木山の地域課題を探り、その解決を図った。 

6 月 23、24 日

11 月 27 日 
3  36  

★地域防災シンポジウム

in 八木山 

地域の小学生・中学生・高校生・大学生・大人

が一堂に会して防災について話し合い、それぞ

れ自分たちがやるべきことを確認し、地域の防

災意識の向上と共有化を進めた。 

12 月 12 日 1  120  

◎八木山今昔物語～じっ

くり八木山を学ぼう～ 

東西線の開通を迎え、八木山の地域資源を見直

し、八木山の魅力を訪れる人に知ってもらう活

動を通して、地域の次世代層の育成を図った。 

 6 月 4 日 

～2月 25 日  
12  323  

★八木山防災フェスティ

バル「緑の風 ぼうさい

コンサート」 

開館記念の大規模コンサートを実施し、多くの

方に新しい市民センターに足を運んでもらう

とともに、「ぼうさいダック」や八木山オリジ

ナルの「ぼうさいダンス」の浸透を図った。 

5 月 10 日 1  150  

市民企画会議「八木山盛

りあげ隊」 

「音楽」をとおして八木山地域を盛上げ愛着を

深めるような企画を話し合った。 

5 月 30 日 

～12 月 25 日 
7  22  

市民企画講座「八木山音

楽の宝箱」 

「おんがくであそぼう！夢色バージョン」

「祝・地下鉄東西線開業 石川祐介アフタヌー

ンコンサート with 八木山コーラス」として八

木山小児童、地元在住音楽家等が演奏した。 

9 月 3日 

12 月 9 日 
2  271  

地域の絆プロジェクト

「ブロック塀に絵を描こ

う」 

地域の絆づくり推進事業で誕生した大きなブ

ロック塀の壁画を毎年補修し描き加えていく

ことで、地域全体で守り育てた。 

8 月 4日 

～8月 20 日 
4  65  
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〔沿 革〕 
山田市民センターは、昭和 62 年 4月 17 日、旧笹谷街道沿いに戦後住宅街として開発され発展してき

た山田地区に、コミュニティ防災センターを併設して開館した。 

当市民センターは縄文遺跡や鹿除土手などの歴史遺産や昔ながらの自然を残す恵まれた環境の中に

あり、太白消防署、鈎取郵便局、鈎取球場、縄文の森広場などの公所・施設や小中学校、大学などの教

育機関も多く立地している。また、国道 286 号線沿いには大型商業施設が立ち並び、高い集客力を有し

ている。 

こうした環境の中、当市民センターは地域の生涯学習や地域コミュニティづくり、交流の場として地

域住民に広く活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 社会学級連携講座「森の中で交流会」 

参加者 
小学生と保護者、社会学級生及び地域住

民 
延参加者 70 人 

開催日 10 月 18 日（日） 

協力者・ 

協力団体 
上野山小学校、上野山小学校社会学級、太白小学校社会学級 

ねらい 社会学級連携事業企画検討会の中で子どもと地域住民の繫がりが希薄化してきてい

る、という問題が提起され、保護者や地域の方々が積極的に目を配り声がけをし見守

ることが大切と意見が出された。そこで地域内にある「楽元の森」を活用し、子ども

達が保護者や地域の人たちと交流する場を提供し、顔の見える関係を築き健やかに成

長するための一助とする。 

概要・成果 
上野山小学校の「楽元の森」に於いて野外調理（一斗缶でピザを焼き、ドラム缶で焼

き芋を作った。）をし、子どもと保護者、地域の方が交流する場を提供できた。しか

も、日曜日の開催だったので親子での参加が多く、また年齢も幼児から８０歳代と幅

が広く異世代間交流ができた。さらに「楽元の森」という地域資源を利用し、地域の

魅力を再発見でき愛着を持つことができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●子育て支援講座「みんな

の部屋やまだ」 

子育て中の親子や支援者を対象に、３Ｂ体操、ハンド

マッサージ体験会、おはなし会、ウエルカムパーティ

ー（交流会・防災講座）、おもちゃ作り、誕生学講話、

宮教大准教授の子育て講話、情報交換会を開催した。

講座終了後の 1 時間、部屋を開放し参加者同士交流の

場を設けた。 

4 月 22 日 

 ～3月 16 日 
16  157  

インリーダー研修会 

次年度より、子どもの会のリーダーとなる児童及び世

話人を対象として、活動の意義や役割について講師の

話を聞き、行事プログラムの立て方や危険回避につい

て学んだ。ＪＬからは、行事で役立つレクリエーショ

ンゲームの進め方について教えてもらった。 

2 月 7日 1  81  

山田市民センター 
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ため池の生き物調査「中た

め池」編 

９月１日に上野山小学校で事前学習会実施。池干し当

日の９月１１日は大雨特別警報が出されるあいにくの

悪天候で中止。その後、宮城大学生とため池の管理を

担当している農家の方、そして地域の方たちとで９月

２９日に池干しを実施。外来魚は駆除し在来魚は計測

の後、昨年池干しを実施したため池に戻した。小学生

の参加は実現できなかったが、池干しの記録を残すこ

とが出来た。 

9 月 1、29 日 2 120  

★ジュニア地域防災エキ

スパート養成講座 

講師の赤十字山田・鈎取地域奉仕団が事前に勉強会を

実施した後、その参加者を講師に中学生を対象とした

救命救急三角巾の使用方法の講習会を実施。さらに２

４日の地域防災訓練の際に、講習を受けた中学生が、

小学校・中学校それぞれの防災訓練の場で、参加者に

三角巾の使用方法を指導した。 

10 月 8、9、14、 

24 日 
4 52  

やまだシミセン「ジュニア

スタッフ」活動 

7 月から 4回開催。7月は活動内容と年間予定を説明し

たあと、市民センター館外の掃除を手伝った。10 月は

花壇でチューリップの球根植えを行い、また山田ふれ

あいまつり受付で配布するひまわりと朝顔の種の準備

と、まつり当日の子どもの広場の手伝いをした。 

7 月 18 日 

10 月 14、27、

28、29、30 日 

11 月 1 日 

7  12  

楽しく学ぼう！「山田わん

ぱくクラブ」 

6 月は太白マイスクール児童館と連携して、おはやし劇

の観劇会を太白小学校で開催。9月は上野山児童館、縄

文の森広場と連携して、野外遊びを縄文の森広場で開

催した。1月は団子挿しづくりともちつき体験会を山田

市民センターで開催、2月は人来田マイスクール児童館

と連携して、人形劇の観劇会を人来田マイスクール児

童館を会場に開催。 

6 月 27 日 

9 月 5日 

1 月 6日 

2 月 27 日 

4  160  

山田豊齢大学 

高齢化社会に対応したテーマの講話（防犯講座、交通

安全教室、医療講座等）や音楽、演劇鑑賞、地域につ

いて学ぶ講座等を開催し、地域の高齢者が共に学び合

い、交流と親睦を深めた。 

5 月 14 日 

～3月 10 日 
9  629  

★福祉まつり 

山田鈎取地域社会福祉協議会と連携し、講話とコンサ

ートの「福祉フォーラム」開催。同時に、２５日、２

６日の２日間、地域でサロン活動を展開している団体

をパネルで紹介した他、地域の福祉施設の利用資料な

どを展示し、来館者に PR した。サロン活動の１団体に

よる介護予防につながる体操のデモンストレーション

や西多賀病院による骨密度測定も実施した。 

8 月 19 日 

9 月 3、25､26

日 

4 212  

★山田鈎取地域防災訓練 

準備会 1 回、実行委員会 3 回、実施及び反省会を含め

て計 6 回を予定通り行った。今年初めて、上野山小学

校区、山田中学校区、山田市民センターの 3 か所で同

時開催し、実施当日は合計で 1,785 名の参加者を得る

ことが出来た。 

6 月 25 日 

7 月 15 日 

9 月 25 日 

10 月 16、24 日

11 月 5日 

6  2,016  

社会学級連携事業企画検

討会 

上野山小学校社会学級・太白小学校社会学級の企画員

メンバー８人と３回の企画会を経て１０月１８日（日）

上野山小学校の「楽元の森」を会場に連携講座「森の

中で交流会」を開催した。 

6 月 24 日 

7 月 22 日 

9 月 9日 

10 月 18 日 

10 月 18 日 

（反省会） 

5  37  

★第 19 回山田ふれあいま

つり 

天候に恵まれ、例年通りの参加団体で展示・舞台・出

店等多くの来場者でにぎわった。今回初めての試みと

して、舞台発表の最後に西多賀支援学校（当時西多賀

ベッドスクール）の子どもたちを励ますためにつくら

れた「ともだち」という歌を会場全体で歌い、また、

地域のボランティアサークル「ひまわりの会」オリジ

ナルの「ひまわり音頭」を踊るフィナーレとしたとこ

ろ、閉会式まで盛り上がった。また、防災学習マスコ

ットキャラクター「ひとまちぼうた君」を防災コーナ

ーに登場させたところ、予想以上の人気を博した。 

10 月 31 日 

11 月 1 日 
2  2,480  
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山田つどいのコンサート 

１回目は当センター利用のサークル「かたくりの花」

と「Ｖｉｖｏ２」のコラボでのコンサート、２回目は吹

奏楽団「太白ウインドアンサンブル」の吹奏楽コンサ

ート、３回目は、ＧＧＳＯ（ゴールデン・グループサ

ウンズ・オーケストラ）のＪＡＺＺコンサート、４回

目は仙フィルメンバーのバイオリンコンサートを開

催。市内各地からの来場者があり、福祉施設や地域の

高齢者が多数来場した。コンサート終了後、ロビーで

お茶っこサロンを開催し、こちらも好評だった。 

5 月 16 日 

7 月 4日 

11 月 14 日 

2 月 6日 

4 329  

山田鈎取地域懇話会 

4 月に館内の保育所、児童館、小中学校及び縄文の森広

場の代表者に集まっていただき、今年度の事業方針と

連携について話し合いをし、各児童館と縄文の森広場

との連携事業を開催することが出来た。２回目は利用

者懇話会を実施。 

4 月 17 日 

2 月 20 日 
2  21  

市民企画会「山田・鈎取ま

ち物語」 

山田・鈎取地域には歴史的遺産や貴重な史実が数多く

あるが広く知られていない。そしてそれらを知る人々

も高齢化が進み記憶と共に記録も希薄になってきてい

る。そこでこの地区の歴史などに興味のある地域の方

に集まっていただき、調査しながら記録し時代に残す

ための講座の企画・運営の場を提供する。 

6 月 24 日 

7 月 19 日 

9 月 17 日 

10 月 16 日 

11 月 25 日 

5  45  

「山田・鈎取まち物語」発

刊記念講話「江戸時代の村

と街道」 

企画委員会で企画した内容で、目的等については企画

委員会で話し合う。 
3 月 26 日 1  195  

第 31 回 仙台市史講座 

仙台市博物館との共催で開催。講師の松浦順一氏から

は「山田・鈎取の近・現代史～地域開発の様相をたど

る～」と題して、太白団地や人来田地域の開発の歴史

や交通網の変遷などについて約90分の講演をいただい

た。 

アンケートでは、半数以上の人が市史講座への参加は

初めてと回答しており、新たなファンの獲得につなが

った。 

7 月 19 日 1  80  
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〔沿 革〕 
茂庭台地区は仙台市西部に位置し、市内中心部から約 20 分の距離に位置しながらも、豊かな自然環

境に恵まれている。 

茂庭台市民センターは、昭和 63 年 4 月にコミュニティ防災センターを併設して開館し、平成元年 4

月から地域社会教育の拠点として公民館事業を開始した。平成 2年には児童館が併設された。 

近隣には高層マンションや多くの福祉施設があり、高齢者、子ども、福祉施設の方々や外国人居住者

の利用も多く、当市民センターは地域コミュニティの交流の場となっている。また、地域住民、各種団

体とともに、地域性を生かした事業や地域人材を活用した講座などを開催している。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 天空の街“風のしらべ” 

参加者 どなたでも 延参加者 120 人 

開催日 10 月 17 日（土） 

ねらい 

市民センターの前には地域住民の憩いの場になっている広場がある。 
芽吹きの春、新緑の五月、そして夏には大きなケヤキの木が日陰をつくり涼やかな風

を運んできてくれる。そのような自然の中で、誰もが足をとめてくれるような演奏と

朗読会を開催し、日頃市民センターに馴染みのない方にも認知してもらう機会とする。 

概要・成果 

これまで市民センターであまり活かせていなかった市民センター前広場で屋外コンサ

ート・朗読会を開催した。茂庭台地域に響き渡る音色につられて、日頃市民センター

へ足を運ばない地域住民も多く訪れ、交流を深める一助となった。予想の倍以上の来

場者があり、アンケートからも好評であったことが分かり、当センターの認知度を高

めた点でも効果があった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

フレッシュママのおしゃ

べりタイム 

託児付き講座とし、コサージュ作り・教育資金

の講話や親子ヨガの体験など子育てに関する情

報を提供。参加者同士がゆったりとした時間を

共有し、地域の子育て世代の交流の場となった。 

5 月 21、28 日 

 6 月 4、11 日 
4 22  

親子木工作教室 

地域の方からいただいた「竹」を材料に、昔懐

かしい遊び道具や簡単なアクセサリー製作。竹

の扱いや工具類の使い方を学び、小学生と保護

者が協力して取り組んだ。また、実際の遊びを

通して参加者間の交流を図った。 

11 月 1 日 2 20  

インリーダー研修会 

生出、茂庭台地区で次年度に最上級生となる小

学 5 年生と世話人を対象に、子ども会の運営方

法や行事の進め方について学んだ。ＪＬや児

童・世話人の交流が図られた。 

1 月 24 日 1 39  

「茂庭台子どもマップ」を

つくろう 

子どもたちが郷土に関心をもつために、子ども

がわかりやすい「地域マップ」づくりを行った。

団地が出来る前の話を聞き、地域を見てまわり

地図に書き込んでいった。出来あがった「マッ

プ」は「茂庭台地区市民文化祭」に展示した。 

7 月 29 日 

 8 月 5、12、20

日 

 9 月 13 日 

5 18  

茂庭台市民センター 
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中学生職場体験 

中学生が市民センターの役割について学び、実

際に窓口業務や講座サポート、事業の企画など

の仕事を体験した。 

8 月 19、20、21

日 
1 4  

男性のためのデジカメ教

室 

団塊世代男性が地域デビューをし茂庭台が活性

化するために開催。カメラについての基礎知識

を学習し、実際に撮影（室内、屋外、森の中な

ど）、その都度講評を受けながら学んだ。作品は

「市民文化祭」に展示した。 

4 月 18 日  

5 月 2、16、17

日 

 9 月 12 日 

 10 月 4 日 

6 20  

シニアのための健康セミ

ナー 

日中忙しい方も参加できるよう夜間開催とし、

運動、食事面ともに「継続しやすい、手軽に行

える」をコンセプトに実施した。日中忙しい方

からの申込があり、普段市民センターに馴染み

が薄い方にも市民センターについてＰＲするこ

とができた。 

11 月 27 日 

 12 月 4 日 
2 14  

環境トレッキング 

茂庭台から気軽に登ることが出来、自然の豊富

な山「蕃山」であるが、先頃の違法伐採でだい

ぶ自然が破壊された。トレッキングをしながら、

環境に左右される植物や、稀少価値のある植物

を観察しながら自然環境を考える機会となっ

た。 

5 月 30 日 

 9 月 27 日 
2 29  

★茂庭台大学 

薬の内服方法、実演を交えた盲導犬についての

講話など様々な内容を扱った。2 年目となり、

受講生は運営委員会形式の実施にも好意的であ

った。今後も継続する事で、より受講生の要望

を講座に反映させていく。 

5 月 15 日 

～3月 4日 
10 362  

茂庭台地区市民文化祭 

地域で活動するサークル・団体の日頃の学習成

果発表と地域住民の交流の機会を提供し地域活

性化を図るために開催。ステージ発表や作品展

示、模擬店、イベントなどを行った。 

10 月 3、4日 2 3,335  

天体観望会 

地域住民の天体・自然科学に対する興味・関心

に応えるために開催。天体の説明や星図の見方

を学習してから駐車場に移動し、ベガ号や大型

望遠鏡で「月面のクレーター」［スバル］［カペ

ラ］などを観察した。 

11 月 20 日 1 21  

市民企画会議開催講座「梨

野でつくろう“旬”野菜」 

普段、土に触れる機会の少ない地域住民が梨野

地区畑で野菜づくりを体験した。野菜づくりの

ノウハウを学び、収穫祭などを通して講師、参

加者間の交流を図った。 

6 月 6日 

～12 月 2日 
13 138  

楽しく学ぼう！日本のこ

と外国のこと 

茂庭台地区在住の外国人、住民が言葉の学習や

茶道体験などの文化交流を行い、互いへの理解

を深める機会とした。 

2 月 24 日 

 3 月 2 日 
2 19  

★地域防災講座 

地域住民対象に、防災への備えについて意識の

共有、高揚を図ることにより「減災」に取り組

むことを目的に実施した。 

11 月 26 日 1 34  

地域懇談会 

①学校関係者②サークル関係者及び地域団体③

町内会関係者を対象に、地域課題の発掘、把握、

解決に向け意見交換を行った。 

6 月 26 日 

 11 月 19 日 

 12 月 5 日 

3 38  

複数年事業 茂庭台案内

人養成講座「もにわだいを

歩き隊ーM・A・T－ 

複数年事業ということで、昨年度に地域を歩き

発見した「地域の魅力」について再確認し情報

を得た。資料やマップ作りに取りかかるなど次

年度につなげる活動を行った。 

4 月 12 日 

～11 月 11 日 
7 65  

梨野ファーム企画会 
季節の野菜づくりと地域交流をテーマに企画会

を開催し、開催講座の企画・運営を行った。 

4 月 25 日  

5 月 9、17、29

日  

11 月 21 日 

 12 月 12 日 

6 57  
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〔沿 革〕 
東中田市民センターは、平成元年 4 月に児童館、保健センター、コミュニティ防災センターを含む複

合施設として開館した。 

当市民センターが位置する東中田地区は、仙台市太白区の東南端・名取川下流域にあり、名取川と広

瀬川の合流点にも近く、素晴らしい自然環境に恵まれ、古墳や寺社仏閣などの歴史的資産を有している。 

農村であったこの地域に、近年は高層の市営住宅や高齢者福祉関連施設、ミニ開発による一戸建て住

宅が次々に建設され、商業の発展も著しい。新旧住民が混在し、急速に発展している地域環境に対応し

た地域コミュニティの確立が望まれている。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 
 

〔特色ある事業〕  

事業名 東中田の語り手ボランティア養成講座 

参加者 成人 延参加者 62 人 

開催日 全 23 回  4 月～3月 

協力者・ 

協力団体 
東中田児童館、仙台市立四郎丸小学校 

ねらい 
地域に伝わる民話や伝説などを学び、それらを後世に語り継ぐボランティアを養成す

る。「語り」を伝承し地域を知る機会を持つことで、地域愛を育み、地域活性化を目

指す。 

概要・成果 平成 25 年度主催事業から「かにっこ語りの会」が立ち上がり、平成 27 年度も語りの

修得と地域の学びを深めながら、小学校総合学習の関わりや地域のまつりで語りを披

露するなど、語りをとおして受講者が地域に愛着を持つ機会となった。 

なかでも、四郎丸小学校総合学習の地域学習への関わりは、児童がその学びを学習発

表会で発表し、さらに市民センターを会場として地域に還元する機会となった。 

このような機会がボランティアの意欲を高めるなど、相互的な地域力向上にもつなが

っている。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

インリーダー研修会 

子ども会の児童や世話人を対象に子ども会活動

についての知識や技術を学習する機会を提供

し、子ども会活動の充実を図った。 

1 月 24 日 1  54  

東中田わくわくタイム 

市民センターで活動しているサークルや地域講

師が持つ知識や技を生かした講座を開催するこ

とで、小学生がふだんできない体験をすること

ができた。ちぎり絵、将棋など 

7 月 25 日 

～1月 17 日 
8  134  

ジュニアリーダーと遊ぼ

う！ 

地域を題材としたゲームの実施。ジュニアリー

ダーがゲームに加わることで、学年が異なる子

ども達が協力してゲームをすることができた。 

10 月 31 日 1  59  

東中田市民センター 
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東中田いきいきタイム 
体験学習の機会を提供することで、主体的な学

習活動への参加意欲を高める一助となった。 

7 月 8日 

～2月 5日 
5 57  

東中田老壮大学 

高齢者が生きがいを見出し健康で豊かな生活を

送るためにさまざまな分野について学習した。

また、3 年目となる自主企画の文化祭では役員

を中心に企画・運営し盛大に開催することがで

きた。 

5 月 20 日 

～3月 9日 
10  582  

みんなのコンサート 

地域に居ながらにして気軽に音楽を聴く機会を

設けるとともに、多くの住民参加により交流を

図った。弦楽五重奏、民謡など 

7 月 18 日 

～12 月 12 日 
4  295  

名取川からのメッセージ 

名取川に関連した伝説を語りで伝え、実際に地

域を歩いた。また、鮭の溯上観察で名取川の環

境について学んだ。 

7 月 26 日 

～11 月 12 日 
4  52  

★●ほっこりサロン 

ハンドマッサージ、タッピングタッチ等魅力あ

るツールを用いながら色々な場所でサロンを開

催し、気軽に参加し交流を図る事で互いを理解

し、孤立せず、助け合えるよう、又地域課題を

自ら解決できる地域社会の構築を図った。 

4 月 4日 

～3月 17 日 
15  229  

★災害弱者を守る「地域安

心ネットワーク」 

災害に備え市民センターが補助避難所となった

時のマニュアルづくりをとおして、災害に強い

地域づくりへの意識を共有した。 

6 月 19 日 

3 月 24 日 
2  50  

●東中田市民まつり 

町内会や地域団体、地域サークルと連携し、学

習発表の場と地域住民の交流の場を提供し、地

域活性化を図ることができた。 

10 月 4 日 1 4,000  

◎つながる・ひろがる中田

地区未来づくりプロジェ

クト～「いいとこあっち

ゃ」知って活かそうまちの

お宝～ 

地域力創造支援事業初年度。“お宝マップ”制作

に向けて連携機関全体会議、および 4地区の正

副リーダー会議、地区単体会議の開催。 

7 月 19 日 

～2月 27 日 
15  195 

★地域懇話会 
地域内小中学校、幼稚園や児童館や団体、また、

町内会長と情報共有を図る懇話会を実施した。 

6 月 24 日 

3 月 24 日 
2  27  

明日へ伝えよう わたし

たちの四郎丸 

四郎丸小学校 3年生が、かにっこ語りの会から

地域について学び学習発表会で発表したもの

を、市民センターを会場に地域の方々に披露し

た。また、エフエムたいはくで放送した。 

2 月 19 日 

3 月 14 日 
2  80  

★●ほっこりサロンボラ

ンティア養成講座 

ハンドマッサージ、タッピングタッチと傾聴を

学び、地域の人たちが気軽に利用できるサロン

を開催できるよう運営するボランティアを養成

した。 

5 月～3月 12 124 

「みんなで東中田もりあ

げ隊」市民企画会議 

若者が地域に息吹を吹き込み、世代を超えて交

流できる講座を目指して企画会を実施したが、

講座企画には至らなかった。 

3 月 31 日 

5 月 10 日 
2  4  
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〔沿 革〕 
柳生市民センターは、平成 9 年 4 月に、市内 52 番目の市民センターとして児童館・コミュニティ防

災センターを併設して開設された。 

当市民センターが位置する柳生地区は仙台市南端に位置し、住宅地・商業地として発展している。ま

た自然環境に恵まれ、柳生和紙など伝統工芸も残されている。マンション等の建設に伴い、他地域から

の転入者も多く、若年層の世帯が比較的多い地域である。 

こうした地域の特性と施設の機能を活かしながら、住民の多様化に対応した生涯学習の地域拠点とし

て各種事業を展開し、地域のコミュニティ・住民の自主的活動の場としての役割を担っている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 地域の魅力発見 

参加者 地域住民 延参加者 216 人 

開催日 全 21 回   4 月 8 日（水）～2月 6日（土） 

協力者・ 

協力団体 仙台市立柳生小学校、柳生南町内会かやの木会 

ねらい 
住民同士のつながりが希薄になりつつある中、受講者が多様な視点から、地域の

魅力（資源・人材・課題など）を再発見し、情報を発信するとともに、地域づく

りの担い手として、地域と住民をつなぐ新たな取り組みを行なう。 

概要・成果 今年度は「柳生まるごと楽しみ公園」を開催。市民センターのホールを公園に見

立て３つのグループがこれまでの学習成果を発表。「公園」グループは木のクラ

フト作りや昔遊びを、「和紙」グループは手作り紙芝居『柳生和紙ものがたり』

を上演、「食」グループはオリジナルの『やなちゃん汁』の提供、四季料理のレ

シピ集配布などを行った。他にも主催講座では料理の講師を務め、地元小学校の

給食メニューにもレシピが取り入れられるなど、地域の魅力をいろいろな世代に

伝えることができた。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

親子でわくわく！ 

親子あそびや体験を通して、異年齢の子ども同士や親

同士の交流の場となった。最後の回では大学生や JL

がお手伝いとして参加し、異年齢の若者と子どもたち

がふれあう場にもなった。①②わらべうた③④リズム

遊び⑤⑥英語であそぼう⑦親子でサッカー⑧ダンボ

ールランド 

5 月～2月 8  179  

柳生キッズクラブ 

子どもたちが伝統工芸の面白さ、集団で身体を動かす

ことの楽しさ、実験を通した科学の不思議さを体験で

きた。①柳生和紙漉き②サッカー③ビスマス結晶化実

験 

5 月 16 日 

1 月 6日 

2 月 7日 

3  50  

おいしく食べよう！旬野

菜 

柳生小やさい塾が育てた地場野菜や旬の果物を利用

して、じゃがいものニョッキ・サラダ・フルーツポン

チの調理を体験した。家庭での調理への関心を育むこ

とができた。 

10 月 14 日 1  19  

柳生市民センター 
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インリーダー研修会 
子ども会活動の充実を図るため、子ども会リーダーと

して活動する児童及び世話人を対象に、活動に必要な

知識を提供した。 

2 月 28 日 1  21  

●子ども参画社会創造支

援事業「エフエムたいはく

キッズ情報局」 

地域の歴史や財産を学習し、情報発信をとおして、地

域への関心・愛着を深めた。また 5館合同事業により、

地域を越えた交流が広がった。①アナウンス研修②５

館交流会③「にんじんロール」制作発表④エフエムた

いはくキッズ情報局出演⑤子どもフォーラム参加 

6 月～1月 12  118  

きらり柳生体験広場 
市民センターに来る機会が少ない中年世代を対象に、

興味を持つテーマを夜間講座として実施した。①すず

め踊り②ヨガ 

7 月 3日    

1 月 21 日 
2  28  

★柳生シニアスクール 
高齢者の生涯学習推進と親睦を図った。①音楽と講話

②文学講話③健康体操④防災関連ゲーム⑤健康⑥柳

生の歴史⑦環境問題⑧趣味 

5 月～2月 10  346  

★ふれあい結いの輪 

被災者の方と地域の方が集い、互いに支えあい学び合

うことで、つながりを深めた。①地域散策②箸置制作

③ほっこり郷土料理④コミュニケーション麻雀①～

③講師は、地元講師を起用した。 

6 月 19 日 

8 月 28 日 

10 月 16 日 

1 月 15 日 

4  47  

●「認知症」を知ろう 

―認知症と上手につきあ

うために 

講話と寸劇、軽運動、調理など多様な学習で、「認知

症」の基礎知識と対処方法を学び、健康への意識を高

めた。①認知症ってどんな病気？ ②楽しくあたまと

からだを動かそう ③毎日コツコツカルシウム（調

理） 

6 月 4、11、18 日 3  63  

Let’s フォークダンス 

in 柳生 

「マイムマイム」「オクラホマミキサー」などを覚え

て、踊りを楽しんだ。フォークダンスサークルのみな

さんがアコーディオン生演奏で盛り上げてくれて、大

人から子どもまでの幅広い世代の交流が広がった。 

11 月 28 日 1  37  

★柳生地域防災講座 

小学生親子や地域住民、仮設住宅に住む被災者を対象

に、多方面から、防災に役立つ知識を学び、防災意識

向上に役立てた。また相互の交流も図られた。①サバ

メシづくり・減災カルタ・応急手当講座 ②クロスロ

ードゲーム ③和 Rock 復興コンサート 

７月 5日 

3 月 12、19 日 
3  197  

サタデーコンサート 

地域住民が気軽に生の演奏を楽しむ交流の場として

開催し、出演団体には、日頃の練習の成果披露の場と

して提供した。①キーボード漫談②合唱・キーボード

連弾③金管アンサンブル 

7 月 25 日 

10 月 24 日 

1 月 23 日 

3  81  

★柳生市民センター・児童

館まつり 

市民センター利用団体や小・中学校・地域団体の学習

成果の発表の場及び、地域住民の交流の場を提供し

た。①オータムコンサート②おまつりの部 

9 月 26、27 日 2  2,200  

◎つながる・ひろがる中田

地区未来づくりプロジェ

クト～いいね！柳生西中

田 地域のお宝再発見～ 

地域力創造支援事業初年度。町内会をはじめとする地

域諸団体で“お宝マップ”制作プロジェクトチームを

結成。実際にまち歩きをして地域のお宝を探した。中

田 3地区の全体会議、および４地区の正副リーダー会

議に参加。 

7 月 19 日 

～2月 27 日 
21  204  

地域懇談会 

連合町内会をはじめとする地域団体、小中学校に出席

していただき、センターの事業概要と各団体の活動内

容を相互に理解する機会となり、事業運営に反映する

ことにもつながった。 

7 月 29 日 

2 月 24 日 
2  41  

図書ボランティア養成講

座 

図書ボランティアの活動を未経験でもわかりやすく

基礎から学ぶことが出来る内容で、初心者からボラン

ティア経験者まで活かせる内容であった。今後、図書

室運営状況やボランティアの活動の様子を地域に向

けて広く広報する必要がある。 

6 月 3、10、17 日 3  12  

市民企画会議 

「大人の元気ＵＰ会議」 

前年度の会議によせられた意見をもとに、プレ企画

（6/20「ニュースポーツを楽しもう」）を開催し、本

企画に向けての PR も行った。そのあと、地域の方々

が気軽に交流できる講座として、年央企画「Lｅｔ’

ｓ フォークダンス in 柳生」を企画開催した。 

4 月 18 日 

～12 月 17 日 
9  56  
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〔沿 革〕 
富沢市民センターは、平成 13 年 11 月、地下鉄富沢駅近くにコミュニティ防災センターを併設して開

館した。 

当市民センターの位置する富沢地区は、名取川・JR 東北本線・国道 286 号線に囲まれた地域で、中央

部を笊川が流れ、かつては富沢・大野田遺跡のある田園地帯であった。地下鉄開業以来、交通の利便性

から宅地化が急速に進み、高層マンションと昔ながらの農地が混在する地域に変貌した。当地区は、単

身・核家族世帯が多く、住民の転出入の頻度も高い。 

当市民センターは、市民が気軽に利用できる共有スペースとして親子室・娯楽室・図書室やラウンジ

を有し、年間を通し多くの地域住民が来館し、生涯学習の拠点として活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 楽しもう！初めての仙台ライフ 

参加者 他地域から仙台に来た方 延参加者 70 人 

開催日 
全 5回  6 月 12 日（金）、7月 7日（火）、9月 11 日（金）、10 月 23 日（金）、 

11 月 20 日（金） 

ねらい 

富沢は転入や転出など社会的な事情による人口の動きが大きい地域であるが、新しく

富沢に転入してきた方々が、地域になじむきっかけがなかなか持てない現状がある。 

そこで、転入者を対象に、「仙台」の名物を紹介、体験しながら仙台を知ってもらい、

参加者同士がコミュニケーションを図り、新たな仲間作りができるよう支援する。 

概要・成果 

全 5 回の連続講座で、仙台の音楽イベントの紹介、仙台七夕の由来とミニ七夕制作、

コボスタ施設見学、太白地域の歴史講話と地底の森ミュージアム施設見学、仙台雑煮

の調理実習を行い、地域の転入者に仙台を紹介した。 

成果としては、仙台への理解を深め好感を持ってもらえたことと、回を重ねる度に参

加者同士の交流が促進され、転入者が地域に馴染むきっかけとなったことがあげられ

る。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

おはなしの部屋 

乳幼児親子が気軽に参加できるおはなし会を開催し

た。絵本の読み聞かせや手遊び、人形劇を通し、親子

のスキンシップもとれ、仲間もでき、ふれあうことが

できた。 

5 月 13 日 

～3月 9日 
10  656  

つながる子育て「ホッと 

in とみざわ」 

市民センターを拠点として、地域の子育て支援団体と

情報交換する場を設け、連携してイベントを開催し

た。リズム体操・工作等をしながら、親子のコミュニ

ケーションも取れ、親同士が集う姿もみられた。子育

て支援団体の紹介も行った。 

11 月 25 日 1  124  

とみざわ子どもの広場 

今年度は「和」をテーマに、5回都度募集を企画。「笊

川観察会」、「そば打ち体験」、「正月飾りを作ろう」、

「茶道」、「科学であそぼう！昔のおもちゃ」を実施し

た。親子講座や工作、体験、観察等さまざまな内容を

盛り込んだ。 

5 月 30 日 

12 月 5、19 日 

1 月 30 日 

2 月 27 日 

5  145  

インリーダー研修会 

子ども会活動の充実と活性化を図るため、リーダーと

して活躍する児童及び世話人を対象に、子ども会活動

についての知識や活動に必要な技能を習得する機会

を提供した。 

2 月 14 日 1  54  

富沢市民センター 
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中学生職場体験 

講座の見学や手伝い、窓口業務体験、環境整備など市

民センターの仕事体験を通して市民センターの役割

や仕事内容を理解し、仕事に対する心構えや大切さを

学ぶ機会を提供した。 

11 月 10～13 日 1  4  

富沢小学校連携講座 「地

域を知って富沢博士にな

ろう！」 

富沢の暮らしや歴史について、地域講師などから講話

と実際に地域探検しながら学び、学習の成果として

「とみざわかるた」を作り、関わった地域の方などと

一緒に「大かるた大会」を開催した。 

11 月 6 日 

12 月 8 日 

2 月 19 日 

3  294  

●大野田小学校連携事業

「人にやさしいまちって

なあに？」 

大野田小学校 3年生の総合学習の時間に、2回実施。

1回目は、車いすと目かくしの「キャップハンディ体

験」、視覚支援学校の話を聞く、2 回目は高齢者疑似

体験、赤ちゃん抱っこ体験を実施した。 

9 月 3日 

12 月 8 日 
2  236  

富沢アクティブ・エイジン

グサロン～サロンを開こ

う～ 

複数年事業の 3 年目。12 人の運営委員と共に 5 回の

講座の企画をし、地域住民に呼び掛けコンサート・料

理・運動などを取り入れたサロンを運営した。また、

内部研修を 1回、最後に反省会と次年度の計画を話し

合った。 

5 月 23 日 

～2月 6日 
8  169  

★自分達で守ろう、富沢コ

ミュニティ～まさかの前

にできること 

①防災についての講話「地域防災で大切なポイント」

避難所運営のポイント ・要支援者対応・町内会の防

災体制 ②救命についての講習、実技「救命救急講習、

AED 講習」救命救急対応のポイント・AED の説明と実

技 

11 月 26 日 

2 月 4日 
2  44  

★富沢シニアクラブ 
シニア世代を対象に、人生を豊かに過ごすため、また

激変する社会情勢に適応するスキルを身につけるた

めに学習・交流の場を提供した。 

5 月 21 日 

～2月 18 日 
10  535  

★●とみざわ・園芸カフェ 

土作りから夏野菜や大豆の栽培などをしながら、被災

者が地域の方と交流した。ミニ収穫祭では枝豆やカレ

ーを作り、最終回は育てた大豆を使った手作り豆腐を

作り交流会を行った。 

4 月 24 日 

5 月 1、29 日 

7 月 3日 

8 月 28 日 

11 月 19 日 

2 月 5日 

7  118  

オヤジのチカラ企画講座

「もっと熱くなれ！とみ

ざわ」 

市民企画会議「オヤジのチカラ」の企画会を経て実施。

①富沢・大野田つなひき大会「ひっぱれ」②すずめ踊

り体験「踊れ！とみざわすずめっ子」③綱引きとなわ

とびの「スポーツ交流会」 

8 月 29 日 

9 月 5、6、26 日 

10 月 3、18 日 

6  301  

★●被災者支援事業 

「フラワーアレンジメン

ト体験と地域交流会」 

富沢地域のみなし仮設にお住いの被災者と地域の町

内会役員や民生委員との交流会。お正月用のフラワー

アレンジメント体験、「みんなで歌いましょう」、茶話

会をしながら、お互いに交流した。 

12 月 18 日 1  42  

富沢市民センターまつり 

市民センター利用団体、町内会等の参加発表の場と

し、地域住民のコミュニティづくりの場とした。図書

ボランティアが古本バザーを開催したり、中学生ボラ

ンティアなどが運営に参加し、地域住民と交流した。

主催事業で行ったすずめ踊りも発表した。 

10 月 4 日 1  3,000  

富沢市民センター懇話会 

①連合町内会内の町内会長と意見交換。テーマ：役員

の高齢化とそれに呼応する後継者の問題 ②複数年

度事業（富沢アクティブエイジングサロン）の運営委

員と意見交換。テーマ：地域に関する意見や市民セン

ターの講座について 

7 月 18 日 

2 月 6日 
2  25  

おはなしボランティアス

キルアップ講座 

市民センターから立ち上がったボランティアサーク

ルと共に運営している「おはなしの部屋」を、さらに

魅力ある講座を提供するために、おはなしボランティ

アのスキルアップを図る講座を実施した。 

5 月 27 日 

1 月 27 日 

2 月 3日 

3  35  

市民企画会議「オヤジのチ

カラ」 

富沢長町地域の 2中学校（富沢・長町）と、6小学校

（富沢・大野田・西多賀・長町南・鹿野・長町）の「オ

ヤジの会」のメンバーと会議を開き、講座を企画し、

運営した。また、他地域には見られない広域のネット

ワークづくりへと進むことができた。 

5 月 9日 

～10 月 18 日 
12  90  
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〔沿 革〕 
秋保市民センターは、昭和 26 年 4月「秋保村公民館」が設置されたのが始まりで、昭和 42 年 4月町

制施行に伴い「秋保町公民館」、昭和 63 年 3 月仙台市と秋保町の合併により「秋保公民館」、平成元年 4

月には「秋保市民センター」と改称され現在に至っている。 

馬場市民センターは、昭和 52 年 3月、旧秋保町時代に開設され昭和 63 年 3月仙台市と秋保町の合併

により「馬場公民館」、平成元年 4 月に「馬場市民センター」と改称され現在に至っている。 

湯元市民センターは、昭和 53 年 3月、旧秋保町時代に開設され、昭和 63 年 3月仙台市と秋保町の合

併により「湯元公民館」、平成元年 4月に「湯元市民センター」と改称され現在に至っている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 秋保自然紀行「初めての方の秋保・里山トレッキング」 

参加者 成人 延参加者 46 人  

開催日 全 3回  5 月 13 日（水）、9月 9日（水）、10 月 28 日（水） 

ねらい 

秋保には気軽に登れる里山がたくさんあり、市内からも多くの人が訪れる。基本的な

マナーや安全確保などを学ぶことで里山の魅力や地域の宝である里山がどのように守

られてきたか伝えると共に、地域住民と参加者が地域財産を共有することを目的とす

る。また、何度も訪れてみたくなる秋保の魅力を受講生に伝え、地域活性化を図る。 

概要・成果 

参加者を 3 班に分け、各班に 2 名のサポーターが入りながら秋保にある初心者向けの

里山を歩いた。初めて里山をトレッキングする受講者は里山の植生について学ぶこと

で里山への関心が高まった。また、地域の歴史にまつわる里山を登った際には里山と

秋保郷の歴史を聞き、秋保地域への関心も高まった。雨天時の室内での学習において

もスズメバチなどの危険生物への対応、応急処置方法等を学び安全確保の知識を得た。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

あきう子育て広場 

秋保地域は、子育て世代の孤立化が課題となってい

る。そこで、親子のふれあいや保護者同士の交流の場

づくりとして、湯元児童館と共催し、体操や工作等の

実技、事故防止等の講話、交流会を実施した。 

5 月 14 日        

6 月 11 日           

7 月 9 日                     

8 月 27 日        

9 月 17 日 

5  61  

秋保ファミリー体験講座

「あきう遊々クラブ」 

秋保地域は、季節毎の様々な動物の生態や植物の仕組

みを学ぶには恰好の場所である。平成 27 年度は、く

んせい作り、水生生物の観察会、ツリーイング体験、

秘密基地づくりなどを実施した。親子で楽しみながら

絆を深めることが出来た。 

6 月 6日 

7 月 20 日 

9 月 20 日 

11 月 7 日 

4  69  

インリーダー研修会 

子ども会リーダーの児童及び世話人を対象に行った。

子ども会活動についてや実際に行うゲーム等の技術

についての研修の機会を提供し、秋保地区の子ども会

活動の活性化を図った。 

6 月 20 日 1  34  

がんばれ秋保っ子スポー

ツ大会 

3つの小学校と１つの中学校が学校や学年の枠を超え

た交流としてスポーツ・キックベースボールを楽し

み、子ども達どうしの協調性が育まれた。また地域間

の交流も深めることができた。 

10 月 18 日 1  44  

いってみっぺ秋保路ウォ

ーク 

秋保地域資源活用委員会と協力して、観光地だけでは

ない、地域資源を活用した秋保の魅力を紹介するガイ

ドウォークを開催した。 

9 月 26 日 1  21  

秋保市民センター・馬場市民センター・湯元市民センター 
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秋保自然工房 

「山の恵みクラフト」 

秋保地域の里山の環境や自然を学び、それらの魅力を

発信することを目的に、2回にわたりアケビのつるや

ブドウの皮でクラフト製作を行い、その後センターま

つりで展示を行った。 

10 月 16、23 日 

11 月 21 日 
3  35  

冬の手づくりくらぶ 

趣味を通じた仲間づくりのきっかけを提供すると共

に市民センターへ集うことにより事業への理解を深

めることを目的として実施した。クラフト手芸や料理

など様々なジャンルの作り物を行った。 

1 月 15、29 日 

2 月 5、19 日 
4  66  

あきう熟年のひろば 

高齢化が進んでいる地域において、心身ともに健康で

実り豊かな生きがいのある人生を送るために、学習意

欲を高めるような様々なテーマを選び、高齢者が共に

学び合う場を提供し、受講生同士の交流を図ることを

目的とした。 

 5 月 21 日                       

～2 月 18 日 
9  151  

秋保郷土かるた大会 
秋保の自然や文化、歴史などを綴った「秋保郷土かる

た」を使ったかるた大会を行い、郷土への理解を深め

ると共に世代間交流を図った。 

1 月 9日 1  76  

●秋保地域出前講座 

交通が不便な地域で生涯学習の振興と地域活性化を

図るため町内会や老人クラブなどと共催し、グランド

ゴルフや手品など様々な内容で地域コミュニケーシ

ョンを深めた。 

7 月 23 日 

～3月 13 日 
5  174  

★地域の防災・減災講座 
東日本大震災を機に防災意識が高まってきている。そ

こで、町内会と秋保中学と連携して、簡易トイレの組

み立て、応急処置、炊き出し等の避難訓練を実施した。 

6 月 21 日 1  250  

●秋保地域資源活用委員

会 

秋保総合支所との連携事業としてツアーパンフレッ

トの作成や、ガイドボランティアの育成に向けて活動

してきた。また、委員会の活動の取り組みについて「秋

保地域活動のつどい」で発表した。 

4 月 18 日 

～3月 5日 
9  141  

秋保ふるさと文化祭 

今年度は秋保ふるさと舞台発表会と同時開催となっ

た。展示・舞台・出店を合同開催することで、集客数、

内容（アンケート結果）ともに相乗効果が高まった。

今後の展開が楽しみである。 

11 月 21、22 日 2  740  

秋保ふるさと文化祭移動

展示会 

秋保ふるさと文化祭で行った作品展示を秋保･里セン

ターで実施した。秋保地域以外からの来場者が多い施

設のため、地域の各サークル・団体の活動成果を見て

もらう絶好の場となった。 

11 月 27 日 

～11 月 29 日 
1  283  

秋保ふるさと舞台発表会 

今年度は、秋保ふるさと文化祭と同時開催となった。

今まで、秋保ふるさと文化祭にのみ参加していたサー

クルや一般来場者が舞台発表会を知り鑑賞するよい

機会となった。 

11 月 22 日 1  540  

地域懇話会 

今年度は地域の集会所や馬場、湯元市民センターを会

場として３回実施した。地域住民の方へ当センターの

事業等を説明する場を設けられたとともに地域住民

の意見要望等を聞くことができた。 

7 月 23 日   

10 月 24 日 

  11 月 8 日 

3  85  

自助防災講座 
大規模災害を想定し、自分たちで出来る対応策を、家

族、地域単位で考える機会を提供できた。松島救難隊

を講師に有事の際の心構えを学ぶことが出来た。 

12 月 5 日 1  38  

秋保ガイドボランティア

養成講座 

資源活用委員会を主な受講生とし、ガイドボランティ

アとして必要なスキルを学習した。話し方のプロやガ

イドボランティアとして実績のある方々を講師に迎

え、実践的なスキルを学ぶことができた。 

5 月 9、30 日 

6 月 27 日 

7 月 25 日 

9 月 5、26 日 

6  99  

秋保地域のための市民企

画会議 

秋保地域の子ども達を取り巻く環境を魅力あるもの

にするため企画員を募集し、自ら企画・立案して講座

を準備・運営して頂いた。会議を重ねるにつれて、交

流が深まり、今後の発展に繋がる実りの多い企画会議

となった。 

6 月 9、12 日 

8 月 22 日 

10 月 8 日 

12 月 5、16 日 

6  24  
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〔沿 革〕 

泉区中央市民センターは、昭和 22 年 9 月、七北田中学校内に七北田公民館として開設された。昭和 43 年

7 月に市名坂字東裏の現在地に移転。平成 16 年 1 月には、施設の老朽化と機能拡充の必要性から改築され

新館として開館した。今日まで泉区の生涯学習の拠点として、その役割を担ってきている。 

本地域は従来の歴史的・文化的要素が残されている七北田地区と急速に発展した泉中央地区を包含し、住

民を取り巻く社会環境は大きく変化しつつある。このような状況の中、現代社会に対応した生涯学習事業の展

開を図っている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある(地区館)事業〕 

事業名 ★●泉中央南復興公営住宅入居者交流事業「ようこそ 泉中央南へ」 

参加者 どなたでも 延参加者 238 人 

開催日 【全４回】 6 月 19 日(金)、11 月 6 日(金)、11 月 27 日(金)、12 月 15 日（火） 

協力者・ 

協力団体 共催：加茂市民センター  連携：泉区家庭健康課 

ねらい 
泉中央南復興公営住宅への入居整備が整い、新地域での生活が始まる。そこで、区役所、

諸団体等と連携して出前講座（加茂市民センター共催）を行い、新たな居住者の孤独感や

不安などを和らげ、気軽に交流できる居場所づくりや地域コミュニティの創出を目指す。 

概要・成果 
気軽に参加していただける内容（指ヨガ・ウォーキング・コンサート等）で講座を実施した。毎

回同じ人の参加が多く、地域のニーズ・課題等を把握して、支援するなどの検討課題も残っ

たが、顔の見える環境・引きこもりにならないよう交流会を行い、お互いを知る関係づくりの一

助を担うことが出来た。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

●いずちゅう子育てステ

ップ・バイ・ステップ 

気軽に参加できる「おやつづくり（託児付）」「デ

ンタルケア」「育児相談交流会」「コンサート」

等を実施し子育て中の親子が交流した。 

11 月 11、18、

25 日 

12 月 5 日 

4 36 

パパ＆ママふぁんふぁん

フェスタ 2015 

地域団体と連携し、気軽に参加しやすい「おや

こビクス」を主に、工作や金魚釣り、新聞プー

ルなどで交流。 

9 月 30 日 1 161 

いずちゅーキッズ 

地域の小学生を対象に「レンジャーと歩こう、

七北田公園」「革とあそぼう」「おいしいピザを

つくろう」を実施。 

7 月 18 日 

8 月 26 日 

 9 月 5 日 

3 41 

★●アートフルいずみゆ

め工房 

お化け屋敷の制作と小学校 PTA まつりでの出張

開催、遊びの天国での出展。プラ板づくりや消

しゴムハンコ作りのワークショップを開催。 

4 月 5日 

～3月 13 日 
20 76 

泉区中央市民センター 
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泉区中央市民センター 

職場体験 

小中学生がキャリア教育の一環として施設管

理、窓口対応、講座運営等の市民センター業務

を体験した。 

11 月 10、11、

12、13、20 日 
5 24 

地域の風景を絵に残そう 

地域周辺を歩き、絵を描くための取材をし、そ

の資料を基に、色紙に絵を描いた。また、描い

た絵を使ってミニ絵本を製作して地域内の小学

校に贈った。 

5 月 27 日 

6 月 3、17 日 

7 月 1、8日 

8 月 26 日 

6 44 

★市民企画講座 おとな

のものづくり講座 

「①飾り凧手作り講座」「②ミニ門松手作り講

座」「③竹の花器手作り講座」「④竹笛手作り講

座」開催。 

11 月 20 日 

12 月 11 日 

2 月 19 日 

3 月 11 日 

4 39 

★泉シニア塾～文化コー

ス 

高齢者の方が積極的な生活を送るために「せん

くらをもっと楽しく」「震災復興と暮らしの経

済」「振り込め詐欺に気を付けて!!」等の講話や

「演歌ビックスでこころも体もおしゃれに生き

よう」「新聞ちぎり絵で作る年賀状」等の実技、

館外学習を実施。 

5 月 20 日 

～2月 17 日 
9 466 

泉シニア塾～健康コース 

心身の健康づくりを目的に「楽しくボイストレ

ーニング」「ニュースポーツに挑戦」「音楽に合

わせて体を動かそう」等の実技や「お魚を食べ

て健康に」等の講話を実施。 

5 月 20 日 

～2月 17 日 
9 365 

泉中央交流サロン「わくわ

く会」 

ヨーデルや歌のコンサート、パーソナルカラー

診断、キムチ作り、写真とハーブティーの体験、

参加者交流会等を実施した。 

8 月 11 日 

11 月 5 日 

12 月 4 日 

1 月 19 日 

2 月 25 日 

5 120 

★泉中央減災講座 
静岡版ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の体験と参

加者交流会を実施した。 
2 月 27 日 1 17 

4 団体連携事業企画会議 

企画立案実施等にむけ意見交換会を実施。「パパ

＆ママふぁんふぁんフェスタ 2015」を開催し

た。 

5 月 26 日 

7 月 7 日 

9 月 15、30 日 

4 25 

まつりだよ！泉区中央！ 

市民センターを活動拠点としている団体や利用

サークル等による作品展示・ステージ発表・ワ

ークショップ・お茶席・にぎわい市等を実施。 

10 月 24、25 日 2 1,210 

★泉区中央市民センター

地域懇話会 

市民センターの運営、事業等に関する意見要望

及び地域情報共有・交換会等の実施。「①利用団

体関係懇話会」「②学校・地域団体関係懇話会」

開催。 

2 月 13、26 日 2 18 

七北田ＪＬサークルあり

す定例会 

子ども会や市民センター、児童館の主催事業で

のボランティア活動等地域参加活動を促した。

月 1回定例会を実施。 

4 月 3日 

～3月 13 日 
13 74 

★市民企画講座企画会 

第１回～第４回企画会実施・「①飾り凧手作り講

座」「②ミニ門松手作り講座」「③竹の花器てづ

く講座」「④竹笛手作り講座」年央企画開催・第

５回企画会反省会実施。 

6 月 5、19 日 

7 月 3、17 日 

3 月 11 日 

5 25 
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〔沿 革〕 

根白石市民センターは、昭和 21 年 11 月、根白石小学校内に設置され、昭和 23 年役場の移転に伴い独立

した施設としての活動が始まった。旧泉市で昭和 28 年に公民館新築促進が決議されてから 10 年の経過を経て、

昭和 38 年 7 月、待望の公民館が移転新築された。以来 20 年余、根白石唯一の社会教育施設として活動を続

けてきたが、老朽化により昭和 63 年 4 月、根白石字杉下前に新築移転し開館した。館の特色として、299 席の

移動式観覧席を備えた多目的ホールを有している。 

当市民センターは泉区西部に位置し泉ヶ岳を背景にした豊かな自然環境に恵まれている。周辺は田園地帯

と近年の開発による住宅地からなり、多様な住民構成の生涯学習の場として、また、スポーツ、コミュニティ、自

主学習の場として広く利用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ●泉区西部のまち興し“かむりの里 凧揚げフェスタ” 

参加者 地域の小中学生、地域の方 延参加者 528 人 

開催日 全 20 回  5 月 27 日(水)～2 月 25 日(木) 

協力者・協

力団体 

泉西部地区連合町内会、ふるさと創生会、根白石商店会、仙台凧の会、昔遊びボランティ

ア、根白石小学校、福岡小学校、実沢小学校、根白石中学校、根白石児童館、館児童セン

ター、住吉台児童センター、根白石温水プール、泉西部地区老連、地域内各小学校区子ど

も会育成会、各小学校ＰＴＡ、泉区中央市民センター 

ねらい 自然環境に恵まれた地域の特徴を活かし、地域の諸団体と協力し合いながら、人々が互い

に支え合い共に生きる“まち”として活性化させることを目指す。それとともに、まち興しには欠

かせない、根白石の良さを発信できる人の養成を目的とする。 

概要・成果 泉区中央市民センターとの共催事業４年目。泉区西部のまち興し会議を６回、凧づくり出前

講座を６回開催し、凧揚げフェスタ当日を迎えた。地域の小中学校や地域諸団体と協働して

事業に取り組んだことで、地域コミュニティのつながりがより強まった。今年度の新たな取組と

して、誰でも気軽に参加できる凧サロンを 7 回開催。凧作りを通して交流の輪を広げた。ま

た、実行委員会組織の充実を図り、地域住民が自主的に運営できる組織づくりを行った。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

根白石の正月行事～いっ

しょに作ろう～ 

①「正月飾りづくり」 

②「だんごさしづくり」 

12 月 23 日 

1 月 11 日 
2 63 

あつまれ!元気キッズ 
①②「作って遊ぼうミニ宇宙」③「紙笛を作っ

て遊ぼう」④「カラフル ブレスレットづくり」 

7 月 1、8日 

11 月 21 日 

12 月 2 日 

4 88 

インリーダー研修会 
根白石・福岡・野村小学校の 4 年生と実沢小学

校 5年生を対象としたドッジビー大会・研修会 
7 月 11 日 1 54 

チャレンジ!体験!楽しく

学ぼう！ 

①「望遠鏡づくり」②「天体観望会」③「オリ

ジナルコマづくり」 

7 月 24 日 

9 月 18 日 

11 月 28 日 

3 55 

根白石市民センター 



≪泉区≫ 

- 154 - 

筋力アップ大作戦！ 

①講話「健康づくりについて」・体脂肪測定・ス

トレッチ実技②実技「腕シェイプアップ」③実

技「お腹シェイプアップ」④実技「脚シェイプ

アップ」⑤総まとめ・体脂肪測定・交流会 

6 月 19、26 日 

7 月 3、10、17

日 

5 119 

★市民企画講座     

歴史と水のふるさと根白

石～清らかな水の流れと

人々のくらし～ 

①探訪「福岡大堰周辺」②講話「冠川根白石発

電所遺構について」③探訪「冠川根白石発電所

遺構・新堰・高森変電所東側」 

10 月 3、10、24

日 
3 38 

●さわやか大学 

①「震災復興と暮らしの経済②「ゆらっくす体

操」③「谷崎潤一郎の生涯と作品」④「陶器づ

くりを楽しもう」⑤「癒しの音色トーンチャイ

ム」⑥「遠野昔語り」⑦「ウォーキング（歩き

方靴の選び方）」⑧「伝えたい歌と和の調べ」⑨

「包括支援センターの役割と介護保険につい

て」⑩「津軽三味線コンサート」 

5 月 21 日 

～3月 3日 
10 427 

出前講座 
演芸鑑賞会、大正琴演奏会、合唱、腹話術、手

品、ハーモニカ演奏と歌など 

8 月 19 日 

～1月 24 日 
7 165 

根白石民俗ミニタ七夕づ

くり 
①七夕の由来について②③④作成⑤飾りつけ 

7 月 14、17、28、

31 日 

8 月 4 日 

5 50 

★ふれあいウォーキング

～共助のまち・根白石～ 

・ウォーキング・防災訓練（炊き出し訓練・Ａ

ＥＤ実技・防災資材倉庫見学） 
11 月 3 日 1 126 

かむり三校社会学級共催

「ノルディックウォーキ

ングで地元を歩こう」 

・ノルディックウォーキングの効果についての

講話 

・ポールの使用方法や歩き方について 

・ノルディックウォーキングの実技 

9 月 30 日 1 11 

冠のふるさと伝承まつり 

各地区に伝わる郷土芸能の発表（アセ踊り・大

正踊り・鹿踊・剣舞・しの笛） 

地域ぐるみ健全育成標語の発表と表彰 

10 月 17 日 1 250 

根白石市民センターまつ

り 

・サークル団体や個人作品展示 

・小学校、児童館、児童センターの作品展示 

・ステージ発表 

・体験コーナー 

・地場産野菜や授産施設による販売 

11 月 8 日 1 670 

地域ぐるみふれあいコン

サート 

根白石・館・住吉台中学校 3 校の吹奏楽部によ

る演奏会 
10 月 12 日 1 154 

地域懇談会 
地域町内会や団体、市民センター利用者との意

見交換。市民センターの事業説明。 

7 月 9日 

11 月 19 日 
2 67 

小学校社会学級連携事業

企画会議 

三校の社会学級と共催して、健康増進に役立ち、

参加者同士が交流できる講座を企画実施するた

めの会議 

企画会議４回・講座実施１回・反省会１回 

6 月 3日 

7 月 3、30 日 

9 月 25、30 日

10 月 14 日 

6 22 

ジュニアリーダー定例会 
月に 1 度、住吉台児童センター・館児童センタ

ーで情報交換や連絡事項の確認 
通年 24 172 

根白石ガイドボランティ

ア養成講座 

① 「根白石の歴史を探ろう」 

②「ガイドボランティアについて」 

③「根白石の石→満興寺」 

④「亀の子石→光明の滝」 

⑤「鷲倉神社→追分阿弥陀」 

9 月 25 日 

10 月 2、9、16、

23 日 

5 59 

市民企画会議「伝えよう、

根白石の魅力」 

・市民企画講座企画会議 4 回・市民企画講座実

施 3回・企画会議反省会 1回 

7 月 3日 

～3月 2日 
8 55 
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〔沿 革〕 

南光台市民センターは、昭和 52 年 4 月、「南光台公民館」として開館し、昭和 62 年 8 月に泉図書館南光台

分室が併設された。その後、平成2年4月に「南光台市民センター」と改称され、地域住民の交流の場・生涯学

習の場として、その役割を担ってきた。 

平成 23 年 3 月の東日本大震災により建物が全壊したが、元の場所に鉄筋コンクリート造 2 階建管理棟及び

多目的ホールが新築され、平成 27 年 3 月 28 日に再開館した。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★南光台市民センター開館記念  チューリップコンサート 

参加者 地域住民 延参加者 280 人 

開催日 全 1 回  ４月 18 日（土）  

協力者・ 

協力団体 

共催：（公財）音楽の力による復興センター・東北 

協力：社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 支えあいセンターいずみ 

    公益財団法人 仙台フィルハーモニー管弦楽団 

    「チューリップの花を咲かせ、未来へ！」プロジェクト 

ねらい 東日本大震災により全壊した当市民センターと南光台小学校は 4 年を経過し新築され再開し

た。小学校そして市民センターの再開館を祝うとともに震災被災地の復興を願い、地域の一

人の発案が町内会・地域の皆様を動かし「チューリップの花を咲かせ、未来へ！」プロジェクト

が立ち上がった。そして市民センターや小学校の校庭で球根 1,700 個をみんなで植えた。こ

の地域の素晴らしい行動と絆の大切さを改めて確認できる、そして記憶に残るコンサートを開

催する。 

概要・成果 地域の方の発案から出発した「チューリップで開館を祝おう」との趣旨は、地域の町内会、団

体、個人を巻き込み地域全体の運動に発展した。その締めくくりとしてのコンサートは、仙フィ

ルによるアンサンブルの演奏と地域コーラスグループの出演で 280 人の観衆を集めた。コン

サートを締めくくる参加者全員による合唱により、さらに絆の大切さを改めて確認できた記憶

に残る機会となった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

大切な人と食べたい愛情

ごはん 

・大切な家族に向けたお弁当作り。 

・親子で大豆の話を聞きながら、仙台みそ作り

をした。 

9 月 26 日 

11 月 28 日 
2 54 

南光台スマイルひろば企

画事業「絵本袋をつくろ

う」 

託児付事業 2回で幼稚園準備の絵本袋を作り、3

回目は、親子でクリスマスツリーを作った。 

11 月 12、26 日

12 月 10 日 
3 43 

夏まつり子ども会大会 
昔あそび体験コーナーの企画運営。ジュニアリ

ーダーによる自主企画コーナーの提供。 
8 月 20 日 1 110 

ジュニアリーダーとあそ

ぼう 

市民センターを会場に、小学生にジュニアリー

ダーを交えて集団でのあそびの場を提供した。 
8 月 7日 1 87 

お勧め本でバトルしよ

う！～中学生対抗ビブリ

オバトル～ 

ビブリオバトル（各参加者は持ち寄った本を紹

介。その後皆で本について感想を言い合い、最

も良いと意見が揃った本を決める）を開催 

12 月 19 日 1 17 

南光台市民センター 
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ワケルくんと学ぼう 

仙台市のごみの分別についての講話、ゲーム形

式によるごみ分別実践学習、地球温暖化につい

ての講話。 

6 月 26 日 

8 月 27 日 
2 178 

自分づくり教育講座「職場

体験」 

講話実技で学習（市民センターとは、社会人と

しての心構えと接遇の基本、窓口応対、主催講

座とサークルの見学、施設管理と巡回保全、事

業企画体験等） 

10 月 20～22日 

11 月 10～13日 
2 6 

★カメラの目で南光台再

発見 

実際に館外へ出て、南光台の再発見をしながら

写真の撮り方の基礎を学んだ。 

6 月 27 日 

～2月 20 日 
8 115 

南光台学院 

年間 11 回の講座開催。健康や時事問題など幅広

いテーマで実施。4 月説明会。受講生の自主企

画 2回。文集「なかま」発行。 

4 月 17 日 

～2月 19 日 
11 713 

★●南光台地域防災力向

上計画'15 

心肺蘇生法、ＡＥＤ機器操作、避難所設営訓練、

アルファ米炊き出し、消火訓練等 

9 月 29 日 

11 月 1､21 日 
3 655 

★社会学級連携企画事業 

防災・減災講座「あの日を

忘れない」 

震災を思い起こし、地域の方と交流をしたり、

災害時の防災豆知識を学習した。 
1 月 27 日 1 42 

社会学級連携企画会議 
社会学級 3人の方と企画会議を開催し、地域課

題の情報収集をし、事業を企画・運営をした。 

5 月 21 日 

～1月 27 日 
8 21 

★市民センター出前講座 

・南光台五丁目集会所にてちんどんパフォーマ

ンス鑑賞 

・前坂集会所にて落語鑑賞 

2 月 13、27 日 2 102 

南光台市民センターまつ

り～南光台絆づくりのつ

どい～ 

各サークル、学校、町内会、地域団体の舞台・

展示発表・模擬店 
10 月 17、18 日 2 1,060 

南光台市民センター懇談

会 

・11/25 主に町内会、地域団体、小中学校校長、

児童館長対象にセンター使用について懇談 

・2/19 主にセンター利用サークル代表者、地

域団体にセンター使用について懇談 

11 月 25 日 

2 月 19 日 
2 34 

ジュニアリーダー育成支

援 

ジュニアリーダーの募集、ゲームなどのスキル

アップ、子ども会からの派遣要請に向けた対応。 

4 月 12 日 

～3月 13 日 
9 27 

南光台の歴史再発見 

平成 20 年作成の「南光台の歴史探検」を読み込

んで、フィールドワークにより検証し、改定版

を作成。 

7 月 4日 

～1月 9日 
8 68 

ねぇわたしに

ぼ く に

ご本読んでち

ょうだい     

 

講話と実技指導により読み聞かせの基礎を学ん

だ。学んだ技術を生かし、市民センターの親子

室で、読み聞かせのボランティアとして活動。 

6 月 24 日 

7 月 8､22 日 
3 27 

●南光台スマイルひろば

企画委員会 

地域ボランティアの協力を得て、昔あそび、読

み聞かせ、折り紙、育児相談、パネルシアター

等の子育て支援事業に参加した方が企画員とな

り講座を企画した。 

5 月 28 日 

～3月 2日 
29 262 
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〔沿 革〕 
黒松市民センターは、昭和 47 年 4 月に開館した八乙女公民館を前身とし、平成 4 年 10 月に現在地に新築

移転され開館した。 

当市民センターは、地域における生涯学習及びスポーツやサークル活動などの交流の場として活用されて

いる。また、地下鉄南北線黒松駅に隣接しており、交通の利便性が良いことから、利用者は広域にわたってい

る。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 

 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●◎真美沢公園ネットワーク事業～真美沢公園元気プロジェクト～ 

参加者 地域住民、小中学生 延参加者 278 人 

開催日 全 12 回  4 月 11 日（土）～3 月 29 日（火） 

協力者・ 

協力団体 

真美沢公園を美しくする会、泉区公園課、泉区まちづくり推進課、町内会はじめ地域の各種

団体 

ねらい 地域の中心にある真美沢公園は自然豊かで広域にわたっているが、様々な理由から地域住

民にとって気軽に散策できる公園ではないことから、何とかできないかとの声が多い。こうした

背景のもと今後の真美沢公園の利活用に向けて近隣の様々な団体や住民と連携しながら事

業を推進する。そこから地域住民自らが主体となって地域資源を守り、人の交流によるネットワ

ークづくりや、まちづくりにつながる人材育成を目指す。 

概要・成果 
本事業は、平成 25 年度から複数年事業として実施しており、初年度に地域の３連合町内会

（黒松連合、八乙女連合、八乙女地区連合）と学校支援地域本部から成る「真美沢公園を美し

くする会」を立ち上げスタートした。現在は、それに地域住民が加わったメンバー構成になって

いる。 

平成 27 年度は、公園内及び公園隣接地の環境整備（4 回）、公園周知のため桜まつりなどの

のイベント活動（5 回）と定例ミーティング（5 回）で話し合いをもちながら実施した。「やれる人

が、やれる事を、やれる時間で」という合言葉の下に、協力者や参加者が年々増えてきてい

る。この事業を機に立ち上がった共催団体の「真美沢公園を美しくする会」も、地域の自然資

源を活かすこの活動を通して、情報発信や行事企画の立て方、更には関係機関とのネットワ

ーク構築を学び自立活動に向けた体制が確立しつつある。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参

加者 

黒松わんぱく親子農園 

黒松老人憩の家の空き地を利用した野菜や花の

栽培を通して、親子共通の話題づくりと、地域の

老人会との交流促進を目的として実施した。内容

は、野菜作りの基本学習、農園整備、野菜の栽培

管理、収穫祭を行った。 

4 月 26 日 

5 月 9 日 

6 月 6日 

7 月 24、25 日 

8 月 2 日 

6 150 

子育てママのハッピータ

イム 

不安を抱えながら育児をしている母親同士が子

育ての悩みを共有し、情報交換などができる交流

の場を提供することを目的に、レジン工作とフィ

ットネスの実技を行った。 

9 月 29 日 

3 月 15 日 
2 24 

職場体験学習 
講座運営・会場設営、窓口業務、サークル支援、

講座企画など市民センター業務全般を行った。 
11 月 10～13 日 1 2 

黒松市民センター 
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わくわくタイム  
工作・地域の資源を使った散策・おもてなし料

理・ニュースポーツなどを行った。 

8 月 22 日 

10 月 14 日 

12 月 23 日 

3 月 19 日 

4 40 

ジュニアリーダーと遊ぼ

う！ 

少子化に伴い兄弟姉妹など異年齢と関わりが減

っているため、楽しく遊べる場の提供とジュニア

リーダーによるゲームなどで異年齢の交流を図

った。またジュニアリーダー活動の充実を図るた

めに研修やスキルアップを行った。 

7 月 24 日 

1 月 6 日 

3 月 19 日 

3 20 

いきいきシニアの生活サ

ポート講座 

移動の介助法、シニアのための簡単調理・楽しく

脳トレ、介護保険制度と脳トレゲームを行った。 

7 月 23 日 

10 月 28 日 

11 月 18 日 

12 月 2 日 

4 68 

市民企画講座「ほほえみサ

ロン あ・ら・か・る・と」 

地域と交流の少ない単身の方や、介護などで引き

こもりがちな女性が多く見受けられることから、

地域の女性たちの交流を促進することを目的に、

フラダンス、料理、フラワーアレンジの実技を実

施した。 

11 月 11、25 日 

12 月 9 日 
2 53 

黒松寿大学 

高齢者が健康で実り豊かな生きがいのある人生

を送るために、共に学び合う場や交流の場を提供

し、心身共に自立できることを目指した。また、

受講生による運営委員会を設け、企画・運営を行

うことで、主体的かつ意欲的な学習を促進した。 

5 月～2月 9 564 

黒松ボッチャ大会 
第 5 回目となる黒松ボッチャ大会と初めての八

乙女地区での開催。 

10 月 23 日 

11 月 26 日 
2 68 

地域の魅力を発信しよう 

前講座「地域の魅力を記録しよう」の成果を活か

し、地域の魅力を「発信」していくことを目的に、

地域資源をテーマとした映像作品の制作、センタ

ーだよりによる地域情報の発信を行った。 

4 月 28 日 

～2月 23 日 
6 34 

黒松市民センター・黒松児

童館まつり 

各団体によるステージ発表・展示発表・連合町内

会による炊き出し訓練を行った。 
9 月 26 日 1 1,279 

★黒松市民センター懇談

会 

地域課題の共有・解決のため、広く地域団体から

意見を聴取するとともに、市民センターの役割や

事業について地域団体に理解を深め、情報交換の

場とした。 

5 月 13 日 

12 月 3 日 
2 29 

★防災・減災スキルアップ

講座 

町内会等の地域団体で積極的に活動できる人材

育成も兼ね、仙台市地域防災リーダー研修会受講

修了者の方々と連携して実践的な講座を実施し

た。災害等有事の際は地域を支え、地域の絆の向

上につながった。 

7 月 19 日 

8 月 29 日 
2 44 

ジュニアリーダー定例会 

地域の担い手としての青少年の社会参加を促す。

定例会の話し合いや地域講師による研修会の中

で異学年交流や地域住民との交流をはかり、地域

に根差したボランティア活動を円滑に行えるよ

うに支援した。 

4 月～3月 14 43 

市民企画会議「女性のため

の講座企画会」 

地域の女性達のネットワーク作りを促進するこ

とを目的に、女性達が交流を深めながら、地域の

課題を掘り下げ、ニーズに合った講座を企画する

ための会議、及び市民企画講座の運営を行った。 

6 月 24 日 

7 月 8、22 日 

11 月 11、25 日 

12 月 9 日 

7 42 

サークル活動でいきいき

ライフ 

手話サークル・親子ビクス・ヨガ・ゴスペル・絵

手紙・ストレッチ・健康サークルなど７団体で行

った。 

5 月 10、21 日 

6 月 16、19、26

日 

6 23 
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〔沿 革〕 

将監市民センターは、昭和 47 年 11 月、将監団地の開発・発展を背景に地域住民の交流の場として開館した

「将監会館」が始まりで、昭和 53 年 4 月、新たに地域生涯学習の拠点施設として名称を「将監公民館」に改め、

昭和 54 年 6 月には研修室棟も竣工し施設の拡充が図られた。その後、仙台市との合併に伴い、平成元年 4 月

から「将監公民館・将監市民センター」となり、翌年 4 月には「将監市民センター」と改称された。 

平成 3 年度には、施設の大規模な改築が行われ、平成 4 年 4 月に再開し現在に至っている。当市民センタ

ーは、軽スポーツ活動が可能な多目的ホールを有し、多くの人々に利用されている。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業  ◎地域力創造支援事業） 
 

〔特色ある事業〕 

事業名 みんななかよくグラウンドゴルフ大会 

参加者 小学生から大人の地域住民 延参加者 ４７人 

開催日 全 1 回  9 月 5 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
共催：将監児童館、将監児童センター、将監西児童館 

ねらい 

 

 

将監地域の特色として高齢者世帯の中に若い親子世帯が増えてきていることがあげられる。

そこで子どもが多く集まる児童館や児童センターと、中高年の利用が多い市民センターが共

催し、ルールが簡易で気軽に楽しめるグラウンドゴルフ大会を開催し、将監地区での異世代

間交流の機会を提供する。また児童館・児童センター・市民センター間の協力体制を強固な

ものにする。 

概要・成果 
地域の大人と小学生が混合チームとなり、グラウンドゴルフを通して異世代、また子ども同士

が楽しく交流することができた。将監児童館、将監児童センター、将監西児童館との共催事

業として数年にわたり行っており、それぞれの役割分担もスムーズに行われ、地域のイベント

として根付いたものになってきている。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

親子で楽しくリフレッシ

ュタイム 

未就学児の親子を対象に、親子で参加できる３

Ｂ体操を行い、親と子のスキンシップを図り、

子育て世代のリフレッシュを図るとともに、子

育ての情報交換や仲間づくりの場とした。 

1 月 26 日 

2 月 2、9日 
3 42 

こどもチャレンジ講座 

地域の小学生を対象にベガ号の天体観測、泉ヶ

岳での館外学習で植物や水生昆虫の観察などの

体験学習を行った。 

6 月 19 日 

７月 28 日 
2 76 

職場体験講座 
講座の手伝い、サークル体験、窓口業務、講座

の企画、環境整備等 
11 月 11～13日 1 5 

中高生のための食育講座 

管理栄養士の指導で中高生がバランスよい食事

を一人でもできるようにおにぎらず作りの実習

を行った。 

6 月 18 日 1 10 

こどものまち 

家庭で不要になったおもちゃをポイントに替

え、また遊びや工作のコーナーを体験したポイ

ントで新たなおもちゃに交換する「とり＋かえ

っこ」を将監キッズランドとして行った。 

2 月 6日 1 260 

将監市民センター 
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●うきうきクッキング 

1 回目は低学年を対象に、栄養のバランスの大

切さの話を聞いた後、簡単な調理実習、２回目

は手作りおやつ作りを実習した。３回目は高学

年を対象に季節の行事を取り入れたちらしずし

作りを行った。 

6 月 17 日 

11 月 25 日 

2 月 13 日 

3 65 

市民企画講座「楽しくウォ

ーキング」 

将監地域の魅力を発見・発信することを目的に

「将監ジョギングコース」「愛宕神社」「将監沼」

の各コースを歩きながら歴史等を学習した。 

10 月 29 日 

11 月 12、26 日 
3 66 

社会学級共催事業 

葬祭のあり方を考える 

葬祭の実際について、普段は聞きにくい費用の

事や葬祭の心づもりなどの話を聞き、葬祭場の

見学も行った。 

11 月 5 日 1 40 

くらし魅力アップ塾 

40～50 代を対象に、暮らしの中の身近なテーマ

を取り上げ酒造りの歴史の講話、浴衣の着付け、

手芸などを行った。 

7 月 4、11 日 

9 月 10、17 日 
4 56 

将監寿大学 

60 代から 90 代と幅広い世代が参加し、軽運動、

文学館での館外学習、時事問題、音楽鑑賞等の

学習。また運営委員企画のお楽しみ会、レクリ

エーションなどを実施した。 

5 月 19 日 

～2月 16 日 
10 479 

将監ふれあいコンサート 

お琴、尺八などの和楽器演奏の他、オペラ、テ

ノール歌手と和楽器のコラボ演奏を交えたコン

サートを実施。 

11 月 8 日 1 270 

将監和みサロン 

将監地区社会福祉協議会との共催で、1 回目は

将監パンダ公園集会所を会場にトーンチャイム

演奏会、2回目は老人会との共催で 13 丁目町内

会集会所を会場に大正琴の演奏会を行った。 

10 月 17、31 日 2 53 

泉ヶ丘小学校連携「夏の講

座」 

夏休みの泉ヶ丘小学校を会場に、児童及び保護

者、地域住民を対象にドライアイス実験・テニ

ス教室・水彩画教室を行った。 

7 月 22、23 日 3 91 

★災害に備えて「将監地区

防災訓練」 

避難所設営訓練、情報収集訓練、救急救命(応急

処置)訓練等 
9 月 12 日 1 200 

社会学級共催講座企画会

議 

３校の社会学級生が集まり、情報交換を行い、

地域のニーズに合わせた講座の企画を練った。

各学校の学級生がそれぞれの学区で広報・募集

をかけ、講座当日の運営を行った。 

6 月 25 日 

7 月 30 日 

11 月 5 日 

午前・午後 

4 8 

◎みんなの居場所をつく

ろう！ 

6 回の企画会議と居場所カフェ・子どもの遊び

場・交流会の運営・実施を行った。また、並行

して地域情報の収集を行った。 

7 月～3月 9 378 

将監市民センターまつり 

2 日間開催。1日目は作品展示と囲碁体験、2日

目は舞台発表、作品展示、将棋体験、中国茶体

験を行い、地域住民の交流の場となった。 

10 月 3、4日 2 1,850 

将監地域懇談会 

市民センターの事業等の概要説明、市民センタ

ー連携などについての意見交換、地域等の情報

交換、地域団体同士の顔合わせ 

10 月 22 日 

1 月 23 日 
2 28 

●将監沼（将監風致公園）

育林ボランティア養成講

座 

育林ボランティアに関する知識の付与、案内板

の作成・設置、整備機材の取り扱い・整備、カ

ブトムシの養殖床の作成 

6 月 20 日 

～2月 19 日 
7 62 

市民企画会議「地域の魅力

を発信しよう」 

「地域の魅力」を発見・発信というテーマを踏

まえ、企画員の知識や経験から地域の人材、資

源、活動状況などを出し合い講座を企画。 

6 月 26 日 

7 月 7 日 

8 月 4日 

10 月 6、29 日

11 月 12、26 日 

8 32 
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〔沿 革〕 

加茂市民センターは、昭和 58 年 4 月、加茂公民館として開館した後、仙台市と泉市の合併や公民館と市民

センターの併設を経て、平成 2 年に現施設名に改称された。平成 10 年には併設されていた加茂体育館が編

入され、現在に至っている。開館当時は長命ケ丘・泉中山の区域まで対象としていたが、平成 5 年 4 月の長命

ケ丘市民センター開館に伴い、現在は加茂・虹の丘・上谷刈・みずほ台を対象としている。 

当市民センター周辺地区は、賀茂神社や古内志摩の墓、中世の館跡である長命館公園などが点在してい

るほか、七北田川や丸田沢堤・三共堤がある水の森公園などの自然環境にも恵まれている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ハロウィンがやってきた！ 

参加者 小学生 延参加者 40 人 

開催日 全 2 回  9 月 26 日（土）、10 月 10 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
共催：加茂児童センター、協力団体：加茂地区社会福祉協議会、加茂子育て支援クラブ 

ねらい 

少子高齢化が進む加茂地区では、共に支え合い、誰もが安心して暮らせる地域づくりの継

続が必要とされる。そこで、世代間交流を行いながら高齢者の孤立化を防ぎ、地域コミュニ

ティの充実を図る。また、自分たちの住む地域の課題にあらゆる世代が関心を持ち、課題

の解決に向けて取り組むきっかけとする。 

概要・成果 

１日目は子どもたちが高齢者への手作りプレゼント、仮装グッズを作成する。２日目は子ども

たちが町内をパレードしながら高齢者宅を訪問し、手作りプレゼントとお菓子を交換し、子ど

もたちと高齢者の交流を図った。 

子どもたちは普段は訪れることのないお宅を訪問し、知らない大人と触れ合うことで挨拶や

お礼、言葉遣いなどを学ぶ機会となり社会性が育まれた。また地域団体との協力関係が構

築され、互いに地域課題を知り、意識することにつながった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

かも子育てひろば 

特養老人ホームの入居者を交えてのコンサート

や、託児付きの講話、ハンドマッサージやリト

ミック、親子で遊びながらのスキンシップ等を

実施 

5 月 14 日 

6 月 26 日 

7 月 3、10 日 

9 月 15 日 

10 月 29 日 

6 258 

わくわくキッズクラブ 

科学実験やクリスマスリース等の制作、昔あそ

びや、おせち料理・桃の節句の料理等行事食の

調理実習を行った。 

6 月 20 日 

7 月 23 日 

12 月 5、12 日 

1 月 6 日 

2 月 27 日 

6 124 

中学校職場体験学習 

窓口業務や部屋の点検などの施設管理業務やセ

ンターまつりの準備、センターだよりの印刷な

どの業務を行い、市民センターの地域での役割

を学んだ。 

10 月 20 日 

～10 月 27 日 
1 3 

東日本大震災体験文集朗

読会「語りつぐ あの日の

記憶」 

震災の経験を伝え、活かしていくことを目的に、

加茂中学校１年生と地域の方を対象に地域の諸

団体が協力し「東日本大震災の体験文集」の朗

読会を行った。 

11 月 20 日 1 169 

加茂市民センター 
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加茂の魅力を撮りに行こ

う！ 

加茂地域の魅力を撮影し、発信していくことを

目的に実施。長命館公園や賀茂神社の撮影、撮

影した写真の画像加工・缶バッジの作成、写真

展への出品、市民センターにて作品の展示を行

った。 

9 月 13、27 日

10 月 27 日 

11 月 15、18 日 

2 月 19 日 

～3月 8日 

6 51 

★●泉中央南復興公営住

宅入居者交流事業「ようこ

そ 泉中央南へ」 

公営住宅入居者の交流を図る目的で指ヨガと交

流会、折り紙と交流会を実施し、公営住宅とそ

の地域の方を対象にウォーキング、クリスマス

コンサートを実施。 

6 月 19 日 

11 月 3、27 日

12 月 15 日 

4 238 

ワイワイ若がえり塾 

生活に関する講話、長命館公園の歴史と散策、

健康体操、健康に関する講話、地底の森ミュー

ジアム施設見学、絵手紙体験、文学講座、アコ

ーディオン演奏、懐かしの仙台の映像と講話。 

5 月 21 日 

～2月 18 日 
9 456 

★震災への学び～そなえ

～ 

救急救命・応急手当法講習会、仙台市ガス局と

連携して備蓄品を利用した料理教室、発災訓練

や炊き出し訓練、簡易トイレ組立訓練など町内

会全体が参加する加茂地域防災訓練を実施。 

6 月 21 日 

9 月 16 日 

10 月 17 日 

3 464 

寄り道サロン 

みずほ台地域では親子の映画鑑賞会、キャンド

ル作りと交流会を実施、虹の丘地域ではウォー

キングについての健康講話とコンサートを実

施。 

7 月 28、30 日 

12 月 3 日 

3 月 5日 

4 99 

加茂市民センターまつり 

子どもの広場、サークル団体のステージ発表、

作品展示、そば打ち・囲碁体験、イベントを実

施。 

10 月 24、25 日 2 1,070 

地域懇談会 
地域各種団体・住民および利用サークルとの情

報交換を実施。 

7 月 11 日 

1 月 21 日 
2 51 

支え合いの福祉 

地域福祉について学びながら、加茂地区の高齢

化率を知り、高齢者や認知症の関わり方、接し

方、傾聴等を企画実施した。 

6 月 9日 

7 月 17 日 

9 月 1 日 

1 月 19 日 

2 月 19 日 

5 79 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダー活動の充実を図る為に毎月１

回の定例会を開催。スキルアップ研修や要請の

確認や準備、地域行事への参加を支援した。 

4 月 18 日 

～3月 19 日 
12 45 

加茂地域歴史ガイドボラ

ンティア養成講座 

加茂地域の文化史跡を学び、歴史ガイドボラン

ティアを育成した。 

復興公営住宅入居者への健康講座と一緒に歴史

ガイドとして支援活動を行った。 

史跡（長命館）のガイドブックの作成を行った。 

4 月 4日 

～2月 20 日 
12 98 

市民企画会議「楽しもう身

近な地域」 

団塊世代のひきこもりのリタイア組を、まず家

から外へ誘い出すためには何をすればよいかを

話し合い、「自立するための男の料理」を企画し

た。 

11 月 6 日 

12 月 3 日 

1 月 26、28 日 

2 月 19 日 

3 月 4 日 

6 33 

食育スキルアップ講座～

おいしく食べてスマイル

アップ～ 

栄養に関する講話と小中学生向けのお弁当、郷

土食、行事食の調理実習を実施。 

8 月 26 日 

9 月 30 日 

10 月 28 日 

11 月 25 日 

1 月 27 日 

5 71 

市民企画講座「めざせ！男

の自立～俺にもできる、か

んたん料理」 

おいしい料理の基本である“出汁”の取り方と

応用法を学び、かんたん肉料理、魚料理の実習

後、食事をしながら交流した。 

1 月 28 日 

2 月 19 日 
2 30 
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〔沿 革〕 

高森市民センターは、地域住民の生涯学習活動の中心的施設として、平成元年 4 月「高森公民館」として開

館した。その後、機構改革に伴い「高森市民センター」と改称された。 

高森地区は、昭和 48 年以降、民間企業によって開発された地域で、閑静な住宅地のほか、高森東公園や高

森西公園などに豊富な緑地が残され、自然と調和した美しい街区が特徴的な地域である。 

地域では町内会や地域ボランティア団体を中心に、「新しいふるさとづくり」を目指して四季を通じたイベント

等を行い、地域活性化の推進に取り組んでいる。その中で、当市民センターは、地域への愛着心を育む交流の

場として、多くの地域住民に利用されている。  

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★高森絆コンサート 

参加者 一般 延参加者 906 人 

開催日 全 4 回  5 月 29 日（金）～12 月 12 日（土） 

協力者・ 

協力団体 

高森中学校、高森東小学校、明泉高森幼稚園、ホライゾン学園、高森サーラ保育園、さわや

かコーラス、オカリナサークル ポコ ア ポコ、オカリーナ「おひさま」、片倉加寿子カルテット

＆ボーカル、高森東ふるさとづくりの会、高森東連合町内会等 

ねらい 

地域懇談会等の中で今後ますます必要であるとされた「地域住民の交流の場」として、野外

にある高森東公園音楽の広場を会場としてコンサートを開催する。 

コンサートをきっかけに楽しい時間を共有し、また地域児童や地域サークル等に出演してもら

うことで同じ地域に暮らす住民同士の交流と絆を深める一助とする。 

概要・成果 
年４回の高森絆コンサート（春の野外コンサート、夏の野外コンサート、秋の野外コンサート、

冬の室内コンサート）を実施したことにより、地域交流、世代間交流を図ることができ地縁と地

域の絆が醸成された。また、平成 24 年度から毎年実施していることから地域行事として定着

してきており、地域への愛着と地域共助に発展しつつある。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

ブックフェア in 高森 

文学講座、おはなし会、古本市などの本に関す

るイベントを主に、バルンアートや映画鑑賞会

等子どもから大人まで楽しめるイベントを開催 

10 月 30、31 日 

11 月 1 日 
3 224 

自分づくり教育｢職場体

験｣講座 

高森中学校の生徒を受け入れて職場体験を行っ

た。市民センターの役割について、館内見学、

窓口接客対応、施設管理体験、サークル体験、

講座体験、講座企画など 

10月 27～29日 1 3 

インリーダー研修子ども

会交流会 

進め方・内容・分担についての企画会       

小学生対象の講話「インリーダーとは？」・実技

「レクリエーション技術」                             

大人対象の講話「子ども会活動と世話人の役割」 

11 月 14、28 日 2 50 

高森市民センター 
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地域安全マップを作ろう 

危険な場所や安全な場所の探し方についての事

前学習。終了後小学生が子どもの目線で地域内

の“犯罪が起こる危険性の高い場所”や子ども

110 番の家”を地域の方と歩いて探し、地図に

書き起こし発表した。 

6 月 4、6日 

7 月 2、15 日 
4 228 

★高森塾 

講話「身近な犯罪と防犯、シニアの交通安全に

ついて」「健康長寿のヒント」「仙台市史 見ど

ころ！ 読みどころ！」「宇宙への招待」 施設

見学「エバーグリーンシティ寺岡」 公開講座

「高森ミニコンサート」 実技「３B 体操で、

はつらつ健康づくり」 

5 月 22 日 

～2月 26 日 
9 412 

高森市民企画講座 

～高森で育む伝統行事～ 

小正月から節分までの行事の意味とその習わし

を学び、それぞれの家に持ち帰り実践すること

で、地域で続けていく行事と意識づけることを

目指して開催した。「小正月飾りのだんごさし」

「ひいらぎいわしと恵方巻」 

1 月 9、30 日 2 30 

★高森防災講座「みんな

でつくる避難所ワークシ

ョップ」 

事前学習「ワークショップ実施のために」 

講話「東日本大震災を振り返る」 

ワークショップ「小中学生 および一般成人が

グループをつくり、災害時に発生する様々な問

題に対し自分でできることを考える」 

7 月 1、15、18

日 
3 101 

高森福祉地域交流大会～

ウェルカム世代間交流～ 

世代間交流                        

高森小学校児童のダンス、高森東小学校スコボ

ラ隊の合唱、マジックショー、クイズ大会 

10 月 24 日 1 150 

新しいふるさとづくり事

業 

地域の活性化、地域交流、世代間交流及び地域

ボランティアの育成を目指した。「巣箱づくり」

「巣箱設置」「野鳥観察会」 

9 月 14 日 

～1月 22 日 
6 206 

高森市民センターまつり 

地域行事として定着した市民センターまつり

を、センター利用団体や地域活動団体の生涯学

習の発表の場として企画・運営した。オープニ

ングセレモニー・展示・ステージ・子どもの広

場・ダンスパーティー・出店・抽選会 

9 月 26、27 日 2 4,646 

★高森地域懇談会 

地域との連携をより深める為に、市民センター

の運営、事業に対する意見交換や地域課題を共

有し、情報交換の場として地域団体や地域住民

と懇談会を実施した。また、地域のボランティ

ア団体が取組んでいる｢新しいふるさとづくり｣

に関する情報を共有した。 

6 月 23 日 

11 月 17 日 
2 12 

高森流星サークル育成支

援 

高森流星サークルに所属するジュニアリーダー

の育成と会員の拡大、地域の子ども会等での活

動や定例会の開催などを支援した。定例会の実

施・活動場所の確保・要請の確認と調整・活動

記録の作成・報告 

通年 13 58 

高森ミニ農園 畑の先生

養成講座 

野菜の栽培方法や土づくり・堆肥づくりなど、

畑の一連の作業を学んだ。高森地区の学童農園

で、野菜の手入れや子どもたちに野菜づくりを

指導するボランティア活動を行った。 

4 月 11 日 

～11 月 28 日 
15 470 

高森市民企画会議 

高森で伝えていく伝統行

事について 

高森の自然や人材を活用し、地域の絆を深め世

代間交流を図るため、次世代に繋げていけるよ

うな、伝統となる地域行事を企画・運営する市

民企画会議の実施 

7 月 22、29 日 

8 月 20 日 

1 月 9、30 日 

5 24 

公園ボランティア養成講

座 高森ガーデニング講

座   

花の種まきから育て方、肥料の作り方、公園の

整備・管理、先進地視察、ボランティアについ

て 

5 月 13 日 

～10 月 21 日 
10 61 
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〔沿 革〕 

松陵市民センターは、平成 2 年、泉区の北東に位置する松陵ニュータウンの住宅地に開館した。松陵・永和

台・歩坂町・山の寺・向陽台・明石南の 6 つの町をエリアとし、県民の森をはじめ、豊かな自然と緑に恵まれた地

域に立地している。子どもの減少により、平成 25 年度から 2 つの小学校が統合されるなど少子高齢化が進んで

いる地域であるが、当市民センターは地域における生涯学習の拠点として市民に親しまれる事業を展開し、地

域コミュニティづくり、交流の場として地域住民に広く活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 第２４回松陵ふれあいコンサート 

参加者 地域住民 延参加者 700 人 

開催日 10 月 18 日(日) 

協力者・ 

協力団体 

松陵中学校、泉松陵小学校、向陽台中学校、向陽台小学校、泉松陵高校、東北学院榴ケ岡

高校、東北高校、松陵中学校区地域ぐるみ青少年健全育成推進協議会、泉松陵小学校

PTA、向陽台中学校吹奏楽部親の会、向陽台小学校ひまわり吹奏楽団保護者会、泉地区交

通安全協会泉支部松陵分会 

ねらい 小学生から大人までが演奏や運営に参加することで、異世代間交流や地域団体の交流を図

り、さらに音楽の素晴らしさを知っていただく機会を地域の方々に提供するとともに、地域活

性化の一助とする。 

また、6 つの学校の生徒たちもコンサートを通し交流することで心身の健やかな成長を培う。 

概要・成果 今年で 24 回を迎えたコンサートは 3 部構成で、第 1 部（高校生から社会人までの小合同演

奏）、第 2 部（小学生から高齢者までによる合唱）第 3 部（小学生から社会人までの総勢 250

人による大合同演奏）の内容で実施した。ふれあいコンサートは参加者だけでなく多くの協力

団体に支えられて地域の文化的行事として長く続いてきた。この講座をきっかけに出演団体

が小学生に合唱や吹奏楽の指導に出向いたりすることで、地域の子ども達の演奏技術の向

上にもつながり、音楽教育にも貢献している。 

また、地域の住民が気軽に足を運べるコンサートとして地域交流の場となり、地域活性化へと

繋がっている。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

ママのハッピープラ

ン 

出前市民企画会議「ママたちの企画会」を経て、8

月にペーパークイリングでのメッセージカード作

りと、10 月に地域講師による手軽にできるストレ

ッチ講座を開催した。いずれも、企画委員が計画、

広報、受付、司会進行を担当した。 

8 月 27 日 

10 月 23 日 
2 26 

子どもゼミナール'15 

学びのコミュニティづくり関連事業で、今年度は８

月にパン作りと１２月にクリスマスリースづくり

を行った。講師も地域の方にお願いし、子ども達に

とって貴重な体験となった。 

8 月 29 日 

12 月 5 日 
2 54 

職場体験学習 

松陵中学校の 2年生 3名（11 月 17 日～20 日）の職

場体験を受け入れ、職業人としての心構え、市民セ

ンターの事業（講座の体験）、施設管理、サークル

体験等を実際に行うことで、生涯学習の仕事の特

性、施設管理の内容、接遇などを学習した。 

11 月 17～20日 1 3 

松陵っ子土っと来い

まつり 

学びのコミュニティづくり関連事業で、子ども達の

居場所と活動場所を提供している「松陵っ子土っと

来い」事業のまつりを開催した。参加 15 団体で工

作や遊びのコーナーなど体験学習の場を提供した。 

11 月 7 日 1 150 

松陵市民センター 
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わくわく元気広場 

学区を越えた地域ぐるみの子育て支援のため児童

館と 3館で共催事業を行った。7月は小学生親子で

藍染体験、9月は乳幼児親子対象の遊びうたコンサ

ート（会場：市民センター）を開催した。 

7 月 25 日 

9 月 3 日 
2 217 

出前講座「市民センタ

ー出前サロン」 

遠距離地域からの出前講座要望により気軽に参加

できる事業を行った。山の寺地域は地区社協と連携

した「ハーモニカに合わせて歌いましょう！」明石

南地域はボランティア団体と連携で「レクリエーシ

ョンで心も身体もぽっかぽか！」を実施した。 

2 月 5日 

3 月 2日 
2 64 

「初夏から秋の県民

の森」観察会 

松陵地区の地域資源「県民の森」を宮城県森林イン

ストラクター協会の皆さんを講師に全３回行った。

初夏・夏・秋の季節の変化や環境保護について学び

ながら散策した。 

6 月 25 日 

7 月 14 日 

11 月 21 日 

3 25 

●いきいき楽々講座 

概ね 60 歳以上 62 名の受講者であった。全 9回の講

座からなり健康講話・軽体操、公開歴史講座、地下

鉄東西線講話、防災講話、股旅寸劇、マイナンバー

講話、ハープの生演奏などを行った。 

5 月 15 日 

～2月 19 日 
9 414 

第 24 回松陵ふれあい

コンサート合同練習

会 

第 24 回ふれあいコンサート開催の為に合同練習を

4回開催した。総勢 250 人が同じ曲を演奏するとい

う特徴のあるコンサートの為、練習も時間をかけた

ものになった。 

9 月 27 日 

10 月 4、12、17

日 

4 850 

「オリエンテーリン

グとキャンプ」 

「松陵っ子土っと来い」の関連事業として館内の小

学校や地域団体と共催で地域ぐるみの行事として

定着している。火起こし体験、オリエンテーリング

を行った。子ども会育成会の保護者の皆さんが豚汁

を手作りし、参加者にふるまった。 

10 月 10 日 1 128 

松陵ふれあい合唱 

小学生から成人まで、幅広い年齢層で共に歌う楽し

さを学び、参加者同士交流を深めた。また、松陵地

区の文化となっている「松陵ふれあいコンサート」

で練習の成果を発表することもできた。 

9 月 19、26、30

日 

10 月 3、10、17

日 

6 188 

★●「地域の災害時の

避難所運営について」 

市・区役所と連携し向陽台学区避難所運営関係者を

対象に防災講座を実施した。HUG（避難場運営ゲー

ム）を通じて、通常では、体験できない避難所運営

の疑似体験をするとともに、講義により、避難所運

営のポイントを学んだ。 

8 月 30 日 1 76 

★第 26 回松陵市民セ

ンターまつり 

センター利用のサークルや地域の諸団体による作

品展示、舞台発表、出店、スタンプラリーなどを行

なった。ボランティアは高校生が多く参加し、まつ

りを盛り上げた。世代間交流や地域の交流も深まっ

た。 

11 月 8 日 1 1,150 

地域懇話会 

町内会役員をはじめ地域の方を対象に懇話会を実

施した。市民センターの事業や役割を説明するとと

もに、地域での活動状況や地域課題等についての情

報交換を実施し、今後のセンター運営に反映させる

資を得た。 

9 月 16 日 1 7 

JL 定例会（みちのく松

陵・向陽台ぱぴぷぺパ

レット） 

「みちのく松陵」の登録者は昨年の１６人から３９

人（８月に２人脱退）となった。月１回、主に第３

日曜日に開催し、情報交換や要請の確認、ゲーム研

修を行なった。子ども会、育成会、おやじの会や市

民センターからの要請も受け活動した。 

4 月～3月 14 202 

おもちゃドクターボ

ランティア養成講座 

平成 24 年度からはじめた養成講座で複数年事業で

ある。技術を磨き、児童館や幼稚園で出前のおもち

ゃ病院を開設したり、市民センター事業の「松陵っ

子土っと来い」まつりに参加して工作体験のブース

を作った。28 年度からは自主活動になる。 

4 月～3月 16 130 

出前市民企画会｢ママ

たちの企画会」 

向陽台児童館との共催事業。児童館を利用している

乳幼児の母親 7名が参加。地域の母親たちが気軽に

参加し、交流することができる講座を企画するため

に話し合いを行った。 

5 月～11 月 6 37 
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〔沿 革〕 

寺岡市民センターは、泉区北西部の大規模団地「泉パークタウン」の西部に位置し、緑豊かな自然が残る寺

岡・紫山地区を受け持っている。 

寺岡地区は、昭和 50 年代後半から急速に発展し、団地としては成熟しており、高齢化も進んでいる。一方、

新しく造成された紫山地区は、若い世代を中心に住民も年々増加しており、寺岡地区とは対照的な年齢構成に

なっている。団地周辺には宮城県図書館をはじめ、宮城大学や仙台白百合学園などの文教施設があるほか、

平成 20 年には大型商業施設がオープンし、週末や休日には遠方からも人々が集まり賑わっている。また、紫山

地域の開発が更に進み住宅地が広がっていることから、今後もますます発展と活性化が期待される地域であ

る。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ●樹木剪定ボランティア養成講座 

参加者 寺岡・紫山地域住民 延参加者 59 人 

開催日 全４回  6 月 27 日（土）、8 月 1 日（土）、11 月 21 日（土）、1 月 30 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
泉区公園課、一般社団法人宮城県造園建設業協会泉分会 

ねらい 市民協働で、美しく快適な公園や独り暮らしの高齢者の一軒家を含めて住環境を整備してい

くことを通して、地域の絆を深め安心・安全な地域づくりを目指し、防犯等に貢献する。また、

受講生のボランティア意識を高め、剪定だけでなく地域活性化を担う人材の育成を支援す

る。 

概要・成果 本講座は、住民が公園美化を求め行政に通年整備を要望しているが、行政としては予算上

の問題があり要望に応えられない現実があり、また、庭付住宅に住む一人暮らしの高齢者が

庭木の手入れができず困っている一方で、自宅の庭を自ら整備したいと考えている住民がい

ることが分かったことを契機に、剪定の基礎を学びつつボランティアの必要性を学ぶ機会を

設けた。 

その結果、受講者は寺岡・紫山地域に 13 団体ある公園愛護会に加入して活動したり、個人

的に公園等地域の美化に努めて活動することで、住環境が整備されるなど安心・安全な地域

づくりに貢献しつつある。また、ある受講者は寺岡・紫山地域ボランティア登録制度を立ち上

げる準備中であり、本講座で知り合った仲間にも登録を呼びかけるなど、今後、地域ボランテ

ィアとして様々な活動を行い地域の活性化に貢献することが期待できる。 

 
〔平成 27 年度 事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

親子の広場 
乳幼児を対象にした親子ビクスや子どもの救命法の

講話、人形劇など、親子で気軽に参加できる事業を実

施した。 

5 月 19 日 

6 月 25 日 

9 月 3日 

10 月 29 日 

4 153 

子ども体験塾 
小学生を対象に、天体観望会やしぼり染物の体験、グ

ラスアート作成、スイーツ作りなど、学校では学ぶこ

とのできない体験学習を実施した。 

7 月 24 日 

8 月 21 日 

10 月 10 日 

2 月 13 日 

4 105 

寺岡市民センター 
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中学生職場体験 

寺岡中学校 2年生及び 1年生に対し、市民センター事

業の概要及び講座企画の要領を説明した。また施設管

理業務の体験、サークル活動を体験し、働くことの意

義や職業選定の心構えについて理解させた。 

10 月 20、21、22、

23、30 日 
1 17 

ジュニアリーダーと遊ぼ

う 

ジュニアリーダーが企画・運営までを行った。 

子ども達に対しバルーンアート・木ごり・ビニール袋

で作るパラシュートの工作を教えた。また、第 2回で

は工作に加えゲームも実施した。 

10 月 18 日 

2 月 27 日 
2 60 

寺岡小学校区インリーダ

ー研修会 

小学 5年生と世話人を対象にして、子ども会運営に関

する研修会を行った。子ども向け「ジュニアリーダー

によるゲーム」「子ども会の行事計画」、世話人向け「Ｋ

ＹＴ（危険予知訓練）」「21 世紀スキルのアクティブ

ラーニング」 

1 月 31 日 1 78 

子ども１１０番の家に行

ってみよう 

寺岡小学校 1年生が地域の「子ども 110 番の家」を地

域の協力者とともに実際に訪問し、通学路の近くに頼

れる場所があることを理解してもらった。また合わせ

て泉警察署職員による防犯講話も行った。 

6 月 4日 1 127 

いずみふるさと歴史探訪 
第 1 回は泉区の歴史や史跡の講話を行い、2～4 回は

実際に根白石・朴沢・福岡地域の神社や史跡を訪ねて

歴史を学んだ。 

6 月 3、10、17、

24 日 
4 70 

市民企画講座「手話で歌い

ましょう」 

手話を初めて学ぶ方を対象にした講座。手話の基礎及

び手話による歌を学び、市民センターまつりでその成

果を発表した。 

7 月 8日 

～8月 26 日 
6 23 

★多聞塾 

地域の高齢者を対象に、様々な分野の教養を深めた。

また、受講生同士の交流の場となり、生きがいづくり

につながった。防災、文学、宮城マスター検定、ボイ

ストレーニング、太極拳、ユアテックスタジアム見学、

感染予防、ミニコンサートなど 

5 月 14 日 

～2月 18 日 
10 371 

みんなで元気に！ニュー

スポーツ大会 

寺岡地区社会福祉協議会と共催し、ニュースポーツ

「カローリング」「ディスコン」をチーム対抗の大会

形式で開催し、高齢者の運動不足解消を図った。 

11 月 15 日 1 43 

寺岡市民センターまつり 

地域で活動するサークルと地域諸団体で構成する委

員会で運営し、ステージや展示の発表発表を中心とし

たまつりを開催した。その他、子ども向けの工作コー

ナー、産直市場など 

10 月 17、18 日 2 1,300 

●寺岡・紫山地域防災ネッ

トワーク推進委員会 

町内会、地区社協、小中学校などの実行委員会を組織

し、計 5 回の事前防災会議を経て、12 月に「第 4 回

伊達な防災イベント」を開催した。メインイベントに

大型防災すごろく、消防によるＡＥＤ講習、防災食実

演など 

5 月 30 日 

～12 月 23 日 
7 425 

★寺岡・紫山地域懇談会 

地域諸団体（21 団体）の代表に、市民センターの活

動状況や地域力創造事業の概要、施設改修予定などを

説明し、引き続いての協力・連携をお願いした。また、

地域課題や市民センターへの要望の把握に努めた。 

9 月 6日 

1 月 17 日 
2 35 

寺岡・紫山ふれあい絆コン

サート 

地域資源である宮城大学の管弦楽団・合唱団を招き、

市民センターでコンサートを開催した。「ふるさとの

四季」などの混声合唱とオーケストラの響きと講師の

軽快なトークで音楽の歴史を学び、会場全体での合唱

も行った。 

7 月 12 日 1 190 

ジュニアリーダー育成支

援「定例会等」 

子ども会等からの要請への対応、研修などを行った。

定例会ではジュニアリーダーが自ら考え企画・実行す

る姿勢を育むことができた。新メンバー歓迎会、講座

企画、クリスマス会、送別会など 

4 月 12 日 

～3月 25 日 
13 99 

市民センターの講座を企

画しよう 

地域住民が抱える課題に対応する講座を企画するた

めに全 5回の企画会議を行った。手話の使い手が少な

く、聴覚障がい者の交流の機会が少ないという課題に

対し、「手話で歌いましょう」が企画された。 

4 月 15 日 

7 月 18 日 

8 月 1日 

8 月 26 日 

4 16 
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〔沿 革〕 

長命ヶ丘市民センターは、平成 5 年 4 月に泉区 10 番目の市民センターとして開館した。その周囲は昭和 50

年代初めに造成された長命ヶ丘団地で形成されている。利用者の約 65％が長命ヶ丘地区、25％が近隣地区、

残り 10％が他地区の利用者となっており、地域に密着した市民センターといえる。地域利用団体の 30 サークル

をはじめ、常時 80 以上のサークルが活動しており、平成 27 年度は約 46，700 名の利用者があった。 

当市民センターは、子どもから高齢者まで幅広い年齢層の支持を得ながら、サークル活動はもとより、地域の

生涯学習活動の拠点として定着しており、その役割と機能は重要性を増している。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 
市民企画会議 
長命ヶ丘ゆるキャラＰＲ大作戦 「あいタワーくん・あいカネちゃんの歌を作ろう」 

参加者 地域住民 延参加者 42 人 

開催日 
全 7 回  6 月 9 日(火)、8 月 19 日(水)、9 月 16 日(水)、10 月 14 日(水) 

2 月 18 日(木)、3 月 17 日(木)、3 月 24 日(木) 

ねらい 

長命ヶ丘に誕生したゆるキャラ「あいタワーくん・あいカネちゃん」を地域に浸透させるため、こ

れまでキャラクターのプロフィールを作成し、それをセンターまつりで発表する等してＰＲを進

めてきた。そこで、今年度も引き続きこのゆるキャラを町内に広めていくため、誕生の経緯や

プロフィールを歌詞に盛り込んだ歌を住民企画で作成していく。地域住民が主体となって歌

を作りあげることで、地域へのより一層の浸透を目指し、キャラクターや地域への愛着を深め

ることに繋げていく。 

概要・成果 

歌詞(歌詞のフレーズ)を公募、作曲を企画員知り合いの方に依頼という形で実施。市民企画

にしたことで、住民の考えを歌の作成に反映することができた。また、歌作りの過程で小学生

にも意見や感想を求めたことで、小学校とのつながりが深まった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

長命ヶ丘保育所・児童セン

ター・市民センター３館共

催｢子育て講座｣ 

託児付の子育て講話、食育コンサート、大運動

会、リトミック、健康講話を 3 館が協働で開催

し、多くの親子に学びと交流の場を提供するこ

とが出来た。地域をあげての子育て支援が定着

してきており、参加者からは、毎年の開催を望

む声が出ている。 

6 月 4日 

8 月 6日 

10 月 8 日 

12 月 3 日 

2 月 4日 

5 379 

フレンドスクール 

夏休み等に、小学生が市民センターを利用して

いるサークル活動の体験学習(そば打ち体験な

ど）、泉館山高校生からの「お菓子作り」の体験、

親子で公共施設等の見学を行い、学校以外の異

なる世代から学ぶことで、社会を体感すること

が出来た。 

7 月 22、29、30、

31 日 

 8 月 4、7、8、

21 日 

12 月 23 日 

9 142 

ロングライフヒルコミュ

ニティ協議会事業「学校に

泊まろう」 

学校生活や家庭では経験できない体験として子

どもたちが学校に泊まり、学年を越えた異学年

交流や中学生、高校生、地域住民との交流を図

った。豊かな感性の子どもたちを学校を含めた

各団体が協働して、地域全体で子どもたちを見

守り、支援する活動となった。 

7 月 25、26 日 1 103 

長命ケ丘市民センター 
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★中学生のための防災講

座 

長命ヶ丘中学校の防災避難訓練に合わせ、泉消

防署高森出張所の防災アドバイザーから、普段

から備える防災、震災時の中学生の活躍事例な

どの講話を行った。クイズなどを織り込み、中

学生が関心を持てる内容で進めることができ

た。 

11 月 11 日 1 183 

自転車の安全運転講習会 

長命ヶ丘青少年健全育成協議会と共催で、主に

中学生を対象に、自転車の新しい法令、自転車

での賠償事故例などを泉警察署交通課署員から

講習。自転車も車と同じで、法令を順守しなけ

ればならないことを理解する機会となった。 

12 月 5 日 1 58 

●知っておきたい介護の

イロハ 

家族や身近な人が介護を必要とする状態になっ

たときに備えて、高齢者の身体機能の変化や行

政支援の活用等について学び、介護に必要な基

本的な介助の方法や動作を実習した。 

9 月 2、9、16

日 
3 47 

長命大学 

コミュニケーション術の磨き方、仙台弁と仙台

の今・昔（地元学講座 2回）、猛暑を乗り切る高

齢者の食、自宅でできる筋力アップ運動、楽器

のルーツから見る世界の文化と歴史、大震災被

災者の傾聴ボランティア活動と人生の捉え方、

初笑い演芸会、出前歌声喫茶など、年間を通し

様々なテーマで学んだ。 

5 月 21 日 

～2月 18 日 
10 699 

●いきいき☆シニア倶楽

部 

地域の高齢者が、心身の健康を維持するために、

介護予防についての講話や調理実習、運動など

を通して介護予防の情報や知識について学ん

だ。 

9 月 4、18 日 

10 月 2、9、23

日 

5 63 

出前講座 

市民センターまで足を運ぶ事が難しい方々のた

めに、住まいに近い集会所で気軽に楽しむこと

ができる催しを実施。第 1、2回はお笑い演芸会。

第 3回はマジックショー。 

8 月 29 日 

11 月 14 日 

2 月 20 日 

3 92 

長命コンサート 

高齢化率の高い当地域で、遠方へ出かけること

が難しい住民が増えていることから、高齢者は

じめ地域の方々に対し、気軽に楽しむことがで

きるジャズのコンサートを開催した。 

6 月 6日 1 180 

●地域の里山｢とどヶ沢｣

を守ろう・活かそうプロジ

ェクト 

地域資源である「とどケ沢溜池群」の周辺を、

市民の憩いの場、自然学習の場として活用して

いくための整備活動を行った。また、冬に野鳥

観賞会を開催した。 

5 月 30 日 

6 月 14 日 

9 月 19 日 

11 月 28 日 

3 月 5 日 

5 40 

ロングライフヒルコミュ

ニティ協議会との企画検

討会 

地域団体で構成された協議会で、地域の子ども

たちの健やかな成長や交流を目的とした事業の

企画・検討をした。 

4 月 3日 

～11 月 29 日 
7 95 

長命ヶ丘市民センターま

つり 

市民センターを中心に活動しているサークル団

体の学習成果を発表する場として、また、地域

の住民が楽しく交流する場として開催した。 

10 月 17、18 日 2 2,500 

長命ヶ丘市民センター地

域懇談会 

1 回目は、地域の老人クラブ役員と高齢者が元

気で活躍できるためにというテーマで開催し

た。2 回目は、連合・単位町内会長と市民セン

ターの事業について意見を収集した。 

9 月 3日 

2 月 5日 
2 15 

●剪定ボランティア養成

講座 

ボランティアの魅力と地域での活躍について話

を聴き、剪定と整枝について映像を見ながら説

明を聴いて学習。市民センターや地域の小中学

校敷地内の樹木を剪定・整枝し、体験実習を通

して技術を習得すると共にボランティアの理解

と関心を高めた。 

10 月 24 日 

～12 月 26 日 
7 61 
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〔沿 革〕 
松森市民センターは平成 12 年 1 月、鶴が丘中学校区施設として泉かむり訪問看護ステーション、コミュニティ

防災センターと併設し、泉区内11番目の市民センターとして開館した。当市民センターは仙台市泉区の北東端

に位置し、担当するのは、古くからの松森地区と昭和 40 年代から 50 年代にかけて開発された鶴が丘団地から

なる地域である。 
施設内は、バリアフリー仕様になっており、広々としたロビーのほか親子室・娯楽室・図書室などを備えている。

このような特性を生かしながら地域の生涯学習の拠点施設として開かれた親しみのある市民センターを目指し

ている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 ★減災をめざして～小学生のための防災セミナー～ 

参加者 松森小学校６年生、鶴が丘小学校４年生 延参加者 85 人 

開催日 全２回  ①松森小学校 6 月 1 日(月)   ②鶴が丘小学校 9 月 29 日(火) 

協力者・ 

協力団体 
仙台市立松森小学校、仙台市立鶴が丘小学校 

ねらい 
東日本大震災では、災害発生に伴うさまざまな出来事に対して、地域の子供たちも、その行

動に苦慮した場面が多くあった。大規模災害発生時に起こるさまざまな出来事に対して、ど

のように考え・判断して、どのように対応するのかを学び、防災減災の意識を養う機会を設け

る。 

概要・成果 
鶴が丘中学校区の２つの小学校との連携事業で２回講座。東北大学災害科学国際研究所

の保田真理氏を講師に招き、波と津波の違いや地球規模で広がる被害の様子などを通し

て、減災について学んだ。ワークショップでは、松森小学校は減災対策についてグループ毎

にまとめた。鶴が丘小学校は防災スタンプラリーと題し、防災の心構えを学んだ。 

今回の講座を通して、減災や防災について知識を深めることで、災害時のとるべき行動や、

判断力を高めることが出来ただけでなく、家庭での減災への意識をもつ機会となった。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

子育てサロン「こどもの

杜」 

１回目：「こどもの杜ギターとおはなししコンサ

ート」を開催。２回目：託児付き講座として調

理実習を実施した。 

6 月 9日 

12 月 8 月 
2 68 

ジュニアちゃれんじ！ 
長期休暇中の小学生対象で創造力や想像力を育

む講座を実施した。 

7 月 24、31 日 

2 月 13 日 
3 60 

田んぼのがっこう 

松森小学校児童対象の学社連携事業講座①実習

田代かき②田植え③稲刈りと農家ボランティア

と松森小学校企画運営会議を開催した。 

4 月 23 日 

5 月 8、13 日 

10 月 1、7日 

5 557 

松森ほっとサロン 
地域住民が得意な分野を教え合いながら情報交

換できるサロン的講座を実施した。 

6 月 17 日 

7 月 15 日 

8 月 19 日 

9 月 16 日 

10 月 23 日 

11 月 18 日 

6 78 

松森市民センター 
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市民企画講座 地域の魅

力発見！松森城と人々の

暮らし 

松森の歴史的シンボルである『松森城』に焦点

を当て地域の魅力を再発見する講話を開催し

た。講師は仙台市教育委員会文化財課 

1 月 30 日 1 39 

★考えてみませんか？ペ

ットと一緒の自主防災～

人とペットとの共生をめ

ざして～ 

災害時にペットと一緒に自主避難する時の非常

用持出し品や避難所での基本的ルール等ペット

の避難対策について学んだ。 

12 月 5 日 1 21 

●城前大学 

全９回実施。①開講式・講話②演劇の手法を使

ったコミュニケーションスキルを学ぶ③歴史講

話④健康講話⑤特殊詐欺についての講話⑥コン

サート⑦温泉についての講話⑧脳トレ体操⑨閉

講式・コンサート・茶話会 

4 月 16 日 

5 月 21 日 

6 月 18 日 

7 月 16 日 

9 月 17 日 

11 月 19 日 

12 月 17 日 

1 月 21 日 

2 月 18 日 

9 493 

松森市民センターまつり 

「心ふれあう 第 14 回松森市民センターまつ

り」として市民センター利用サークル団体の活

動発表の場として舞台発表・展示発表・出店や

地域住民の交流を促進する場となった。 

10 月 18 日 1 1,350 

松森アフタヌーンコンサ

ート 

地域の人たちが気軽に集え、楽しめるコンサー

トを開催。①笙の調べ②ビッグバンドで楽しむ

ノンジャンル音楽③打楽器ワークショップ④

PWO クリスマスコンサート⑤春を呼ぶピアノの

音色⑥朗読を楽しむを実施。 

6 月 20 日 

9 月 19 日 

11 月 14 日 

12 月 6 日 

2 月 20 日 

3 月 19 日 

6 364 

★松森・鶴が丘地域懇談会 

地域の団体や機関の活動状況や課題について意

見交換を行う。活動や課題に対して市民センタ

ーとしての支援を考える機会とした。 

12 月 5 日 1 36 

ＪＬパズル鶴が丘 定例

会 

ジュニアリーダーサークルパズル鶴が丘の定例

会を定期実施した。 

4 月 15 日 

～3月 13 日 
14 42 

図書ボランティア養成講

座～ひとと本をつなぐ～ 

図書ボランティアの技術向上と新規会員確保の

ための養成講座を開催した。 

10 月 28 日 

11 月 11、25 日

12 月 9 日 

4 60 

市民企画会 松森・鶴が丘

地区情報発信企画員にな

ってみませんか？ 

松森・鶴が丘は自然豊かな環境と歴史のある地

域である。そこで地域への愛着をテーマに地域

を散策しながら地域の環境や歴史を学ぶ講座を

企画した。 

6 月 26 日 

7 月 17、29 日 

8 月 28 日 

9 月 12 日 

11 月 12、30 日

3 月 16 日 

8 6 

サークル一日体験 
各サークルの活動日に合わせた日程でサークル

体験を実施した。 

4 月 24 日 

～7月 1日 
15 25 
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〔沿 革〕 

桂地区は仙台市の北西部に位置し、緑に囲まれた住宅と高層マンションで構成される新興住宅団地で、緑

が多く高齢化率も比較的低い街である。一方、将監地区は昭和 40 年代に開発された歴史の古い団地で年々

高齢化が進んでいる。桂市民センターは、この両地区を受け持っている。 

当市民センターは児童センターとの併設館であり、利用者の年齢層は乳幼児から高齢者までと幅広い。平成

13 年 12 月の開館以来、これらのさまざまな年齢層の地域住民と地域団体を意識した事業を展開し、生涯学習

の拠点を目指して取り組んでいる。 

 

（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 
〔特色ある事業〕 

事業名 ●桂島緑地未来プロジェクト 

参加者 地域の方 延参加者 428 人 

開催日 全 37 回  通年 

協力者・ 

協力団体 

泉区建設部公園課、泉区中央市民センター、桂地区各町内会、桂島緑地公園愛護協力会 

桂赤十字奉仕団 

ねらい 
「桂島緑地の環境保全・美化および地域住民の憩いの場としての維持」をともに考え、活動し

ている桂地域住民ボランティア団体の組織の拡充が図れるよう支援する。 

概要・成果 
「桂島緑地未来プロジェクト」を構成する 3 部会が、住民参加型のワークショップの開催や植

物保護活動・環境保全活動・広報活動をそれぞれ継続し、ボランティア団体としての年間活

動が定着した。新たに植物保護班が立ち上がり、組織が拡充した。桂島緑地公園での現地

調査や学習会を実施し、泉区建設部公園課との連携を深めた。秋の定期作業には将監中学

校生 70 名が参加し、地域における「桂島緑地未来プロジェクト」活動がより一層浸透した。 

 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

桂の森のキッズランド 

桂地区の子育てに関わる 4団体の共催で実施し

た。会議は 3回設け、担当者同士の連携を深め

る事が出来た。参加型の劇を開催し、参加した

乳幼児と保護者、未就学児童に好評であった。 

9 月 16 日 1 175 

桂ジュニアカレッジ 

体験学習の機会を通して、主に桂小学校の児童

を対象に異年齢の子ども同士の交流を図った。

チーム対抗ゲーム、桂中央公園の自然観察、キ

ンボール体験、ジュニアリーダーと遊ぼう、万

華鏡づくりに取り組んだ。 

6 月 27 日 

9 月 26 日 

11 月 11 日 

2 月 20 日 

3 月 18 日 

5 110 

桂友くらぶ 

講話：内視鏡検査、ビル化石、仙台城下の町名

の由来、簡単にできる健康法。実技：“ディスコ

ン”体験。制作：地蔵絵にチャレンジ。館外学

習：仙台市科学館バックヤードツアー。演奏会：

マリンバとピアノのコンサート。 

5 月 14 日 

～１月 14 日 
8 350 

昔話から学ぶ～民話を聞

こう！～ 

市民企画会議で企画した講座。第１部：民話の

語り部から、県内の民話を聞く。第２部：講師、

参加者、企画員が、故郷の方言や生活習慣、伝

承話などを話し合い、現代に生かせる生活の知

恵など情報交換を行った。 

12 月 2 日 1 10 

桂市民センター 



≪泉区≫ 

- 174 - 

桂みんなのラジオ体操～

健康で元気な地域づくり

～ 

ラジオ体操の歴史や効果について講話から学

び、ラジオ体操第一と第二の正しい動きを学習

した。 

5 月 9、10、15

日 
3 42 

桂ロビーコンサート 

第１回：「ハワイアンミュージックと懐かしの歌

謡コンサート」、第 2回：「ウインターコンサー

ト～ジャズで楽しむクリスマス～」を開催 

9 月 27 日 

12 月 12 日 
2 240 

★桂地域防災事業 

桂小学校を会場として桂地区防災訓練を実施し

た。市民センターは補助避難所として参加し、

広報車による町内広報、防災無線訓練を担当し

た。 

9 月 13 日 1 692 

★もっと活用！非常食ア

レンジ～眠っている缶詰

ありませんか～ 

非常食の一つとして缶詰に着目し、ローリング

ストック法に触れながら、食卓の献立に手軽に

取り入れる方法を実技で学習した。社会学級生

と一般受講生が共同で調理に取り組み、地域住

民同士の交流が深まった。 

11 月 10 日 1 19 

桂小学校区社会学級連携

事業企画会議 

桂小学校区社会学級と公開講座の開催を目的に

連携し、5 回の企画会議を実施した。地域情報

を住民の視点で共有しながら会議を進めること

ができた。2 者で連携したことで、地域情報や

地域課題への理解が深まった。 

6 月 12、26 日 

7 月 17 日 

10 月 2 日 

11 月 10 日 

5 25 

聞かせて桂みんなの知恵

オープンカフェ 

人材発掘を目指し地域の話題を中心にしたカフ

ェ形式の意見交換会を設定したが、現役員だけ

の参加に留まり新しい人材発掘に結びつかなか

った。４回で終了とした。 

6 月 13 日 

7 月 18 日 

11 月 28 日 

1 月 27 日 

4 37 

桂文化祭 

桂連合町内会と共催で、地域住民や活動団体が、

ステージ、展示、出店の３部門で日頃の活動の

成果を発表。児童センターまつり、地域団体の

活動紹介もあり、住民からは地域の４大行事の

ひとつとの認識もいただいており大盛況だっ

た。 

10 月 17 日 1 1,692 

★桂地域懇談会 

市民センター事業の充実を図るため地域諸団体

との懇談会を実施した。活動状況と連携の方向

性を話題とした。 

7 月 7 日 

2 月 23 日 
2 24 

市民企画会議「熟年世代の

企画会」 

5 回にわたり企画会を開催。講座の趣旨説明、

自己紹介から始まり、地域情報交換および地域

課題や地域のニーズなどについて話し合いを重

ね、市民企画講座「民話を聞こう！」講座を企

画・開催・運営した。 

6 月 2、23 日 

7 月 14 日 

11 月 25 日 

12 月 2 日 

5 15 

こどもの工作・遊びボラン

ティア養成講座 

1 回目はボランティアについての講話、2～4回

は実技として「ヤジロベー」「シャボン玉」「ブ

ーメラン」を作った。5 回目は児童センターま

つりで工作ブースを担当。「でんぐり返し人形」

を作り、子どもたちに大変好評であった。 

9 月 2、9、16、

30 日 

10 月 17 日 

5 46 

ジュニアリーダー定例会 

要請確認、情報交換、バルーンアート講習会、

「将監くれよん通信」作成、交流会などを実施

した。 

4 月 5日 

～3月 6日 
12 82 
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〔沿 革〕 

南中山市民センターは、平成 15 年 3 月をもって閉館した「泉中高年齢労働者福祉センター（サンライフ泉）」

の建物に改修を行い、平成 15 年 11 月 13 日に開館した。敷地内にはコミュニティ防災センターを併設している。 

当市民センターのエリアは、南中山、北中山、西中山の 3 連合町内会傘下 16 町内会で、地域の活動拠点と

して、地域団体やサークルなどに広く活用されている。 

 
（★：震災を踏まえた事業  ●：区役所との連携事業） 

〔特色ある事業〕 

事業名 「学校で遊ぼう 2015 夏」連携事業 最強のチームはどこだ？ゲーム一致団結 

参加者 小学生 延参加者 121 人 

開催日  全 1 回  8 月 1 日（火） 

協力者・ 

協力団体 
南中山小学校 PTA、南中山小学校、南中山おやじの会 

ねらい 
異年齢間や同年代でも顔見知りではない人たちとの協調・協力の大切さを自覚し、自

主的な行動力を身につけ、チームワークの大切さを学ぶ機会を提供する。 

概要・成果 

本講座は平成 26 年度から南中山小学校・PTA・おやじの会と連携して「こどもワンダ

ークラブ」の一コマとして実施してきたが平成 27 年度は「地域全体で子どもの育ちを

支えるまなびの環境づくり」に更に取り組むために、独立した一講座とした。 
本来、学校に泊まる予定だったが今回は学校や PTA の都合により宿泊なしのデイキャ

ンプになり、南中山市民センターは導入部であるチームワーク醸成のグループ対抗ゲ

ームを担当した。最初は見知らぬ仲間ということもあり盛り上がりに欠けていたが、

ゲームが進行し獲得点数に差が出始めると各チームのメンバーが真剣になり、最後の

スイカ割りゲームや表彰式では大いに盛り上がった。 
当初計画を上回る参加があり、異年齢交流やチームワークの大切さを学ぶ機会にする

ことができた。また、連携する団体との打合せが数回あり、今回の行事を実施した事

で更にお互い顔の見える関係になり、結びつきがより一層強くなった。 
 
〔平成 27 年度（地区館）事業実績〕 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
延参
加者 

●おやこほっとタイム 

管内へ転入してきた若い世代が新しい土地での

仲間づくりと親子の触れ合いを深めるため、親

子遊び等を通したコミュニケーションと学びの

場を提供した。また、地域団体と連携して親子

遊び等の出前講座を実施した。 

4 月 16 日 

～2月 25 日 
8 136 

職場体験 

市民センターが行っている生涯学習事業や地域

活動の現状と職員の仕事などを理解してもら

い、将来の自己のあり方の指針に役立ててもっ

た。窓口業務や施設管理業務など 

8 月 19～21 日 1 3 

こどもワンダークラブ 
地域資源を活用したスポーツ体験やワークショ

ップを行った。 

6 月 23 日 

～2月 27 日 
4 93 

インリーダー研修会 

北中山と南中山の両小学校区の子ども会育成会

活動の充実を図るため、リーダーとして活動す

る児童と世話人を対象に研修を実施した。児童

向け講話と実技、世話人向け講話を主にした研

修。 

11 月 14 日 1 62 

南中山市民センター 
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和楽器の魅力～しの笛・

筝・尺八の調べ 

いずみ中山地域の住民が、地域を超えて集まり、

交流できる場を提供するため、管内 2 つの社会

学級と共催し、日本の伝統文化をテーマに、気

軽に集える演奏会を実施した。 

2 月 25 日 1 120 

ほがらかシニア塾 

地域の高齢者を対象に、一般教養や社会環境、

高齢者の健康維持などについて学び、変化する

社会情勢に対応する知識を得る機会を提供し

た。 

5 月 15 日 

～1月 15 日 
8 362 

まちづくり・ちゃちゃちゃ

倶楽部 

住民の相互協力、支え合いの意識向上、地域へ

の関心の深化等を目指し、住民が関わる機会を

作り、交流の輪を広げ、更に地域の理解を深め

ながら、地域を支える人づくりを行いその人材

を活用した。 

5 月 28 日 

～11 月 26 日 
6 126 

まなびねっと「いずみ中

山」推進委員会 

地域団体がネットワークをつくり、地域の子ど

も達の交流や健やかな成長を促すことを目的

に、事業を企画した。会議を重ね、地域団体の

輪を広げ、結びつきを強化することにより地域

を活性化させた。 

5 月 9日 

～3月 26 日 
10 55 

社会学級との企画会議 

平成 27 年度は地域の人を対象に、広く生涯学習

活動の推進を図る事業を実施するため、管内の

２つの社会学級と企画会議を行った。 

6 月 23 日 

～2月 25 日 
6 12 

いずみ中山フェスタ 

サークルに、日頃の学習活動の成果発表の場を

提供するとともに、サークル、地域住民、地域

団体が協働して地域の「まつり」を計画、実施

した。 

10 月 17 日 1 775 

地域懇談会 
地域団体との意見交換をもとに地域課題や市民

センターへの要望・評価を収集した。 

4 月 25 日 

5 月 15 日 
2 30 

まなびねっと「いずみ中

山」交流事業 

南中山小学校区・北中山小学校区の地域団体と

地域での自然体験や伝統文化に触れる機会を提

供することを通して、子どもたちの感性を磨き

想像力を養った。 

8 月 23 日 

～12 月 27 日 
3 172 

食文化を伝えよう！～き

ねつきの草もちと手作り

きな粉を体験～ 

地域に住む高齢者を指導者に迎え、昔から家庭

に伝わる食について教わりながら、地域の子ど

もたちや大人が一緒に作業することで、気軽に

集えるきっかけづくりとした。 

3 月 19 日 1 34 

★市民企画講座”いつも”

から”いざ”というときま

で～家庭でも作れる干し

野菜～ 

非常用備蓄だけでなく、日常的にも使える野菜

の保存食「干し野菜」の作り方、保存方法、栄

養、特長などについて講話、体験を通し、参加

者同士の情報交換を行った。 

12 月 3 日 1 31 

ジュニアリーダー定例会 

ジュニアリーダーサークル「長命ケ丘巣子っぷ」

の中学生、高校生の活動を支援し、部活動と学

業との両立を円滑にするための環境の整備、メ

ンバーの意識向上、技術を高めるために定例会

を開催した。 

通年 12 44 

市民企画会「いずみ中山に

ぎわいプロジェクト2015」 

市民センターが行っているまちづくり、人づく

りの取り組みを更に地域全体に伝えていくため

地域住民を企画員に起用し、住民が気軽に集え

る学びの場の提供を目的に、地域交流を図る事

業の企画、運営を行った。 

9 月 3日 

～3月 19 日 
6 18 

市民企画会「北中山＆西中

山交流ミーティング」 

地域住民が自ら講座企画に参加し、被災して転

居してきた新たな住民を主体的に共に支えあう

地域づくりを実践するための講座を実施した。 

6 月 12 日 

12 月 3 日 
5 24 

 


